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埼経協ニュース３８０号

四
月
十
四
日
�
十
三
時
三
〇
分
か
ら

理
事
会
が
十
六
名
の
理
事
と
二
名
の
監

事
が
出
席
し
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で

開
催
さ
れ
た
。

西
村
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
議
案

の
審
議
に
入
り
、
以
下
の
議
案
に
つ
い

て
事
務
局
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
の
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
に

つ
い
て
満
場
一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
議
案
は
五
月
十
四
日
�
の
定

時
総
会
に
付
議
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
結
果
、
新
任
副
会
長
に
池
田
一

義
氏
（
㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行
代
表
取
締

役
社
長
）、
満
岡
隆
一
氏（
ボ
ッ
シ
ュ
㈱

専
務
取
締
役
）、
山
内
真
輝
氏（
東
京
ガ

ス
㈱
埼
玉
支
社
長
）
の
三
氏
の
就
任
が

内
定
し
た
。

一
�
平
成
二
五
年
度
事
業
報
告

二
�
平
成
二
五
年
度
決
算
報
告

三
�
定
款
の
一
部
変
更

四
�
理
事
の
選
任

五
�
副
会
長
の
選
任

他
に
報
告
事
項
と
し
て
事
務
局
報
告
、

組
織
拡
大
協
力
会
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈

の
件
な
ど
が
あ
っ
た
。

な
お
、
理
事
会
終
了
後
、
理
事
十
六

名
、
監
事
二
名
、
常
任
幹
事
・
幹
事
三

四
名
の
合
計
五
二
名
が
出
席
し
、
幹
事

会
が
開
催
さ
れ
、
理
事
会
議
案
の
説
明

が
行
わ
れ
た
。ま

た
、
幹
事
会
終
了
後
、

外
交
政
策
研
究
の
日
本
の
第

一
人
者
で
あ
る
、
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ

ル
戦
略
研
究
所
研
究
主
幹
で
、
外
交
政

策
研
究
所
代
表
の
宮
家
邦
彦
氏
（
後
記

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
参
照
）
よ
り
「
語
ら
れ

ざ
る
中
国
の
未
来
〜
中
国
近
未
来
の
シ

ナ
リ
オ
と
日
本
の
対
応
」と
題
し
て
講

演
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
活
発
な
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
講
演
会
終
了
後
懇
親
会
も
開

催
さ
れ
た
。

新
任
副
会
長
に

池
田
一
義
氏
（（
㈱㈱
埼埼
玉玉
りり
そそ
なな
銀銀
行行
代代
表表
取取
締締
役役
社社
長長
））、

満
岡
隆
一
氏（（
ボボ
ッッ
シシ
ュュ
㈱㈱
専専
務務
取取
締締
役役
））、

山
内
真
輝
氏（（
東東
京京
ガガ
スス
㈱㈱
埼埼
玉玉
支支
社社
長長
））

の
三
氏
の
就
任
を
内
定
。

――
二二
五五
年年
度度
事事
業業
報報
告告
・・
決決
算算
報報
告告
、、定定
款款
のの
一一
部部
変変
更更
もも
承承
認認

〜
平
成
二
六
年
度
第
一
回
理
事
会

幹
事
会
・
講
演
会
・
懇
親
会
も
開
催

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１４ 月号

日本経団連 埼玉

４・５

講
演
す
る
宮
家
邦
彦
氏

講
演
に
対
し
謝
辞
を
述
べ
る

藤
家
副
会
長

幹
事
会
で
開
会
挨
拶
を
す
る
西
村
会
長

全
議
案
を
満
場
一
致
で

可
決
し
た
理
事
会

幹
事
会

新
理
事
・
副
会
長
に
内

定
し
た
山
内
氏（
左
）

と
満
岡
氏（
右
）

多
数
の
質
問
も
出
さ

れ
た

懇
親
会

― １ ―



�����������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

変 更 後
第３章総会 第２０条（議決権）
２ 同左

〈新設〉
３ 議決権行使書または委任状は送付して提出するほか、FAXおよび電磁

的方法により提出することができる。
４ 同左

現 行
第３章総会 第２０条（議決権）
２ 総会に出席できない会員は、あらかじめ通知された事項について書面に

より議決し又は議決権の行使を委任することができる。

３ 前項の規定により議決権を行使した会員は、総会に出席したものとみな
す。

変 更 後

�理事１６名以上２９名以内

３ 同左

�副会長１４名以上２６名以内

現 行
第４章（役員）
第２３条 この法人に、次の役員を置く。
�理事１６名以上２４名以内

第２４条（役員の選任）
３ この法人に次の役職者を置き、総会の決議により、理事の中から選定及

び解職する。
�副会長１４名以上２１名以内

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

宮
家

邦
彦

（
み
や
け

く
に
ひ
こ
）氏

一
九
五
三
年
神
奈
川
県

生
ま
れ
。
七
八
年
東
京
大

学
法
学
部
を
卒
業
後
、
外

務
省
に
入
省
。
七
六
〜
七

七
年
米
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
、

台
湾
師
範
大
学
、
七
九
年

カ
イ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
大

学
、
八
一
年
米
ジ
ョ
ー
ジ

タ
ウ
ン
大
学
で
語
学
研
修
。

八
二
年
七
月
在
イ
ラ
ク
大

使
館
二
等
書
記
官
、
八
六

年
五
月
外
務
大
臣
秘
書
官
、

九
一
年
十
月
在
米
国
大
使

館
一
等
書
記
官
、
九
八
年

一
月
中
近
東
第
一
課
長
、

同
年
八
月
日
米
安
全
保
障

条
約
課
長
、
二
〇
〇
〇
年

九
月
在
中
国
大
使
館
公
使
、

〇
四
年
一
月
在
イ
ラ
ク
大

使
館
公
使
、
イ
ラ
ク
Ｃ
Ｐ

Ａ
（
連
合
国
暫
定
当
局
）

に
出
向
、
〇
四
年
七
月
中

東
ア
フ
リ
カ
局
参
事
官
な

ど
を
歴
任
。
〇
五
年
八
月

外
務
省
を
退
職
し
、
外
交

政
策
研
究
所
代
表
に
就
任
。

〇
六
年
四
月
よ
り
立
命
館

大
学
客
員
教
授
、
〇
九
年

四
月
よ
り
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ

ー
バ
ル
戦
略
研
究
所
研
究

主
幹
。
〇
六
年
十
月
〜
〇

七
年
九
月
総
理
公
邸
連
絡

調
整
官
。

□変更内容‐１
定款第４章（総会）第２０条（議決権）に３項を新設し、現行３項を４項に変更する。変更内容は以下の通り。

□変更理由 会員の議決権行使の容易性を高めるため
□変 更 日 平成２６年５月１４日

□変更内容‐２
定款第５章（役員）第２３条（役員の設置）および第２４条（役員の選任）の一部を変更する。変更内容は以下の通り。

□変更理由 現状、理事・副会長ともに上限数となっており、執行部体制強化の観点から、機動的な理事・副会長選任を可能とする
ため。

□変 更 日 平成２６年５月１４日

目

次

頁

�
平
成
二
六
年
度
第
一
回
理
事
会
・
幹
事
会
・

講
演
会
・
懇
親
会
開
催
、
目
次

一
〜
二

�
平
成
二
五
年
度
第
三
回
理
事
会
・
幹
事
会
・

講
演
会
開
催
、
平
成
２６
年
度
事
業
計
画
、
新

規
事
業
の
概
要
、
実
施
計
画
表

三
〜
七

�
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー
ド
募
集八

�
平
成
二
五
年
度
第
一
四
回
・
一
五
回
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー

九
〜
一
〇

�
平
成
二
五
年
度
第
八
回
・
九
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー

一
〇
〜
一
二

�
平
成
二
五
年
度
第
五
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推

進
委
員
会

一
二

�
平
成
二
五
年
度
第
四
回
企
業
戦
略
研
究
会一

二

�
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
研
究
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム

一
二
〜
一
三

�
女
子
高
生
の
働
き
続
け
る
意
欲
育
成
推
進
事

業（
松
山
女
子
高
校
）

一
三
〜
一
四

�
二
六
年
度
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

一
四

�
青
年
経
営
者
部
会
三
月
例
会
、
新
入
社
員
研

修
開
催

一
五

�
第
二
七
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い

一
六
〜
一
七

�
連
載
「
こ
の
人
」・
企
業
紹
介

東
日
本
電
信
電
話
・
笠
井
取
締
役
埼
玉
支
店

長
、
広
告

一
八
〜
一
九

�
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な
話
題
（
北
部
・

サ
ン
電
子
工
業
、
中
部
・
ト
ー
エ
イ
物
流
、

南
部
・
ト
ラ
ス
ト
・
グ
リ
ー
ン
、
西
部
・
川

木
建
設
）

二
〇
〜
二
一

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広
場

二
二

�
連
載「
も
の
つ
く
り
大
学
」へ
よ
う
こ
そ
二
三

�
労
働
法
・
社
会
保
険
担
当
者
実
務
講
座
、
中

堅
リ
ー
ダ
ー
研
修

二
四

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の
見
直
し
・
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
労
働
法

二
五
〜
二
七

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

二
八
〜
二
九

�
埼
玉
県
労
働
委
員
会
の
審
査
状
況三

〇
〜
三
二

�
日
本
経
団
連

提
言
・
提
案

三
三

�
第
三
五
次
小
笠
原
洋
上
研
修
募
集
案
内
、
大

学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
学
生
受

入
の
お
願
い

三
四

�
事
業
だ
よ
り
、「
こ
ん
な
時
に
こ
ん
な
事
を
」、

広
告

三
五

�
告
知
板
、
会
員
の
動
き

三
六

定款の一部変更について

新任の理事・副会長

■新任理事・副会長
氏 名 事 業 所 名 事 業 所 役 職 名 事 由 等
池田 一義 ㈱埼玉りそな銀行 代表取締役社長 （注１）
満岡 隆一 ボッシュ㈱東松山工場 専 務 取 締 役 （注２）
山内 真輝 東京ガス㈱埼玉支社 埼 玉 支 社 長 （注３）

（注１）前任の上條正仁氏辞任によるもの
（注２）前任の織田秀明氏辞任によるもの
（注３）前任の牧 毅氏辞任によるもの

■就任日 平成２６年５月１４日

― ２ ―
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三
月
十
八
日
�
十
三
時
三
〇
分
か
ら
正

副
会
長
会
議
が
、
そ
し
て
十
四
時
三
〇
分

か
ら
幹
事
会
が
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開

催
さ
れ
た
。

理
事
会
は
、
理
事
十
六
名
と
監
事
二
名
、

顧
問
一
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
、
事
務
局

よ
り
三
議
案
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
と
も
満
場

一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
た
。

理
事
会
議
案
は
次
の
通
り
。

一
�
平
成
二
六
年
度
事
業
計
画

二
�
平
成
二
六
年
度
収
支
予
算

三
�
常
勤
理
事
の
平
成
二
六
年
度
報
酬
額

（
９
百
万
円
）
の
決
定

続
い
て
幹
事
会
が
、
理
事
、
監
事
、
顧

問
、
幹
事
の
計
四
八
名
が
参
加
し
開
催
さ

れ
、
西
村
会
長
の
開
会
挨
拶
に
続
き
、
理

事
会
に
提
案
さ
れ
た
三
議
案
に
つ
い
て
事

務
局
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
た
。

幹
事
会
終
了
後
、
全
国
最
難
関
校
で
あ

る
開
成
高
校
硬
式
野
球
部
監
督
青
木
秀
憲

氏
よ
り
「
攻
撃
に
集
中
し
て
勢
い
を
つ
け

れ
ば
強
豪
校
に
勝
て
る
〜
超
難
関
校
の
野

球
論
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
懇
親
会
も
開
催
さ
れ
た
。

平平
成成
２２６６
年年
度度
事事
業業
計計
画画

基基
本本
方方
針針

平
成
２６
年
度
の
日
本
経
済
は
、
消
費
増

税
直
後
の
４－

６
月
期
に
大
幅
な
マ
イ
ナ

ス
成
長
と
な
る
も
の
の
、
経
済
対
策
で
追

加
さ
れ
た
公
共
事
業
の
執
行
、
円
安
や
海

外
景
気
回
復
を
背
景
と
し
た
輸
出
増
や
企

業
収
益
の
改
善
に
伴
う
設
備
投
資
の
増
加

に
支
え
ら
れ
、
緩
や
か
な
回
復
軌
道
に
戻

る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
結
果
、
実

質
経
済
成
長
率
は
民
間
調
査
機
関
の
平
均

で
０
・
８
％
程
度
と
な
る
も
の
と
見
込
ま

れ
る
。

一
方
、
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
を

展
望
す
る
と
、
直
近
の
法
人
企
業
統
計
調

査
の
全
産
業
営
業
利
益
が
３０
％
近
い
増
益

と
な
る
な
ど
、
当
面
、
企
業
収
益
は
好
調

さ
を
維
持
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
法
人
実
効
税
率
引
き

下
げ
は
具
体
的
な
議
論
が
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
あ
り
、
ま
た
規
制
改
革
は
小
粒
で
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
守
り
の
姿
勢
が
目
立
つ
な
ど
、

政
府
の
成
長
戦
略
は
心
も
と
な
く
、
先
行

き
は
依
然
不
透
明
の
状
況
に
あ
る
。
加
え

て
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
新
興

国
の
台
頭
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
伴

う
内
需
の
縮
小
な
ど
諸
課
題
が
山
積
し
て

お
り
、
先
行
き
に
は
依
然
厳
し
い
も
の
が

あ
る
。

こ
こ
で
、
今
後
の
企
業
経
営
に
目
を
転

じ
る
と
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
加
え
て
、
高
い

経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
サ
ブ
サ
ハ
ラ
を

中
心
と
す
る
ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
の
事
業
展

開
も
急
務
と
な
り
、
ま
た
海
外
企
業
の
大

型
Ｍ
＆
Ａ
、
外
国
人
経
営
者
の
登
用
等
、

ま
す
ま
す
経
営
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行

し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
生
産
・
販
売
・
開
発
等
に
関

わ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
、
ネ
ッ
ト
と

リ
ア
ル
を
融
合
し
た
オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
コ

マ
ー
ス
の
導
入
な
ど
が
様
々
な
企
業
で
進

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
展

を
ど
う
企
業
戦
略
の
中
に
取
り
込
む
か
が

企
業
の
競
争
力
・
成
長
力
を
大
き
く
左
右

す
る
時
代
が
到
来
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
持
続
的
に
企

業
を
成
長
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ

ら
経
営
環
境
の
変
化
を
危
機
と
と
ら
え
る

の
で
は
な
く
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、

間
断
な
く
事
業
構
造
を
見
直
す
と
と
も
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
積
極
的
な
対
応
と
産

業
構
造
の
変
革
を
踏
ま
え
た
、
技
術
革
新
、

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
の
革
新
な
ど
、
ま
さ

に
�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
�
の
実
現
を
通
じ
、

新
た
な
成
長
戦
略
を
策
定
、
実
行
す
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

か
か
る
観
点
か
ら
、
２６
年
度
も
、
各
種

事
業
の
強
化
を
は
か
り
、
埼
玉
県
と
の
連

携
を
核
に
、
会
員
企
業
と
多
方
面
の
�
外

部
の
知
�
の
集
団
を
つ
な
ぐ
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
機
能
・
役
割
を
さ
ら

に
拡
充
し
て
い
く
と
と
も
に
、
新
た
に
、

６
次
産
業
化
で
注
目
さ
れ
る
農
業
ビ
ジ
ネ

ス
、
１０
兆
円
ビ
ジ
ネ
ス
に
成
長
し
、
今
後

ま
す
ま
す
他
業
種
か
ら
の
参
入
が
見
込
ま

れ
る
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
に
も
新
た
な
取
り
組

み
を
開
始
し
た
い
。

活活
動動
理理
念念

本
会
は
、活
力
に
溢
れ
、魅
力
あ
る
県
経

済
社
会
の
実
現
に
向
け
て
自
ら
行
動
す
る

と
と
も
に
県
政
・
諸
機
関
・
諸
団
体
・
諸

大
学
そ
し
て
連
合
埼
玉
な
ど
と
調
和
と
連

携
を
図
り
、
県
経
済
社
会
の
健
全
な
発
展

に
寄
与
す
る
。

事事
業業
活活
動動
のの
ポポ
イイ
ンン
トト

１
�
産
学
官
連
携
の
強
化

県
経
済
の
持
続
的
発
展
に
は
、
企
業
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
強
化
と
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
実
現
へ
向
け
た
不
断
の
取
り
組

み
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
サ
ポ
ー

ト
す
べ
く
、
会
員
企
業
同
士
の
情
報
交
換

機
会
の
充
実
と
産
業
界
と
県
・
国
の
機
関

や
埼
玉
大
学
・
も
の
つ
く
り
大
学
な
ど
教

育
界
と
の
連
携
強
化
に
取
組
む
。

２
�
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機
能
・
情
報
提

供
機
能
の
強
化
・
拡
充

企
業
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
ま
す
ま

す
高
度
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
資
す
る
た
め
に
、

埼
玉
県
、
国
、
各
種
研
究
機
関
等
と
の
連

携
を
強
化
し
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、
委
員
会

活
動
等
の
充
実
を
通
じ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
機
能
・
各
種
情
報
提
供
機
能
を
強
化
・

拡
充
し
て
い
く
。

３
�
安
定
し
た
組
織
・
経
営
基
盤
の
構
築

会
員
増
強
等
を
通
じ
て
よ
り
安
定
し
た

組
織
・
経
営
基
盤
を
構
築
し
て
い
く
。

４
�
会
員
・
経
済
界
の
ニ
ー
ズ
の
集
約
と

そ
の
実
現

会
員
そ
し
て
県
内
経
済
界
が
直
面
す
る

諸
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
・
ニ
ー
ズ
を
収

集
・
集
約
し
、
そ
の
解
決
に
努
め
る
。

５
�
提
言
活
動
の
展
開

知
事
と
経
済
人
と
の
懇
談
会
な
ど
を
は

じ
め
多
種
多
様
な
県
・
国
の
機
関
等
の
公

設
委
員
会
議
な
ど
を
通
じ
、
提
言
や
意
見

陳
述
に
努
め
て
い
く
。

６
�
雇
用
の
維
持
・
拡
大

雇
用
の
維
持
・
拡
大
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
の
拡
充
の
た
め
、
ベ
ー
ス
と
な
る

平
成
二
六
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

等
、
満
場
一
致
で
承
認

〜
平
成
二
五
年
度
第
三
回
理
事
会
、

そ
の
後
幹
事
会
・
講
演
会
も
開
催

幹
事
会

理
事
会

講
演
す
る
青
木
秀
憲
氏

― ３ ―



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

人
事
労
務
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
充
実
は

勿
論
、
埼
玉
県
・
埼
玉
労
働
局
・
連
合
埼

玉
と
の
連
携
の
下
、
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
、
高
校
生
の
就
職
支
援
等
の

各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
推
進
す

る
。事事

業業
活活
動動
計計
画画

※
太
字
下
線
は
２６
年
度
新
規
事
業

Ⅰ

主
要
会
議
等

１
�
主
要
会
議
の
開
催

�
定
時
総
会

�
臨
時
総
会

�
理
事
会

�
幹
事
会

�
新
年
会
員
懇
談
会

２
�
委
員
会
・
研
究
会
・
地
区
協
議
会

等
の
開
催

�
企
業
戦
略
研
究
会

�
産
業
教
育
委
員
会

�
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

�
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

�
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

�
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

�
人
事
労
務
委
員
会

	
地
域
社
会
問
題
委
員
会



会
員
増
強
委
員
会

�
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

�
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

�
地
区
協
議
会
（
４
地
区
）

�
地
区
協
議
会
幹
事
会
（
４
地
区
）


そ
の
他

３
�
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
・
説
明
会
等

の
開
催

�
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

�
特
別
セ
ミ
ナ
ー

�
講
演
会
・
説
明
会

�
労
働
セ
ミ
ナ
ー
（
県
、
連
合
埼
玉

と
共
催
）

�
そ
の
他

４
�
産
学
連
携
事
業
の
推
進

�
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座

�
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

�
埼
玉
大
学
研
究
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム

�
埼
玉
大
学
産
学
官
連
携
推
進
協
議

会
�
も
の
つ
く
り
大
学
地
域
連
絡
協
議

会
�
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
研
究

推
進
機
構
連
携
拠
点
推
進
委
員
会

�
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
研
究
開
発
フ
ォ
ー

ラ
ム

５
�
日
本
経
団
連
関
係

�
幹
事
会

�
地
方
団
体
長
会

�
地
方
団
体
連
絡
協
議
会

�
経
済
政
策
・
中
小
企
業
・
社
会
保

障
・
環
境
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
関

連
等

�
最
低
賃
金
対
策
専
門
委
員
会

�
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

�
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

６
�
県
関
連

�
知
事
と
の
政
策
懇
談
会

�
県
産
業
労
働
部
首
脳
と
の
懇
談
会

�
人
材
交
流
事
業
・
会
議

�
労
働
委
員
会

�
教
育
局
関
連

①
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
宣
言
企

業
・
埼
玉
版
キ
ャ
リ
ア
教
育
ア

ワ
ー
ド

②
県
立
高
校
教
頭
受
託
研
修

③
新
任
校
長
研
修
等
各
種
研
修
へ

の
講
師
派
遣

⑤
埼
玉
県
地
方
産
業
教
育
審
議
会

委
員

⑥
産
業
教
育
フ
ェ
ア
運
営
委
員
ほ

か
各
種
委
員

⑦
四
者
面
談
会

�
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合
関

連①
「
民
間
企
業
に
学
ぶ
」
研
修
で

の
講
演

②
研
修
生
受
入

�
そ
の
他

７
�
関
東
経
済
産
業
局
関
連

�
情
報
交
換
会

８
�
関
東
財
務
局
関
連

�
情
報
交
換
会

９
�
埼
玉
労
働
局
関
連

�
埼
玉
地
方
労
働
委
員
会

�
埼
玉
最
低
賃
金
審
議
会

�
そ
の
他

１０
�
連
合
埼
玉
関
連

�
意
見
交
換
会

Ⅱ

埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
事
業

１
�
受
入
企
業
と
学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
推
進

２
�
情
報
交
換
会
、
成
果
報
告
会
の
開

催
等

Ⅲ

海
外
視
察

１
�
社
会
経
済
視
察
団
等

�
フ
ィ
リ
ピ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
ツ
ア
ー

（
５
／
１９
〜
２３
）

�
第
３５
回
海
外
社
会
経
済
視
察
団

Ⅳ

講
座
・
講
習
事
業
等

１
�
研
究
会
、
講
座
講
習

�
経
営
管
理
講
座

�
労
務
管
理
講
座

�
第
３２
期
労
働
法
・
社
会
保
険
関
係

担
当
者
養
成
講
座

�
中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修
、
賃
金
・
経

営
セ
ミ
ナ
ー

�
通
信
教
育

Ⅴ

教
育
啓
発
活
動

１
�
教
育
訓
練
、
講
座
・
講
習

�
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

�
新
入
社
員
研
修
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
研
修

２
�
洋
上
研
修
、
啓
発
集
会

�
第
３５
次
小
笠
原
洋
上
研
修

（
事
前
通
信
教
育
、
集
合
研
修
４

回
、
洋
上
・
島
内
研
修
）

�
第
２８
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流

の
集
い

Ⅵ

一
般
対
策
活
動

１
�
文
化
・
体
育

�
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

�
第
４２
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

Ⅶ

県
と
の
共
同
事
業

１
�
教
員
の
長
期
派
遣
受
託
事
業

１

年

２
�
知
事
部
局
・
教
育
局
等
の
研
修
へ

の
民
間
講
師
派
遣

Ⅷ

調
査
活
動

１
�
賃
金
関
係

�
春
季
賃
金
交
渉

�
夏
季
賞
与
・
一
時
金

�
年
末
賞
与
・
一
時
金

２
�
労
働
情
報

�
春
季
賃
金
交
渉
結
果

�
労
働
経
済
一
般
の
情
報

３
�
企
業
経
営
動
向
調
査

４
�
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い
の

あ
る
会
社
」

５
�
そ
の
他

�
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別
調

査
�
審
議
会
等
の
資
料
作
成

Ⅸ

広
報
活
動

１
�
会
報
の
発
行

�
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

２
�
会
員
名
簿
の
発
行

３
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

�
安
西
愈
著
・
当
会
編
「
採
用
か
ら

退
職
ま
で
の
法
律
実
務
」

�
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

４
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資
料
の

紹
介
、
普
及

�
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図
書
、

資
料

�
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告

�
そ
の
他
の
資
料
、
情
報

Ⅹ

協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

１
�
労
務
相
談

２
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士
な
ど

資
格
者
の
紹
介
等

３
�
人
材
の
紹
介

４
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、
斡
旋

等

５
�
各
種
情
報
の
提
供

６
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事
業
へ

の
協
力

７
�
そ
の
他
必
要
な
協
力
サ
ー
ビ
ス

�

組
織
活
動

１
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

２
�
地
区
協
議
会
の
活
性
化

３
�
組
織
運
営
並
び
に
事
業
活
動
の
活

性
化
と
会
員
参
加
の
促
進

�

連
絡
活
動

１
�
日
本
経
団
連
と
の
連
絡
提
携
の
強

化
、
情
報
交
換

２
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県
経
協

と
の
連
絡
提
携
、
情
報
交
換

３
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員
の
推

薦
と
連
絡
、
情
報
交
換

４
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団
体
と

の
連
絡
、
情
報
交
換

５
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

６
�
そ
の
他
必
要
な
連
絡
、
調
整
活
動

XIII

青
年
経
営
者
部
会

１
�
定
時
総
会

２
�
月
次
例
会

３
�
忘
年
例
会

４
�
新
春
特
別
講
演
会

５
�
全
国
大
会

― ４ ―



１．農業ビジネス研究会の新設

�新設の趣旨

世界の食市場は、アジアを中心に、今後１０年間で３４０兆円から６８０兆円に倍増すると見込まれる。こうした
成長市場を取り込み、「強い農林水産業」と「美しく活力ある農山漁村」を創るため、政府は「農林水産業・
地域の活力創造本部」を設置し、２５年１２月に我が国農林水産業・地域の活力創造に向けて政策改革のグラン
ドデザインとして「農林水産業・地域の活力創造プラン」を取りまとめている。
このプランを実現するためには、既に取り組み始めている農商工連携や医福食農連携等の６次産業化に加

え、異業種連携による他業種に蓄積された技術・知見の活用、ICT の活用、生産・流通システムの高度化な
どが不可欠であり、このプラン実現の過程で様々な業種の企業にとって大きなビジネスチャンスが生まれる
ものと想定される。
こうした認識に基づき、関東農政局、埼玉県農林部等との連携を図りつつ、将来的に農業ビジネス参入を

検討・研究予定の会員企業に対し、情報並びに情報交換機会を提供するために、「農業ビジネス研究会」を
新設する。

�活動の概要

今後の事業計画としては、事務局は埼玉県経営者協会に置き、１年程度の活動（年２～３回を予定）を経
て、必要に応じ研究会会長・アドバイサー等を設置する。

２．介護ビジネス研究会の新設

�新設の趣旨

後期高齢者並びに認知症患者の増加等により、今後、介護サービス市場は急速に拡大するものと予想され
る。
こうした市場の成長性から、介護ビジネス業界には他の業態・業種から多くの企業が参入しており、これ

ら企業との連携による新サービス展開の可能性が高まるとともに、今後急速に高齢化が進展するアジアでの
ビジネス拡大、介護施設を対象としたREIT 上場など、ビジネスチャンスも大きく広がってきている。
しかし、一方では、介護給付費抑制の観点からの保険外サービスの開拓、慢性的な人材不足への対応など、

介護ビジネス業界の課題も山積している。
こうした状況を踏まえ、介護サービス事業者並びに今後介護サービス事業への参入を研究・検討されてい

る事業者を中心として、今後の事業展開に関する情報交換の場として、「介護ビジネス研究会」を新設する。

�活動の概要

今後の事業計画としては、事務局は埼玉県経営者協会に置き、１年程度の活動（年２～３回を予定）を経
て、必要に応じ研究会会長・アドバイサー等を設置する。

３．通信講座の新設

�職業訓練法人日本技能教育開発センター

「製造技術基礎」「現場改革シリーズ」「保全」「電気・電子」「機械・材料」「技能検定」など製造業向き
の講座が主体、「マネジメント」「リーダー」、「語学」「資格取得」講座など全２２３講座。

�㈱アイ・イーシー

「グローバル人材育成」「ビジネススキル」「IT・パソコン」「ビジネス教養」の全４４講座。

平成２６年度新規事業の概要
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３月

下旬中旬

○

○

○

⑰

上旬

○

２月

下旬

�

中旬

○

○

○

○

○

⑰

四者面談
○

中堅
○

上旬

春季
○ ○

（平成２７年）１月

下旬

○

�

中旬

○

○

○

○

⑳

上旬

⑧

１２月

下旬

○

中旬

○

○

○

⑯

上旬

○

○

１１月

下旬

秋季
○

○

⑳～�

中旬

○

⑲

○

○

○

○

⑱

上旬

○

ゴルフ
○

１０月

下旬

○

○

○

○

�

�

第４回
○

中旬

○

○

○

⑭

上旬

②

９月

下旬

小笠原
�～

フォロー
○

中旬

○

⑰

○

○

⑯

第３回
○

上旬

○

○

②

衛生
④⑤

※太字下線は２６年度新規事業
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平成２６年度事業 実施計画表
８月

下旬

安全
�

第２回
○

中旬上旬

衛生
⑥⑦

○

７月

下旬

幹事会
○
�
�

○

○

第１回
�

中旬

⑮

○

○

⑮

○

上旬

⑨

③

③

剣道
⑥

６月

下旬

�

�

�

中旬

⑪
⑯

⑳

⑰

ゴルフ
⑬

上旬

⑨

総会
③

５月

下旬

�

�

中旬

⑭

⑬

⑲～
フィリピン�

上旬

（平成２６年）４月

下旬

	

県施策
�

中旬

⑭

⑰

⑰

⑮

⑮

⑮

⑮

上旬

⑧

②

事業名

総会

理事会

新年会員懇談会

企業戦略研究会

産業教育委員会

グローバル委員会

CSR委員会

少子高齢化対策研究会

ウーマノミクス推進委員会

人事労務委員会

地域社会問題委員会

農業ビジネス研究会

介護ビジネス研究会

地区協議会
（中・西・南・北）

トップセミナー

特別セミナー

講演会・説明会

労働セミナー
（県・連合共催）
埼玉大学公開講座・
フォーラム
ものつくり大学
特別公開講座

幹事会

地方団体連絡協議会・
会長会議
関東経営者協会
専務理事会等

県首脳との懇談（随時）

新任校長研修等
県職員向け研修
人材交流事業・会議
（随時）

教員の長期派遣事業

インターンシップ説明
会・成果報告会

社会経済視察団等

衛生管理者・安全管理者

人事・労務・総務・庶務
担当者養成講座
中堅リーダー研修・
賃金セミナー等

通信教育

小笠原洋上研修

生き生き職場体験交流の
集い
新入社員研修・
フォローアップ研修

剣道大会・ゴルフ大会

項目

会議等の
開催

委員会、研
究会地区協
議会の開催

セミナー・
講演会等の
開催

産学
連携事業

日本経済
団体連合会
関連

県関連

埼玉県大学生
インターンシ
ップ推進事業

海外視察

講座・
講習等

教育
啓発活動

文化・体育活動

会

務

事

業
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今日、若者一人一人の将来の社会的・職業的自立に向け、必要な
基盤となる能力や態度を育てるキャリア教育の充実が強く求められ
ています。一方、産業界においてもキャリア教育に対する支援を含
めCSR（企業の社会的責任）活動の推進に対する社会的な要請が
益々高まってきております。
そこで、昨年度に引き続き埼玉県教育委員会と（一社）埼玉県経
営者協会は、連携を図りながら、県立高校におけるキャリア教育の
優れた実践事例に対して、企業と学校を表彰する「キャリア教育実
践表彰」を行います。

�募集期間
平成２６年５月１日�～平成２６年１１月２８日�

�募集対象
キャリア教育に連携して取り組んだ県立高校及び企業

�審査基準
県立高校と企業の連携によるキャリア教育の取組を、教育効果、
企画性、継続性などの基準により評価します。審査基準の詳細に
ついては、「埼玉県キャリア教育実践アワード募集要項」を御覧
ください。

�応募書類
○埼玉県キャリア教育実践表彰 エントリーシート（別紙２）
県教育委員会のホームページ上に掲載している「平成２６年度埼
玉県キャリア教育実践アワード募集要項」からエントリーシー
トをダウンロードして、必要事項を記載してください。
http : //www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/s07/
○応募にあたっては、県立高校及び企業の合意に基づき連名で提
出してください。
なお、シートの記載については、いずれか一方で可としますが、
その場合は必ず相手方の承諾を得てください。

�応募方法
・応募書類を下記応募先まで持参又は郵送して下さい。FAXや
電子メールは不可とします。
※提出いただく際には、必ずお電話で御一報ください。（０４８－
８３０－６７７２）

�表彰式
平成２７年１月下旬を予定

今日、若者一人一人の将来の社会的・職業的自立に向け、必要な
基盤となる能力や態度を育てるキャリア教育の充実が強く求められ
ています。一方、産業界においてもキャリア教育に対する支援を含
めCSR（企業の社会的責任）活動の推進に関する社会的な要請が
益々高まってきております。
そこで、昨年度に引き続き埼玉県教育委員会と（一社）埼玉県経
営者協会は、連携を図りながら、県立高校の生徒を対象としたキャ
リア教育に取り組む意思のある企業を募集及び登録を行います。
さらに、この登録情報を全ての県立高校に提供することにより、
企業からの支援を希望する学校と企業とのマッチングを行います。

�募集期間
平成２６年５月１日�～平成２７年３月２７日�

�募集対象
・県立高校の生徒を対象としたキャリア教育に取り組む意思のあ
る企業
・県立高校の生徒を対象としたキャリア教育に、既に取り組んで
いる企業

�応募書類
○埼玉県キャリア教育支援宣言企業 応募シート（別紙１）
県教育委員会のホームページ上に掲載している「平成２６年度埼
玉県キャリア教育実践アワード募集要項」から応募シートをダ
ウンロードして、必要事項を記載してください。
http : //www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/s07/
○応募いただいた情報については、全ての県立高校に提供するこ
とにより、各高校と企業の連携及びマッチングを進めます。

�応募方法
下記応募先まで電子メール又はファクスにてご送付ください。
※送付いただく際には、必ずお電話で御一報ください。（０４８－８３０
－６７７２）

埼埼玉玉県県キキャャリリアア教教育育実実践践アアワワーードド

【企業の方の問い合わせ先】
一般社団法人 埼玉県経営
者協会 埼玉県キャリア教
育実践アワード担当
Tel ０４８－６４７－４１００

【応募先・問い合わせ先】
〒３３０－９３０１
埼玉県さいたま市浦和区高砂３－
１５－１
埼玉県教育局県立学校部高校教育
指導課 体験活動・キャリア教育
推進担当
Tel ０４８－８３０－６７７２
Fax ０４８－８３０－４９５９
E-mail
a６７６０－１６＠pref.saitama.lg.jp

※詳細は上記ホームページに掲載される埼玉県キャリア教育実践アワード募集要項をご覧ください。

【企業の方の問い合わせ先】
一般社団法人 埼玉県経営
者協会 埼玉県キャリア教
育実践アワード担当
Tel ０４８－６４７－４１００

【応募先・問い合わせ先】
〒３３０－９３０１
埼玉県さいたま市浦和区高砂３－
１５－１
埼玉県教育局県立学校部高校教育
指導課 体験活動・キャリア教育
推進担当
Tel ０４８－８３０－６７７２

キャリア教育
支援宣言企業の募集

キャリア教育支援宣言企業の募集概要

キャリア教育
実践表彰エントリー募集
埼玉県キャリア教育実践表彰の概要

最優秀賞の左から大宮商業高校、新座総合技術高校、川越工業高校と三州製菓�斉之平社長（各写真中央）
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平
成
二
五
年
度
第
十
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
新
し
い
日
本
の
形
を
つ
く
る
〜
日
本
型
雇
用
の
終

焉
と
再
構
築�
何
度
で
も
働
け
る
社
会
へ
�』と
題
し

て
東
京
大
学
大
学
院
教
授

柳
川
範
之
氏
が
講
演

〜
生
涯
現
役
社
会
実
現
モ
デ
ル
事
業
の
概
要
説
明
と

取
組
事
例
報
告
も
行
わ
れ
た

少
子
高
齢
化
の
下
で
は
、
労
働
力
人

口
が
減
少
、
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
経
済

は
縮
小
し
、
こ
の
ま
ま
で
は
成
長
は
お

ろ
か
縮
小
均
衡
す
ら
も
で
き
な
い
こ
と

は
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た

状
況
を
打
開
し
、
日
本
経
済
を
再
生
・

成
長
さ
せ
る
に
は
、
労
働
力
人
口
を
減

ら
さ
な
い
た
め
の
施
策
の
立
案
・
実
行

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
平
成
二

五
年
度
第
十
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、

は
、
三
月
十
一
日
�
十
三
時
三
〇
分
よ

り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
二
〇
五
〇
年
に
向
け
た
政
府

の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構

想
」
を
策
定
し
た
国
家
戦
略
会
議
・
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
分
科
会
委
員
を
務
め
ら
れ

た
、
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

教
授

柳
川
範
之
氏
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、『
新
し
い
日
本
の
形
を
つ

く
る
〜
日
本
型
雇
用
の
終
焉
と
再
構
築

�
何
度
で
も
働
け
る
社
会
へ
』
と
題
し

講
演
会
が
行
わ
れ
、
九
五
名
の
方
々
が

参
加
し
た
。（
講
演
の
概
要
は
以
下
の

通
り
）

な
お
、
講
演
会
終
了
後
、
平
成
二
五

年
度
地
域
別
生
涯
現
役
社
会
実
現
モ
デ

ル
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
、
公
益
財
団

法
人
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
参
与
の

窪
田
知
行
氏
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
五
年
度
地
域
別
生
涯
現
役
社
会

実
現
モ
デ
ル
事
業
に
は
、
全
国
で
十
四

の
企
業
が
選
ば
れ
、
そ
の
内
の
二
社
と

な
っ
た
本
会
会
員
で
あ
る
、
三
州
製
菓

㈱
代
表
取
締
役
社
長
斉
之
平
伸
一
氏
と

㈱
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト
人
事
部
顧
問
小
林
勲

氏
よ
り
、
モ
デ
ル
事
業
へ
の
取
組
事
例

報
告
も
行
わ
れ
た
。

□
講
演
の
概
要

◇
現
在
の
日
本
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
急
速
な
進
展
等
を
通
じ
産
業

構
造
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う

生
産
年
齢
人
口
減
少
に
よ
り
、
将
来
、

社
会
保
障
水
準
や
企
業
の
収
益
構
造

を
支
え
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
り
つ

つ
あ
る
。

◇
生
産
年
齢
人
口
減
少
へ
の
対
処
に
つ

い
て
は
、
現
在
進
め
て
い
る
少
子
化

対
策
の
実
行
で
は
間
に
合
わ
ず
、
若

者
、
女
性
、
高
齢
者
等
の
労
働
市
場

へ
の
参
入
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
移
民
に
よ
る
受
入
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

◇
ま
た
、
産
業
構
造
の
大
き
な
変
化
を

踏
ま
え
、
人
材
の
能
力
向
上
や
人
材

が
適
切
な
場
所
で
働
け
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
新
し
い
技
能
や
知
識
習
得

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

◇
特
に
技
術
革
新
や
生
産
構
造
の
変
化

に
よ
り
、
保
有
し
て
い
る
ス
キ
ル
が

陳
腐
化
し
た
り
、
若
い
と
き
に
身
に

つ
け
た
技
能
や
知
識
が
通
用
し
な
く

な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
ス
キ
ル
や
能
力
の
再
習
得

を
も
っ
と
柔
軟
か
つ
大
胆
に
進
め
る

必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

◇
一
方
、
産
業
構
造
の
大
き
な
変
化
は

終
身
雇
用
制
の
実
質
的
な
破
綻
、
急

増
す
る
非
正
規
雇
用
な
ど
、
日
本
企

業
の
既
存
雇
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
変
革

を
も
た
ら
し
、
今
後
す
べ
て
を
企
業

に
頼
ら
な
い
で
済
む
、
新
し
く
か
つ

多
様
な
働
き
方
の
あ
り
方
を
検
討
し

て
い
く
必
要
性
が
増
し
て
き
て
お
り
、

そ
の
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
「
四
〇

歳
定
年
制
」
を
提
唱
し
て
い
る
。

◇
四
〇
歳
定
年
制
と
し
て
は
以
下
の
よ

う
な
仕
組
み
を
考
え
て
い
る
。

①
デ
フ
ォ
ル
ト
を
二
〇
年
と
す
る
こ
と

で
よ
り
多
様
な
雇
用
形
態
を
実
現
さ

せ
る
と
同
時
に
、
四
〇
歳
前
後
を
区

切
り
と
し
て
、
再
教
育
を
受
け
る
機

会
を
国
民
に
与
え
る
。

②
そ
も
そ
も
四
〇
歳
で
強
制
的
に
雇
用

契
約
を
切
る
わ
け
で
は
な
く
、
七
五

歳
ま
で
皆
が
働
く
た
め
の
四
〇
歳
定

年
制
で
あ
る
。

③
四
〇
歳
定
年
制
の
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、
大
学
や
大
学
院
を
活
用
し
た
再

教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
前
提
条
件

で
あ
り
、
労
働
市
場
の
整
備
も
含
め

て
、
人
々
が
安
心
で
き
る
よ
う
な
制

度
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
。

◇
四
〇
歳
定
年
制
は
生
涯
で
複
数
の
仕

事
を
も
つ
た
め
、
複
線
的
な
働
き
方

が
必
要
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
は
ど

う
や
っ
て
新
た
に
必
要
な
知
識
や
能

力
を
身
に
つ
け
る
か
、
ま
た
転
職
や ９５名の方々が参加した

講
演
す
る
柳
川
範
之
氏

事
例
報
告
す
る
斉
之
平
伸
一
氏

説
明
す
る
窪
田
知
行
氏

事
例
報
告
す
る
小
林
勲
氏

― ９ ―



平
成
二
五
年
度
第
十
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
二
一
世
紀
の
新
し
い
経
営
の
あ
り
方
〜
ビ
ジ
ョ

ン
が
人
を
ひ
き
つ
け
る
経
営�
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
・マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
』と
題
し
て
神
戸
大
学
大
学

院
教
授

栗
木
契
氏
が
講
演

平
成
二
五
年
度
第
八
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「
人
生
と
仕
事
で
成
功
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ『
自
分
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
・
デ
ザ
イ
ン
塾
』」と
題
し
て
㈱
イ
ン
サ
イ
ト
リ

ン
ク
代
表
河
野
龍
太
氏
が
講
演

起
業
の
機
会
の
積
極
的
な
拡
充
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

◇
能
力
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
残
念
な

が
ら
今
ま
で
培
っ
た
技
術
や
知
識
が

そ
の
ま
ま
通
用
す
る
と
思
わ
な
い
ほ

う
が
よ
い
。
現
状
保
持
し
て
い
る
能

力
だ
け
で
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
稼
い

で
い
く
の
は
大
変
で
あ
る
。
た
だ
し

全
く
無
駄
に
な
る
わ
け
で
も
な
い
。

一
〜
二
年
か
け
で
能
力
開
発
を
し
て

い
く
位
の
心
構
え
が
必
要
で
、
現
状

の
能
力
の
延
長
戦
で
必
要
な
も
の
を

洗
い
出
す
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

◇
四
〇
歳
代
、
五
〇
歳
代
は
将
来
に
大

き
な
不
安
感
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い

が
、「
先
が
見
え
た
」
と
思
わ
な
い

こ
と
だ
。
大
事
な
こ
と
は
今
の
会
社

の
価
値
基
準
を
捨
て
る
こ
と
。
会
社

で
評
価
さ
れ
な
い
こ
と
は
能
力
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
逆
に
会

社
で
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
能
力

が
あ
る
こ
と
の
証
明
に
は
な
ら
な
い
。

◇
ま
た
、
企
業
側
の
取
組
と
し
て
は
、

積
極
的
に
社
員
の
副
業
を
認
め
る
べ

き
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
機
密
情
報

の
漏
洩
や
利
害
相
反
に
つ
な
が
る
よ

う
な
副
業
は
制
約
す
べ
き
。
し
か
し
、

「
全
て
を
今
の
会
社
に
捧
げ
な
け
れ

ば
怠
け
て
い
る
」
と
み
な
す
必
要
は

な
い
。

◇
大
企
業
の
人
材
を
必
要
と
し
て
い
る

中
堅
・
中
小
企
業
は
多
い
。
こ
れ
か

ら
は
、
も
っ
と
前
向
き
な
転
職
が
可

能
と
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
企
業
の

側
か
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

◇
世
界
の
変
化
が
激
し
い
と
い
う
こ
と

は
イ
コ
ー
ル
チ
ャ
ン
ス
が
多
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
や
る
気
を
出
す
こ

と
で
可
能
性
は
大
き
く
広
が
る
。
日

本
人
の
中
高
年
の
潜
在
的
能
力
は
世

界
的
に
み
て
か
な
り
高
く
、
未
来
に

は
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。

顧
客
創
造
を
通
じ
て
、
社
会
問
題
を

解
決
し
た
り
、
多
く
の
人
が
共
有
で
き

る
夢
を
実
現
し
た
り
す
る
企
業
の
姿
勢

を
明
確
な
言
葉
で
示
し
た
も
の
が
ビ
ジ

ョ
ン
で
す
。

企
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
魅
力
的
な
も

の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
の
企
業
に

か
か
わ
る
顧
客
や
取
引
先
、
そ
し
て
社

会
に
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
オ
ー
プ
ン
ネ
ス
（
開
か

れ
た
状
態
）
が
、
企
業
の
外
に
い
る
人

や
組
織
を
顧
客
と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
あ
る
い
は
働
き
手
と
し
て
企

業
に
引
き
つ
け
、
そ
こ
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
か
た
ち
で
ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
が
新
た

に
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
考
え
方
は
�
ビ
ジ

ョ
ナ
リ
ー
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
�
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

平
成
二
五
年
度
第
十
五
回
の
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
は
、
三
月
二
六
日
�
十
四
時

よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
、

神
戸
大
学
大
学
院

経
営
学
研
究
科

教
授

栗
木

契

氏
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、『
二
一
世
紀
の
新
し
い
経

営
の
あ
り
方
〜
ビ
ジ
ョ
ン
が
人
を
ひ
き

つ
け
る
経
営
�
ビ
ジ
ョ
ナ
リ
ー
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
�
と
は
』
と
題
し
て
講
演

が
行
わ
れ
、
六
一
名
の
方
々
が
参
加
し

た
。栗

木
氏
か
ら
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
多
く

の
困
難
を
か
か
え
る
現
代
の
日
本
に
お

い
て
、
い
か
に
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
駆
動
力
と
な
る
か
に
つ
い
て
、
事
例

を
踏
ま
え
な
が
ら
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

仕
事
や
人
生
の
成
功
は
、
努
力
や
運

だ
け
で
は
う
ま
く
手
に
入
り
ま
せ
ん
。

人
生
の
目
標
や
夢
を
達
成
す
る
カ
ギ
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
発
見
し
、
人
生
の
目
的
と
目
標
を

実
現
す
る
た
め
の
戦
略
を
ど
う
デ
ザ
イ

ン
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
仕
事
や
人
生
の
ビ
ジ
ョ
ン

や
成
功
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
の
画
期

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
と
ツ
ー
ル
が
あ
る
と
し

た
ら
、
皆
さ
ん
は
学
ん
で
み
た
い
と
思

う
は
ず
で
す
。

ネ
ス
レ
、
グ
ー
グ
ル
、
Ｇ
Ｅ
な
ど
世

会場からは質問が出された

講演会風景

講演する栗木契氏

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
行
す
る
河
野
龍
太
氏

―１０―



平
成
二
五
年
度
第
九
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
現
状
と
企
業
防
衛
策
に
つ
い
て

〜
内
部
監
査
上
の
留
意
事
項
も
踏
ま
え
て
』と

題
し
て
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
ジ
ャ
パ
ン
の
武
田
計
良
氏
が
講
演

界
の
エ
ク
セ
レ
ン
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
や
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
、
Ｕ
Ｃ
バ
ー
ク
レ
ー
、

Ｉ
Ｍ
Ｄ
な
ど
欧
米
の
超
一
流
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
で
使
用
さ
れ
て
い
る
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
の
強

力
な
メ
ソ
ッ
ド
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・

キ
ャ
ン
バ
ス
」。

こ
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・
キ
ャ
ン

バ
ス
」
を
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
応

用
し
開
発
さ
れ
た
の
が
、『
パ
ー
ソ
ナ

ル
・
キ
ャ
ン
バ
ス
』
で
す
。
人
生
や
仕

事
で
成
功
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦

略
を
発
見
す
る
画
期
的
な
ツ
ー
ル
と
し

て
世
界
中
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
キ
ャ
ン
バ
ス
の

基
本
的
な
使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
し
、
人

生
と
仕
事
で
成
功
す
る
た
め
の
「
自
分

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

方
法
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、
平
成
二
五
年
度
第
八
回
特
別

セ
ミ
ナ
ー
を
三
月
一
〇
日
�
に
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
一
〇

時
よ
り
十
六
時
ま
で
の
終
日
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
は
下
記
の

と
お
り
）
と
し
て
開
催
。「
人
生
と
仕

事
で
成
功
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
『
自
分
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
塾
』」
と
題
し

て
、
㈱
イ
ン
サ
イ
ト
リ
ン
ク
代
表
河
野

龍
太
氏
が
講
演
、
十
二
名
の
方
々
が
参

加
し
た
。

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
脅
威
に
つ
い
て
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
展
と
時
を
同
じ

く
し
て
高
ま
り
、
世
界
各
国
の
政
府
や

企
業
が
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
事
態
は
改
善
す
る
ど
こ
ろ
か
、

ま
す
ま
す
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
脅
威
が
高

ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
こ
う
し
た
脅
威
を
防
御
す
べ

き
企
業
サ
イ
ド
の
状
況
を
見
る
と
、
サ

イ
バ
ー
攻
撃
に
つ
い
て
の
理
解
が
十
分

で
な
く
、
ま
た
リ
ス
ク
認
識
も
希
薄
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二

五
年
度
第
九
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
三
月

十
四
日
�
十
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

四
四
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

本
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ま
ず
あ
ず
さ

監
査
法
人
北
関
東
事
務
所
所
長
筆
野
力

氏
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
続
い
て
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
の
専
門
家
で

Ｉ
Ｔ
領
域
に
お
け
る
内
部
統
制
監
査
業

務
に
も
従
事
さ
れ
て
い
る
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ

ジ
ャ
パ
ン
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
武
田
計
良
氏
よ
り
「
サ
イ
バ
ー
攻
撃

の
現
状
と
企
業
防
衛
策
に
つ
い
て
〜
内

部
監
査
上
の
留
意
事
項
も
踏
ま
え
て
」

と
題
す
る
公
演
が
行
わ
れ
、
最
後
に
あ

ず
さ
監
査
法
人
Ｉ
Ｔ
監
査
部
パ
ー
ト
ナ

ー
岩
沢
淳
司
氏
よ
り
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
業
務
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

□プログラムの概要

―ビジネスモデル・キャンバスの内容を理解する
―ビジネスモデル・キャンバスの描き方を学ぶ

―パーソナル・キャンバスを理解する
―自分のビジネスモデルを描いてみる

―自分自身のスキルや関心事を探る
―自らの強みを見つけ出す
―個人のミッションを考える

―ミッションをもとにパーソナル・キャンバスを再
デザインする

―ミッション実現のための戦略を考える
―今後の行動計画をグループディスカッションする

ビジネスモデル・キ
ャンバスを理解する

パーソナル・キャン
バスを描く

自分のあるべき方向
を構想する

パーソナル・キャン
バスをデザインする

１

２

３

４

パーソナルキャンバス作成に向け討議

作成したパーソナルキャンバス

講
演
す
る
武
田
計
良
氏

Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
の
紹
介
を

す
る
岩
沢
淳
司
氏

開
会
挨
拶
す
る
筆
野
力
氏

―１１―



平
成
二
五
年
度
第
五
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

『
企
業
を
成
長
に
導
く
女
性
活
躍
促
進

セ
ミ
ナ
ー
』開
催

平
成
二
五
年
度
第
四
回
企
業
戦
略
研
究
会

『
知
財
戦
略
の
教
科
書
〜
工
夫
と
知
識
は
お
金

に
換
え
ら
れ
る
Ⅱ
〜
事
例
と
演
習
』と
題
し
て
、

㈱
ブ
ラ
イ
ナ
代
表
取
締
役

弁
理
士

佐
原
雅
史
氏
が
講
演

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
）
研
究
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

平
成
二
五
年
度
第
五
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ

ク
ス
推
進
委
員
会
は
、
三
月
四
日
�
一

三
時
三
〇
分
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て（
独
）

国
立
女
性
教
育
会
館
と
の
共
催
で
「
企

業
を
成
長
に
導
く
女
性
活
躍
促
進
セ
ミ

ナ
ー
」
と
題
し
て
、
事
例
発
表
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
五

四
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
ま
ず
「
女
性
の
活
躍

に
よ
り
飛
躍
す
る
企
業
か
ら
の
報
告
」

と
題
し
て
、
東
彩
ガ
ス
㈱
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
二
木
綾
子
氏
、
㈱
メ
ト

ロ
ー
ル
代
表
取
締
役
社
長
松
橋
卓
司
氏
、

日
本
電
鍍
工
業
㈱
代
表
取
締
役
伊
藤
麻

美
氏
の
三
氏
か
ら
事
例
発
表
が
行
わ
れ

た
。そ

の
後
、「
女
性
の
活
躍
促
進
の
た

め
に
、
今
何
が
必
要
か
」
を
テ
ー
マ
に

事
例
発
表
を
し
た
三
氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト

に
、
そ
し
て（
独
）国
立
女
性
教
育
会
館

理
事
長
の
内
海
房
子
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

二
一
世
紀
は
、
知
的
財
産
戦
略
を
持

つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
企
業
が
飛

躍
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
き
た
の

が
、
組
織
と
そ
の
中
で
働
く
人
の
「
知

識
」「
知
恵
」「
経
験
」
と
い
っ
た
情
報

を
戦
略
に
昇
華
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
こ

の
よ
う
に
経
営
戦
略
と
し
て
外
せ
な
い

存
在
と
な
っ
た
知
財
戦
略
で
す
が
、
現

在
は
か
つ
て
の
よ
う
な
単
な
る
「
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
で
は
な
く
、
会
社
の

興
亡
が
か
か
る
「
武
器
」
と
し
て
見
直

し
、
実
行
し
て
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
第
四
回

企
業
戦
略
研
究
会
は
、
三
月
一
九
日
�

十
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
一
月
二
九
日
の
第
三

回
に
引
続
き
、
知
的
財
産
戦
略
に
関
す

る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
豊
富

な
経
験
を
有
す
る
㈱
ブ
ラ
イ
ナ
代
表
取

締
役

弁
理
士

佐
原
雅
史
氏
を
講
師

と
し
て
お
迎
え
し
、「
知
財
戦
略
の
教

科
書
〜
工
夫
と
知
識
は
お
金
に
換
え
ら

れ
る
―
Ⅱ
〜
事
例
演
習
」
を
テ
ー
マ
に
、

講
義
と
グ
ル
ー
プ
討
議
が
行
わ
れ
、
十

七
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

企
業
経
営
者
等
に
研
究
開
発
の
最
前

線
を
ご
認
識
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
と
の

共
催
で
『
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン

タ
ー
（
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
研
究
開
発
フ

ォ
ー
ラ
ム
』
を
新
設
、
そ
の
第
一
回
が

三
月
三
日
�
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
研

修
室
で
開
催
さ
れ
、
二
四
名
の
方
々
が

参
加
し
た
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
ま
ず
、
埼
玉
県
産

業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長

鈴
木
康
之
氏
よ
り
、
埼
玉
県
産
業
技
術 講義風景

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る

内
海
房
子
氏

事
例
発
表
を
す
る
左
か
ら
二
木
綾
子
氏
、

松
橋
卓
司
氏
、
伊
藤
麻
美
氏

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

講
演
す
る
佐
原
雅
史
氏
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埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
『
女
子
高
生
の
働
き

続
け
る
意
欲
育
成
推
進
事
業
』
を
積
極
的
に

支
援
〜
県
立
松
山
女
子
高
校
開
催
の
講
演
会
と

意
見
交
換
会
に
講
師
・
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
派
遣

総
合
セ
ン
タ
ー
の
概
要
と
企
業
支
援
内

容
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
以
下
の
五
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
最

新
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。

□
研
究
テ
ー
マ

①
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
に
お
け
る
３
Ｄ
デ
ジ
タ

ル
モ
ノ
づ
く
り
Ｆ
Ｒ
Ｐ
発
表
者
�
機

械
技
術
担
当
専
門
研
究
員
宇
野
彰
一

氏
②
ソ
フ
ト
ス
チ
ー
ム
加
工
技
術
の
紹
介

発
表
者
�
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

担
当
担
当
部
長
・
農
学
博
士
関
根
正

裕
氏

③
県
産
小
麦
の
新
規
ブ
ラ
ン
ド
粉
の
開

発発
表
者
�
北
部
研
究
所
食
品
・
バ
イ

オ
技
術
担
当
担
当
部
長
・
学
術
博
士

小
島
登
貴
子
氏

④
熱
可
塑
性
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
高
性
能
化
と
高

度
利
用
に
関
す
る
研
究
―
一

発
表
者
�
機
械
技
術
担
当
専
門
研
究

員

小
熊
広
之
氏

⑤
熱
可
塑
性
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
高
性
能
化
と
高

度
利
用
に
関
す
る
研
究
―
二

発
表
者
�
化
学
技
術
担
当
専
門
研
究

員

佐
野
勝
氏

県
公
立
高
校
の
女
子
生
徒
の
厳
し
い

就
職
内
定
状
況
の
中
、
埼
玉
県
に
お
け

る
女
性
就
業
率
も
出
産
・
子
育
て
期
に

大
き
く
低
下
す
る
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
埼
玉

県
教
育
委
員
会
で
は
、
産
業
界
や
知
事

部
局
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
就

職
指
導
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高

校
生
の
働
く
こ
と
に
つ
い
て
の
意
識
付

け
や
働
き
続
け
る
意
欲
育
成
を
通
じ
、

女
子
高
校
生
の
就
職
内
定
率
や
進
路
意

識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
二
五
年
度
よ
り
『
女
子
高
生
の
働
き

続
け
る
意
欲
育
成
推
進
事
業
』
を
開
始

し
た
。

本
会
は
、
こ
の
事
業
を
積
極
的
に
支

援
す
る
観
点
か
ら
、
平
成
二
六
年
三
月

十
五
日
�
午
後
、
県
立
松
山
女
子
高
校

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
講
演
会
の
講
師

江
原
知
穂
氏

久
我
尚
子
氏

意見交換会

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
概
要
と
企
業
支
援
内

容
に
つ
い
て
説
明
す
る
副
セ
ン
タ
ー
長

鈴
木
康
之
氏

小
島
登
貴
子
氏

菅
美
香
氏

小
熊
広
之
氏

宇
野
彰
一
氏

講
演
会

講
演
す
る
久
我
尚
子
氏

関
根
正
裕
氏

佐
野
勝
氏
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二
六
年
度
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
実
践
法

―
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
で
学
ぶ
―
一
』を
開
催

と
し
て
、
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
の
久

我
尚
子
氏
に
講
師
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
意
見
交
換
会
に
は
久
我
氏
に
加

え
て
本
会
会
員
企
業
の
協
力
を
い
た
だ

き
、
四
名
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
に

参
加
い
た
だ
い
た
。

□
ご
参
加
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

◇
江
原
知
穂
（
Ａ
Ｇ
Ｓ
㈱
）

◇
久
我
尚
子（
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
）

◇
菅

美
香
（
㈱
テ
レ
ビ
埼
玉
）

◇
内
藤
裕
季
子
（
㈱
サ
イ
サ
ン
）

◇
森
本
美
和
（
む
さ
し
証
券
㈱
）

四
月
八
日
�
、
一
三
時
三
〇
分
よ
り

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
市
民
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
二
六
年
度
第
一
回
特
別
セ
ミ

ナ
ー
が
『
経
営
に
成
果
を
も
た
ら
す
真

の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
〜
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ー
チ
ン
グ
実
践
法
―
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー

ス
で
学
ぶ
―
一
』

と
題
し
て
開
催

さ
れ
、
四
〇
名

の
方
々
が
参
加

し
た
。

今
回
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
昨
年

四
月
に
二
回
シ

リ
ー
ズ
開
催
さ

れ
た
ウ
ー
マ
ノ

ミ
ク
ス
推
進
委

員
会
「
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ー
チ
ン
グ
実
践
法
を
学
ぶ
」
を
基

礎
コ
ー
ス
と
し
、
そ
の
上
級
編
の
コ
ー

ス
と
し
て
開
催
し
た
も
の
。

昨
年
に
引
続
き
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱

パ
ー
ト
ナ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
で
Ｂ
Ｃ

Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ナ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
チ
で
あ
る
加
地
照
子
氏
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
、「
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
ス

タ
イ
ル
」、「
１
on
１
ス
タ
イ
ル
」
の
質

問
ワ
ー
ク
を
挟
み
な
が
ら
、
以
下
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
し
た
。

□
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
当
日
の
資
料
は
会
員

専
用
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
）

一
�
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
振
り
返
る

・
持
続
的
発
展
の
た
め
の
三
つ
の
要
素

・
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
問
う
「
大
切
な
五
つ

の
視
点
」

・
顧
客
の
視
点
と
自
社
商
品
・
自
己
の

役
割
を
認
識
す
る
―
ダ
ン
ト
ツ
の
企

業
と
な
る
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

・
定
義：

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
内
包
す
る

・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
相
関
性
を
他
に
求
め
る

二
�
思
考
の
枠
を
外
せ
る
「
質
問
力
」

を
強
化
す
る

・「
成
功
の
循
環
モ
デ
ル
」・「
思
考
の

枠
を
外
す
」
を
再
認
識
す
る

・
な
ぜ
「
質
問
」
大
事

・
良
い
質
問＝

「
破
壊
的
質
問
」
と
は

・「
伝
え
る
」
と
「
伝
わ
る
」
の
違
い

に
何
で
す
か
？

三
�
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
破
壊
的
質
問
は
ど
れ
？

・
表
情
・
音
声
の
役
割
は
？

・
思
考
の
枠
と
質
問
の
相
関
性
と
は
？

な
お
、
第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
「
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
実
践
法
―
ア
ド
バ

ン
ス
コ
ー
ス
で
学
ぶ
―
二
」
は
四
月
二

二
日
に
開
催
。

ワーク「１on１スタイル」

内
藤
裕
季
子
氏

森
本
美
和
氏

ワーク「ショットガンスタイル」

講演する加地照子氏

セ
ミ
ナ
ー
風
景

―１４―
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青
年
経
営
者
部
会
の
三
月
例
会
が
三

月
十
九
日
�
午
後
、
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ

イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
十
九
名
が
参

加
し
、
第
一
弾
の
神
田
あ
お
い
の
体
験

講
談
に
続
き
、
日
本
の
文
化
と
芸
術
に

親
し
む
第
二
弾
と
し
て
、
池
坊
華
道
会

野
川
先
生
の
講
演
・
実
演
と
懇
親
会
の

二
部
構
成
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
は
内
藤

岳
副
部
会
長
（
内

藤
環
境
管
理
・
常
務
）
の
司
会
・
進
行

で
執
り
行
わ
れ
た
。
な
お
、
本
日
の
企

画
も
内
藤
副
部
会
長
の
立
案
に
よ
り
行

わ
れ
た
。

開
会
で
川
本
武
彦
部
会
長
（
サ
イ
サ

ン
・
社
長
）
は
、
日
頃
の
激
務
で
体
に

も
、
心
に
も
、
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て

い
る
も
の
思
わ
れ
る
の
で
、
本
日
の
講

演
と
実
技
で
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
、

美
的
セ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
、
元
気
を
取

り
戻
し
、
日
本
の
文
化
と
芸
術
に
親
し

ん
で
ほ
し
い
と
挨
拶
さ
れ
た
。

内
藤
副
部
会
長
の
紹
介
に
よ
る
と
、

講
師
の
野

川
登
志
子

氏
は
、
池

坊
の
三
十

六
支
部
か

ら
な
る
東

京
連
合
会

支
部
の
中

で
も
百
五

十
名
と
い

う
多
数
の

会
員
を
有
す
る
東
京
松
桜
会
の
支
部
長

を
さ
れ
て
い
る
。

生
け
花
は
、
二
十
一
歳
か
ら
始
め
ら

れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
内
藤
環
境
管

理
と
の
縁
は
、
二
十
四
歳
の
時
に
、
私

の
祖
母
と
縁
が
あ
り
、
教
え
て
い
た
だ

い
た
の
が
始
ま
り
で
、
今
で
は
、
月
に

一
回
、
社
員
に
生
け
花
を
教
え
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
の
こ
と
。

当
日
は
、
講
演
を
聴
く
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
池
坊
華
道
を
参
加
者
一
人
ひ
と

り
に
、
活
け
て
も
ら
い
、
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
精
神
的
に
も
、

芸
術
的
に
も
、
美
的
セ
ン
ス
も
、
大
い

に
向
上
い
た
し
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
栗
原
志
功
会
計
監
事
（
も

し
も
ん
・
社
長
）
よ
り
、
生
け
花
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
、
性
格
が
滲
み
出
て

大
変
面
白
い
等
々
の
謝
辞
が
行
わ
れ
、

第
一
部
は
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
、
三
原
宏
治
幹

事
（
日
本
自
動
車
管
理
・
社
長
）
の
司

会
・
進
行
で
執
り
行
わ
れ
、
増
田

学

幹
事
（
友
栄
塗
装
・
社
長
）
に
よ
り
、

乾
杯
と
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

歓
談
で
は
、
部
会
員
は
も
と
よ
り
、

野
川
登
志
子
氏
を
囲
ん
で
、
和
気
藹
々

の
懇
親
会
が
続
い
た
。

最
後
に
、
臼
田
和
弘
幹
事
（
臼
田
フ

ァ
イ
ン
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
・
社
長
）

に
よ
る
挨
拶
・
中
締
め
が
行
わ
れ
、
三

月
例
会
は
盛
会
裏
の
う
ち
に
お
開
き
と

な
っ
た
。

新新
入入
社社
員員
研研
修修
開開
催催

新
入
社
員
研
修
が
四
月
二
日
、
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
四
八
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
た
。

基
調
講
演
で
は
、「
人
生
を
変
え
る

人
と
の
出
会
い
」
と
題
し
て
、
Ａ
Ｇ
Ｓ

㈱
公
共
事
業
本
部
公
共
営
業
部
営
業
第

二
グ
ル
ー
プ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
江
原
知

穂
氏
に
よ
る
講
演
。

ご
自
身
の
社
会
人
生
活
か
ら
、
そ
の

時
々
の
「
出
会
い
」
に
関
す
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
披
露
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
「
人
と
の
出
会
い
を

引
き
寄
せ
る
た
め
の
秘
訣
」
と
し
て
次

の
４
つ
に
つ
い
て
話
さ
れ
、

①
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
（
や
っ
て
み

と
る
な
ん
と
か
な
る
も
の
）

②
苦
手
だ
な
ぁ
と
思
う
人
と
も
関
わ
っ

て
み
る

③
毎
日
の
小
さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね
が

大
切

④
「
無
駄
な
経
験
は
ひ
と
つ
も
な
い
」

と
思
え

「
働
い
て
い
る
上
で
仕
事
の
ス
キ
ル

も
残
っ
て
い
く
が
、
最
終
的
に
残
る
の

は
人
と
の
出
会
い
や
繋
が
り
。
人
と
の

出
会
い
は
宝
物
」
と
ま
と
め
ら
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
た
く
さ

ん
の
人
と
関
わ
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
、

出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞
こ
え
た
。

続
い
て
は
、
り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱

パ
ー
ト
ナ
ー
講
師
、
古
澤
美
奈
子
氏
に

よ
る
講
義
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
。

主
な
五
つ
の
テ
ー
マ
は
「
学
生
か
ら

社
会
人
へ
」「
効
率
的
な
仕
事
を
す
る

た
め
に
」「
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」「
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
の
基
本
」「
自
己
啓
発
と
自

己
管
理
」。

速
や
か
に
職
場
に
適
応
し
、
ま
た
、

一
日
も
早
く
職
場
の
活
力
と
な
る
よ
う
、

社
会
人
と
し
て
必
要
な
基
本
的
な
心
構

え
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
。

参
加
者
か
ら
は
「
学
生
か
ら
社
会
人

に
な
る
に
あ
た
り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
だ
っ
た
が
、
社
会
人
と
し
て
の

マ
ナ
ー
な
ど
を
丁
寧
に
基
礎
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
有
意
義
だ
っ
た
」「
学
ん

だ
こ
と
を
継
続
的
に
復
唱
し
、
自
分
の

も
の
に
し
て
い
き
た
い
」「
社
会
人
と

し
て
必
要
な
マ
ナ
ー
や
行
動
・
言
葉
遣

い
を
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
で
行
う
に
よ

っ
て
、
頭
だ
け
で
は
な
く
体
で
覚
え
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
感
想
が
出
た
。

〔
参
加
会
社
・
組
織
〕

ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
③
、

㈱
ア
ク
ア
テ
ル
ス
①
、
ア
ロ
ハ
ガ
ス
㈱

②
、
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
テ
レ
コ
ン
㈱

首
都
圏
支
店
③
、
共
和
真
空
技
術
㈱
⑦
、

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
生
態
系
保
護
協

会
②
、
㈱
鈴
木
鶏
卵
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー
①
、

東
京
イ
ン
キ
㈱
⑨
、
中
原
建
設
㈱
⑥
、

公
益
財
団
法
人
日
本
生
態
系
協
会
①
、

㈱
プ
ラ
コ
ー
②
、
も
し
も
ん
㈱
⑩
、
レ

ン
ゴ
ー
㈱
東
京
工
場
①
、

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
四
八
名
。

「
青
年
部
会
員
初
め
て
池
坊
華
道
会
の

指
導
で
花
を
活
け
る
」

講義をする古澤美奈子氏

「自作」の作品をもって全員で記念撮影

コミュニケーション実習

訪問のマナーを学ぶ

基調講演をする江原知穂氏
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第
二
七
回
「
生
き
生
き
職
場
体
験
交

流
の
集
い
」が
三
月
六
日
�
、大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
に
お
い
て
関
係
者
を
含
め

合
計
四
三
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

「
生
き
生
き
」
と
い
う
言
葉
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
「
働
く
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

見
つ
め
直
し
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
考
え
る
」
場
と
し
て
、
事
例
発
表
や

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
こ
れ

か
ら
の
働
き
方
の
ヒ
ン
ト
を
探
っ
た
。

午
前
中
は
「
基
調
講
演
」、
三
人
の

発
表
者
に
よ
る
「
事
例
発
表
」、
午
後

か
ら
は
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
」「
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

と
続
く
四
部
構
成
。

第
一
部
の
基
調
講
演
で
は
、
独
立
行

政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館
理
事
長

内
海
房
子
氏
よ
り
「
も
っ
と
素
敵
に
ワ

ー
キ
ン
グ
ラ
イ
フ
」
と
題
し
て
講
演
を

頂
い
た
。

内
海
さ
ん
は
、
一
九
七
一
年
Ｎ
Ｅ
Ｃ

に
入
社
、
技
術
課
長
を
経
て
、
人
事
部

に
て
全
社
の
女
性
活
用
を
手
が
け
、
以

後
も
人
材
育
成
な
ど
の
仕
事
に
従
事
。

そ
の
後
Ｎ
Ｅ
Ｃ
ソ
フ
ト
㈱
執
行
役
員
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
ラ
ー
ニ
ン
グ
㈱
社
長
を
歴
任
し
、

二
〇
一
一
年
か
ら
現
職
に
就
き
、
男
女

共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け
た
取
組
み

を
展
開
し
、
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

講
演
で
は
、
女
性
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら

出
発
し
た
こ
れ
ま
で
の
ご
経
験
と
共
に
、

日
本
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
デ
ー

タ
に
関
し
て
触
れ
、ま
た
、働
く
女
性
に

向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
話
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
経
験
に
関
し
て
「
入
社

当
時
は
、
周
り
に
長
く
働
き
続
け
て
い

る
女
性
や
管
理
職
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い

時
代
だ
っ
た
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発

と
長
く
働
き
続
け
る
と
い
う
２
つ
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
持
ち
働
い
た
が
、
一
九
八
〇

年
代
に
入
り
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の

施
行
の
頃
に
主
任
か
ら
技
術
課
長
に
昇

進
、
そ
の
後
、
当
時
の
社
長
の
『
グ
ル

ー
プ
会
社
に
女
性
役
員
を
誕
生
さ
せ
た

い
』
と
い
う
思
い
も
あ
り
、
役
員
そ
し

て
社
長
に
就
任
し
た
。
そ
の
経
験
談
か

ら
、『
い
く
つ
に
な
っ
て
も
な
に
が
起

き
る
か
わ
か
ら
な
い
の
が
人
生
』
だ
と

思
う
。
女
性
た
ち
は
自
分
の
力
に
自
信

を
持
ち
、
未
知
の
世
界
に
挑
戦
し
て
ほ

し
い
」
と
話
さ
れ
た
。

ま
た
、
現
在
の
国
立
女
性
教
育
会
館

理
事
長
と
し
て
の
男
女
共
同
参
画
社
会

実
現
の
た
め
の
取
組
み
に
関
し
て
「
女

性
活
用
に
は
、
中
間
管
理
職
が
鍵
を
握

る
。
迷
っ
て
い
る
女
性
た
ち
の
背
中
を

押
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
」
と
し
た
。

そ
し
て
、
ま
と
め
と
し
て
「
リ
ー
ダ

ー
に
必
要
な
３
つ
の
�
Ｃ
�」

①
運
命
の
出
会
い
を
活
か
し（chance

）

②
変
化
を
恐
れ
ず
（change

）

③
果
敢
に
挑
戦
（challenge

）
を
挙
げ
、

「
不
安
や
心
配
よ
り
も
『
今
自
分
が

ど
う
あ
り
た
い
か
』
を
後
回
し
に
し
な

い
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
講
演
を
締
め
く
く

ら
れ
た
。

第
二
部
の
事
例
発
表
で
は
、
三
名
の

女
性
リ
ー
ダ
ー
が
、
様
々
な
立
場
か
ら

自
身
の
経
験
談
を
交
え
て
発
表
し
た
。

㈱
テ
レ
ビ
埼
玉
の
菅

美
香
さ
ん
は
、

入
社
六
年
目
の
ご
経
験
を
「
こ
こ
ろ
で

働
く
〜
視
聴
者
に
番
組
を
届
け
る
幸
せ

〜
」
と
題
し
て
、
テ
レ
ビ
番
組
制
作
に

携
わ
る
日
々
の
取
組
み
や
、
仕
事
へ
の

想
い
を
等
身
大
の
言
葉
で
語
っ
た
。

本
社
営
業
部
で
の
五
年
間
に
関
し
て

は
、
Ｃ
Ｍ
を
売
る
難
し
さ
と
同
時
に

「『
広
告
主
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
』

や
『
広
告
代
理
店
と
の
連
携
と
い
っ
た

助
け
合
い
』
の
大
切
さ
を
学
び
、
充
実

し
た
日
々
だ
っ
た
」
と
経
験
談
を
披
露
。

そ
の
後
、
念
願
叶
っ
て
異
動
し
た
制

作
部
で
は
経
済
番
組
を
担
当
し
、
県
内

の
経
済
ニ
ュ
ー
ス
や
注
目
企
業
を
紹
介

す
る
番
組
制
作
に
従
事
し
て
い
る
。

制
作
の
仕
事
を
「
見
た
人
の
心
に
ど

う
届
く
か
が
大
事
。
画
面
の
先
に
生
ま

れ
る
『
ス
ト
ー
リ
ー
』
ま
で
作
る
の
が

私
た
ち
の
仕
事
」
と
し
、
企
業
紹
介
番

組
の
工
夫
点
な
ど
、
事
例
を
挙
げ
て
紹

介
し
な
が
ら
、「
い
か
に
分
か
り
や
す

く
編
集
す
る
か
が
制
作
の
腕
の
見
せ
ど

こ
ろ
」
と
話
し
た
。

そ
し
て
ま
と
め
と
し
て
「
八
四
〇
万

世
帯
に
情
報
を
届
け
ら
れ
る
と
い
う
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
、
大
変
貴
重
な
も
の
と

感
じ
て
い
る
。
視
聴
者
の
気
持
ち
を
考

え
な
が
ら
、
画
面
の
先
に
『
笑
顔
』
や

『
発
見
』
が
生
ま
れ
れ
ば
と
て
も
幸
せ
。

今
後
は
よ
り
ス
キ
ル
を
上
げ
て
、
視
聴

者
の
心
に
届
く
映
像
を
作
り
た
い
」
と

語
っ
た
。

㈱
明
治
坂
戸
工
場
の
石
田
晶
子
さ
ん

は
、
入
社
か
ら
一
五
年
間
の
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
菓
子
の
商
品
開
発
の
仕
事
等
に
携

わ
る
日
々
の
取
組
み
や
、
商
品
開
発
の

仕
事
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
、
そ
し
て

出
会
っ
た
多
く
の
人
か
ら
教
え
ら
れ
た

大
切
な
こ
と
を
「
甘
く
て
苦
い
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
の
仕
事
」
と
題
し
て
発
表
し
た
。

石
田
さ
ん
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
商
品

開
発
を
通
し
、
二
〇
〇
七
年
に
「
日
経

Ｗ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
」
が
選
ぶ
「
ウ
ー
マ
ン
オ

ブ
ザ
イ
ヤ
ー
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

商
品
開
発
の
仕
事
や
、人
と
の
出
会
い

を
通
し
て
学
ん
だ
大
切
な
こ
と
と
し
て
、

①
「
消
費
者
の
『
目
線
』
を
持
ち
続
け

る
」。
消
費
者
目
線
で
判
断
す
る
、
と

い
う
揺
る
が
な
い
基
準
を
持
つ
こ
と
。

②
「『
感
謝
』
の
気
持
ち
を
持
つ
」。
多

く
の
人
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
立

場
だ
け
に
、
協
力
し
て
く
れ
る
人
に

思
い
や
り
と
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ

こ
と
。

③
「
押
し
通
す
『
勇
気
』
を
持
つ
」。

勝
負
し
な
け
れ
ば
結
果
は
生
ま
れ
な

い
。
わ
が
ま
ま
と
言
わ
れ
よ
う
と
も

押
し
通
す
勇
気
が
必
要
。
勇
気
を
持

っ
て
行
動
す
る
。

④
「
考
え
抜
く
こ
と
」。
局
面
で
選
択

肢
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
そ

れ
に
応
え
る
た
め
に
、
全
体
を
ス
ム

ー
ズ
に
す
る
た
め
に
、
誰
よ
り
も
考

え
る
べ
き
役
割
だ
と
自
覚
す
る
こ
と
。

⑤
「
休
日
は
違
う
環
境
の
中
、
Ｏ
Ｎ
と

Ｏ
Ｆ
Ｆ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
」。

と
発
表
し
た
。
最
後
に
「
私
が
仕
事
を

通
し
て
学
ん
だ
こ
と
が
、
皆
さ
ん
の
何

ら
か
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
嬉
し
い
」
と

ま
と
め
た
。

㈱
武
蔵
野
銀
行
の
岡
田
康
穂
さ
ん
は
、

入
社
二
七
年
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
ご
経
験
と
、
二
回
の
産
休
・

育
休
を
取
得
さ
れ
な
が
ら
の
仕
事
と
家

庭
の
両
立
の
ご
経
験
を
「
私
の
三
つ
の

Turning
Point

」
と
題
し
て
発
表
し
た
。

入
行
後
一
一
年
を
経
て
の
初
め
て
の

第
二
七
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集
い
開
催

生生
きき
生生
きき
働働
くく
たた
めめ
にに

〜〜
ここ
れれ
かか
らら
のの
働働
きき
方方
のの
ヒヒ
ンン
トト
をを
探探
るる
〜〜

多業種で活躍する女性から、生き生き働くこと
に関する体験談をご披露頂いた事例発表

「もっと素敵にワーキングライフ」
をテーマにこれまでの経験談と貴重
なメッセージを発信して頂いた内海
房子氏による基調講演
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営
業
店
勤
務
、
Ｆ
Ａ
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ

ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
と
し
て
の
新
た

な
経
験
、
窓
口
課
長
へ
の
昇
進
と
い
っ

た
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
、
そ

れ
ま
で
の
経
験
と
知
識
を
活
か
し
な
が

ら
自
身
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
い
く

中
で
学
ん
だ
こ
と
と
し
て
「
努
力
は
決

し
て
無
駄
で
は
な
く
、
頑
張
り
は
必
ず

認
め
ら
れ
る
」「
自
ら
行
動
を
起
こ
さ

な
い
と
、
め
ぐ
っ
て
き
た
チ
ャ
ン
ス
は

活
か
せ
な
い
」
と
発
表
し
た
。

ま
た
、
仕
事
と
家
庭
・
育
児
の
両
立

に
関
し
て
「
全
て
完
璧
に
行
お
う
と
す

る
と
、
行
き
詰
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を

や
め
た
時
、
自
分
の
中
に
余
裕
が
生
ま

れ
た
」「
仕
事
と
家
庭
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
『
今
』
が
あ
る
。
私
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
に
は
、
こ
の
両
立
の
環
境
が
必

要
だ
っ
た
と
思
う
」
と
話
し
た
。

最
後
に
、
生
き
生
き
働
く
た
め
の
秘
訣

と
し
て
「
女
性
自
身
の
『
一
歩
踏
み
出

す
勇
気
』
や
『
意
欲
発
揮
』
こ
そ
が
重

要
」「
仕
事
を
続
け
る
に
は
、
自
分
な

り
の
意
思
・
覚
悟
も
必
要
」
と
し
、
ま
た
、

両
立
の
秘
訣
と
し
て
「
自
分
の
持
っ
て

い
る
時
間
の
中
で
精
一
杯
取
り
組
め
ば
、

周
囲
は
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
て
く
れ
る
。

目
先
の
大
変
さ
に
と
ら
わ
れ
ず
先
を
見

据
え
て
頑
張
り
す
ぎ
な
い
こ
と
も
大

切
」
と
語
り
、
事
例
発
表
を
終
了
し
た
。

第
三
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
本
会
事
務
局
の
町
田
恭
子
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
事
例
発

表
者
三
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、「
生

き
生
き
働
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
」「
仕
事
と
個
人
の
生
活
を
ど

う
調
和
さ
せ
て
い
く
か
」
を
テ
ー
マ
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

「
思
い
通
り
に
い
か
ず
に
苦
労
し
た

時
の
乗
り
越
え
方
」「
周
囲
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
」「
立
場

が
変
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
た
新
た
な

視
点
・
や
り
が
い
」「
目
標
の
定
め
方

や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
の
秘
訣
」「
タ

イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
秘
訣
」「
こ
れ

か
ら
の
自
分
の
目
指
す
姿
」
な
ど
に
つ

い
て
討
議
し
、
参
加
者
に
と
っ
て
も
身

近
な
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法
に
つ
い
て
も

意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
し
て
最
後
に
、

参
加
者
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

ま
ず
菅
さ
ん
は
「
仕
事
は
一
週
間
の
大

半
を
占
め
る
の
で
、
や
り
が
い
を
持
っ

て
、
楽
し
く
働
く
べ
き
。
仕
事
が
充
実

し
て
い
な
け
れ
ば
、
ブ
ラ
イ
ベ
ー
ト
だ

っ
て
楽
し
め
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

仕
事
で
受
け
身
に
な
る
の
で
は
な
く
、

自
分
で
や
り
た
い
こ
と
は
ど
ん
ど
ん
積

極
的
に
手
を
挙
げ
、
企
画
・
実
行
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
。
そ
れ
が
や
り
が
い

に
繋
が
る
し
、
評
価
も
上
が
り
、
良
い

こ
と
ば
か
り
だ
と
思
う
」
と
の
意
見
を

述
べ
た
。

続
い
て
石
田
さ
ん
は
「
企
画
開
発
の

先
輩
か
ら
、
三
つ
の
こ
と
を
教
え
ら
れ

た
。
先
ほ
ど
も
お
話
し
た
『
お
客
様
の

目
線
を
持
ち
続
け
る
』『
感
謝
の
気
持

ち
』
そ
し
て
『
押
し
通
す
勇
気
』。
こ

の
三
つ
は
本
当
に
大
切
だ
と
実
感
し
て

い
る
」
と
話
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
岡
田
さ
ん
か
ら
「
先

輩
方
の
キ
ャ
リ
ア
を
見
る
時
に
、
成
功

体
験
だ
け
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
多
い

と
思
う
が
、
本
当
に
役
立
つ
の
は
失
敗

体
験
や
問
題
発
生
時
の
乗
り
越
え
方
だ

と
思
う
。
働
く
女
性
が
増
え
た
と
は
い

え
、
昇
進
・
昇
格
、
働
き
な
が
ら
の
出

産
・
育
児
と
い
っ
た
場
面
で
は
、
も
う

一
歩
を
踏
み
出
す
事
を
躊
躇
す
る
方
も

多
い
と
思
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で

生
き
生
き
と
た
く
ま
し
く
働
き
続
け
る

大
勢
の
先
輩
や
仲
間
の
姿
を
手
本
に
将

来
像
を
描
い
て
頂
き
た
い
。
色
々
な
道

を
歩
ん
で
い
る
方
の
姿
を
知
る
事
は
、

自
分
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
際
の
重
要

な
手
が
か
り
に
な
る
は
ず
。
人
か
ら
学

び
、
そ
し
て
自
分
の
経
験
を
伝
え
る
こ

と
が
、
大
き
な
知
恵
や
力
と
な
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

最
後
の
第
四
部
は
、「
生
き
生
き
働

い
て
い
く
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
七
、

八
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
自
分

自
身
が
取
り
組
ん
で
い
く
身
近
な
目

標
」
に
関
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
生
き
生

き
働
く
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

「
キ
ャ
リ
ア
全
体
を
見
据
え
て
、
出
来

る
こ
と
は
『
前
倒
し
』
で
取
り
組
む
意

識
を
持
つ
」「
自
ら
動
く
こ
と
が
大
切
」

「
仕
事
で
の
達
成
感
・
家
庭
で
の
解
放

感
」「
働
く
か
ら
こ
そ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

が
楽
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
参
加
者

か
ら

・『
生
き
生
き
仕
事
を
す
る
』
こ
と
を

今
ま
で
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、

参
加
し
て
た
く
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
を
も

ら
う
こ
と
が
で
き
た

・
日
々
仕
事
に
追
わ
れ
る
毎
日
だ
っ
た

が
、
今
日
た
く
さ
ん
の
人
に
出
会
い
、

色
々
な
お
話
を
聞
く
こ
と
で
、
新
鮮

な
気
持
ち
で
ま
た
明
日
か
ら
仕
事
が

で
き
る
と
思
う

・
生
き
生
き
と
毎
日
を
過
ご
す
人
の
共

通
点
を
知
る
こ
と
が
出
来
た

・
自
分
に
は
な
い
考
え
方
や
捉
え
方
が
、

と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。
明
日
か
ら

『
生
き
生
き
働
く
』
た
め
に
、
肩
ひ

じ
を
張
ら
な
い
頑
張
り
方
で
仕
事
を

し
て
い
こ
う
と
思
う

・
女
性
の
少
な
い
職
場
な
の
で
、
た
く

さ
ん
の
女
性
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が

で
き
て
、
と
て
も
刺
激
に
な
っ
た
。

ま
た
、
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
活
力
を

も
ら
う
こ
と
が
で
き
た

・
カ
ッ
コ
イ
イ
先
輩
の
背
中
を
追
い
、

か
わ
い
い
後
輩
た
ち
に
背
中
を
見
せ

る
働
き
方
を
し
て
い
き
た
い

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

参
加
者
に
と
っ
て
、
働
き
方
・
暮
ら

し
方
の
身
近
な
ヒ
ン
ト
、
ま
た
将
来
役

立
つ
ヒ
ン
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
取
り
、

明
日
か
ら
取
組
ん
で
い
く
目
標
と
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
へ
の
意
欲
、
ま
た
、
生
き
生

き
働
く
た
め
の
活
力
を
得
る
場
と
な
っ

た
よ
う
だ
。

【
参
加
会
社
・
組
織
】

ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱
①
、

介
護
老
人
保
健
施
設
あ
さ
が
お
①
、
㈱

あ
す
な
ろ
ホ
ー
ム
②
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
㈱
①
、

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
①
、
㈱
亀
屋
①
、

川
口
信
用
金
庫
②
、
川
木
建
設
㈱
①
、

ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
㈱
①
、
㈱
コ
ー
セ

ー
狭
山
事
業
所
④
、
埼
玉
県
庁
ウ
ー
マ

ノ
ミ
ク
ス
課
②
、
埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱

①
、
サ
イ
ボ
ー
㈱
①
、
坂
戸
ガ
ス
㈱
①
、

三
協
食
品
工
業
㈱
①
、
大
東
ガ
ス
㈱
①
、

㈱
太
洋
社
印
刷
所
①
、
東
彩
ガ
ス
㈱
②
、

内
藤
環
境
管
理
㈱
①
、
日
信
ソ
フ
ト
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
②
、
日
本
政
策
金

融
公
庫
①
、
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
㈱

①
、
社
会
福
祉
法
人
隼
人
会
鴻
巣
ま
き

ば
園
①
、
㈱
パ
レ
ス
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ
②
、
フ
ジ
オ
ッ
ク
ス
㈱
②
、
も
し
も

ん
㈱
②
、
八
千
代
紡
織
㈱
①
、
寄
居
建

設
㈱
②

○
内
は
参
加
人
数
。
合
計
四
〇
名
。

「生き生き働くこと」をテーマに、明日からの
自身の取組みに関してグループごとにディスカ
ッションを行った

「生き生き働くためには？」「仕事とプライ
ベートの調和に関して」をテーマに、日々
の取組みに関して掘り下げたパネルディス
カッション

―１７―
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こ
の
人
は
好
奇
心
旺
盛
で
、
公
私
と
も
に
様
々
な

こ
と
に
興
味
を
抱
き
、
目
的
達
成
の
た
め
の
努
力
は

惜
し
ま
ず
突
き
進
む
人
。

岡
山
県
備
前
市
鶴
海
の
出
身
。
瀬
戸
内
海
の
片
上

湾
を
眼
前
に
望
み
、
海
と
山
に
囲
ま
れ
た
景
勝
地
で

生
ま
れ
た
。
小
学
校
に
は
片
道
一
時
間
以
上
を
か
け

て
徒
歩
で
通
い
、
通
学
の
往
復
で
は
野
山
を
駆
け
回

り
な
が
ら
自
然
と
触
れ
合
い
、
動
植
物
を
は
じ
め
何

に
で
も
興
味
を
示
す
活
発
な
少
年
だ
っ
た
。

現
在
も
好
奇
心
旺
盛
な
性
格
は
幼
少
期
に
育
ま
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
ふ
り
返
る
。
中
学
ま
で
は
成
績

抜
群
で
ク
ラ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
。
岡
山
県
で
一

番
の
進
学
校
、
県
立
岡
山
朝
日
高
校
に
進
学
。
周
り

の
優
秀
な
同
級
生
と
自
分
を
比
較
し
て
し
ま
い
自
信

を
無
く
し
、
自
分
の
居
場
所
を
見
失
っ
た
。
初
め
て

の
挫
折
を
味
わ
う
こ
と
と
な
る
。

そ
の
後
、
高
校
二
年
生
の
夏
に
全
て
か
ら
逃
げ
て

い
る
自
分
に
腹
が
立
ち
、
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
い
け
な
い

と
気
づ
き
、
一
念
発
起
す
る
。
高
校
三
年
の
時
に
は

成
績
も
向
上
し
、
自
信
を
回
復
し
た
。
こ
の
頃
、
漠

然
と
だ
が
「
何
か
日
本
の
た
め
に
な
る
仕
事
に
つ
き

た
い
」
と
思
う

よ
う
に
な
り
、

そ
の
た
め
に
は

東
京
に
上
京
す

る
べ
き
だ
と
考

え
、
東
京
の
大

学
へ
の
進
学
を

決
意
し
た
。

入
学
し
た
上

智
大
学
で
は
体

育
会
系
の
自
動

車
部
に
入
部
。
ラ
リ
ー
競
技
に
没
頭
し
、
や
る
か
ら

に
は
人
に
勝
ち
た
い
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
る
。
ア

ル
バ
イ
ト
で
稼
い
だ
給
料
の
ほ
と
ん
ど
を
車
の
購
入

と
改
造
に
つ
ぎ
込
み
、
毎
週
の
よ
う
に
箱
根
、
奥
武

蔵
、
榛
名
山
な
ど
に
出
か
け
一
人
で
黙
々
と
練
習
を

重
ね
、
つ
い
に
Ｊ
Ａ
Ｆ
公
認
の
ラ
リ
ー
大
会
で
優
勝

す
る
ま
で
に
腕
を
上
げ
た
。

部
活
動
と
と
も
に
学
業
も
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、
電

気
・
電
子
工
学
の
研
究
室
で
通
信
技
術
な
ど
の
研
究

に
も
ま
い
進
し
た
。
小
学
校
の
頃
か
ら
科
学
系
に
も

興
味
を
覚
え
、
特
に
無
線
通
信
の
面
白
さ
を
知
り
、

中
学
の
時
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
技
士
の
資
格
を
取

得
し
た
。
大
学
卒
業
後
、
日
本
電
信
電
話
㈱
に
就
職

し
た
が
、
ま
さ
に
天
職
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
察
す

る
。
就
職
し
た
の
は
、
丁
度
電
電
公
社
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に

民
営
化
し
た
年
次
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
入
社
の
一
期
生
と
な

っ
た
。
採
用
面
接
で
は
、「
日
本
の
優
れ
た
通
信
技

術
を
発
展
途
上
国
に
技
術
輸
出
し
て
、
日
本
ブ
ラ
ン

ド
の
価
値
を
高
め
た
い
」
と
伝
え
、
そ
の
意
気
込
み

を
評
価
さ
れ
内
定
、
入
社
と
な
っ
た
。

入
社
後
は
研
究
開
発
部
門
を
担
当
。
そ
し
て
入
社

四
年
目
に
人
生
の
転
機
を
迎
え
る
。
当
時
、
日
本
は

大
幅
な
貿
易
黒
字
の
時
代
で
、
米
国
政
府
か
ら
日
本

に
対
し
通
信
機
器
の
輸
入
を
指
示
さ
れ
、
米
国
の
通

信
機
器
を
日
本
で
使
う
に
は
装
置
開
発
が
と
も
な
う

た
め
、
そ
の
研
究
開
発
に
渡
米
、
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
社
に
技

術
研
究
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
同
社
の
ベ
ル
研
究
所

で
米
国
の
技
術
者
な
ど
と
二
年
間
共
同
研
究
し
た
。

こ
の
と
き
、
ア
メ
リ
カ
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
激
変
し

た
と
い
う
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
大
雑
把
な
イ
メ
ー

ジ
を
抱
い
て
い
た
が
、
一
緒
に
研
究
し
た
メ
ン
バ
ー

の
真
面
目
さ
と
勤
勉
さ
に
驚
き
、
技
術
レ
ベ
ル
も
非

常
に
高
い
と
感
じ
た
。「
日
本
は
ま
だ
ま
だ
井
の
中

の
蛙
で
、
米
国
の
通
信
技
術
に
は
負
け
る
だ
ろ
う
と

確
信
し
、
技
術
者
と
し
て
彼
ら
と
早
く
肩
を
並
べ
た

い
と
痛
感
し
た
」
と
当
時
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

を
ふ
り
か
え
る
。

そ
れ
か
ら
約
十
年
後
、
三
八
歳
で
人
事
部
課
長
職

の
と
き
、
当
時
の
上
司
に
推
薦
さ
れ
、
世
界
最
難
関

の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
経
営
大
学
院
に
留
学
。
一

年
間
必
死
に
勉
強
し
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
上
位
、
ス
タ
ン
フ

ォ
ー
ド
ス
ロ
ー
ン
フ
ェ
ロ
ー
の
称
号
を
取
得
し
た
。

「
学
校
か
ら
帰
宅
し
、
予
習
の
た
め
夕
方
六
時
か
ら

明
け
方
の
四
時
頃
ま
で
勉
強
す
る
日
々
が
続
き
、
睡

眠
時
間
は
毎
日
二
〜
三
時
間
だ
っ
た
。
寝
る
間
を
惜

し
ん
で
勉
強
す
る
日
々
は
辛
か
っ
た
が
、
い
ろ
ん
な

国
の
留
学
生
と
議
論
し
て
い
く
中
で
考
え
方
や
感
覚

の
違
い
を
目
の
当
た
り
に
し
、
違
う
文
化
を
吸
収
す

る
面
白
さ
と
、
外
か
ら
見
た
日
本
に
気
づ
き
、
と
て

も
興
味
深
く
勉
強
に
な
っ
た
」
と
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で

何
に
で
も
興
味
を
抱
く
性
格
と
「
や
る
時
は
や
る
」

と
い
う
努
力
を
惜
し
ま
ず
突
き
進
む
一
面
を
の
ぞ
か

せ
た
。

帰
国
後
は
、
東
京
支
店
の
設
備
部
長
な
ど
を
経
て
、

技
術
屋
か
ら
一
転
、
総
務
人
事
部
門
を
担
当
す
る
こ

と
と
な
る
。

平
成
二
五
年
六
月
に
は
東
日
本
電
信
電
話
㈱
取
締

役
埼
玉
支
店
長
に
就
任
。
埼
玉
支
店
長
と
し
て
、
ま

た
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
埼
玉
の
代
表
取
締
役
社
長
と

し
て
こ
れ
か
ら
の
目
標
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
よ
り
利
便
性
・
効
率
性
を
高
め
て

い
き
た
い
。
埼
玉
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
面
で
は
東
京
よ
り

遅
れ
て
お
り
、
都
会
的
セ
ン
ス
も
い
ま
ひ
と
つ
と
感

じ
る
。
二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
、

埼
玉
も
競
技
会
場
や
宿
泊
会
場
と
し
て
参
画
す
る
こ

と
と
な
る
。
外
国
人
が
不
便
を
感
じ
る
こ
と
の
無
い

よ
う
、
表
示
板
や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
な
ど
の
環
境
を
整
え

た
い
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
社
会
貢
献
を
し

て
い
き
た
い
」
と
熱
く
語
る
。
さ
ら
に
、「
防
災
面

で
も
県
内
千
数
百
箇
所
の
避
難
所
な
ど
に
電
話
線
と

電
話
機
を
設
置
し
、
何
か
あ
っ
て
も
ど
こ
に
い
て
も

『
つ
な
が
る
』
安
心
感
を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と

目
を
輝
か
せ
、
必
ず
実
現
さ
せ
る
と
い
う
決
意
を
感

じ
た
。

趣
味
は
バ
イ
ク
、
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
、
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
、
そ
し
て
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
観
戦
な
ど
と
多
彩
。
Ｏ
Ｎ
と
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
め
り

は
り
を
つ
け
て
い
る
。

家
族
は
妻
と
長
女
、長
男
、次
男
の
子
供
三
人
。「
家

族
サ
ー
ビ
ス
も
心
が
け
た
い
」と
照
れ
笑
い
し
た
。

〔
ご
略
歴
〕

昭
和
三
五
年
一
一
月
一
日
生
ま
れ

岡
山
県
備
前
市
出
身

昭
和
六
〇
年
三
月

上
智
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究

科

修
了

平
成
一
三
年
六
月

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

経
営

大
学
院

修
了

昭
和
六
〇
年
四
月

日
本
電
信
電
話
㈱

入
社

平
成
一
三
年
八
月

東
日
本
電
信
電
話
㈱

設
備
部

担
当
部
長
（
企
画
部
門
設
備
企

画
担
当
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部

門
兼
務
）

平
成
一
六
年
一
二
月

同

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
推

進
本
部

設
備
部

担
当
部
長

平
成
一
七
年
七
月

同

東
京
支
店

設
備
部
長

平
成
一
九
年
七
月

同

総
務
人
事
部

担
当
部
長

（
人
事
第
二
部
門
長
）

平
成
二
三
年
七
月

日
本
電
信
電
話
㈱

総
務
部
門

担
当
部
長

（
人
事
・
人
材
開
発
）

〈
現
職
〉

平
成
二
五
年
六
月

東
日
本
電
信
電
話
㈱

取
締
役

埼
玉
支
店
長

就
任

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
埼
玉

代
表

取
締
役
社
長

就
任

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

取
締
役
埼
玉
支
店
長

笠
井
澄
人
氏

東
日
本
電
信
電
話
�

取
締
役
埼
玉
支
店
長
笠
井
澄
人
氏

―１８―
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【
光
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
と

光
普
及
拡
大
の
取
り
組
み
】

埼
玉
県
内
に
お
け
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
の
光
ア
ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
は
、
平

成
２３
年
１２
月
に
契
約
数
が
１
０
０
万

契
約
を
超
え
、
平
成
２３
年
度
末
に
は

エ
リ
ア
カ
バ
ー
率
も
９９
・
９
％
と
な

る
な
ど
、
お
客
様
に
ご
愛
顧
い
た
だ

け
る
サ
ー
ビ
ス
へ
と
こ
れ
ま
で
順
調

に
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
方

で
、
モ
バ
イ
ル
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ

ー
ビ
ス
の
急
速
な
普
及
拡
大
や
他
事

業
者
と
の
激
し
い
競
争
に
よ
り
、
近

年
は
光
ア
ク
セ
ス
の
拡
大
が
頭
打
ち

と
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
光

未
利
用
層
の
新
規
開
拓
獲
得
に
注
力

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
と
の
連
携
に
よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト

教
室
な
ど
を
開
催
し
、
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
利
用
者
の
裾
野
拡
大
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
等
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
映
像
サ
ー
ビ
ス
等

の
視
聴
の
よ
う
な
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
以
外
の
光
ア

ク
セ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
使
い

方
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
お
客
様

の
裾
野
拡
大
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
事
業
者

様
に
は
物
件
を
ま
る
ご
と

W
i-Fi

化
し
て
資
産
価
値

を
高
め
、
あ
わ
せ
て
光
に

よ
る
地
上
波
、
Ｂ
Ｓ
、
Ｃ

Ｓ
放
送
の
配
信
を
提
案
し

た
り
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

様
と
の
協
業
に
よ
り
、
住
宅
セ
ミ
ナ

ー
や
イ
ベ
ン
ト
で
、
光
ア
ク
セ
ス
に

よ
る
テ
レ
ビ
視
聴
環
境
等
の
配
線
コ

ン
サ
ル
を
実
施
し
た
り
と
、
生
活
に

不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
光
を
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
様
々
な
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

お
客
様
か
ら
選
ば
れ
続
け
る
バ
リ

ュ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
に
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
だ
け
で
全
て
を
提
供
す
る
の
で

は
な
く
、
様
々
な
企
業
と
「
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
協
業
）」
し
な
が
ら
、

革
新
的
な
商
品
や
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
信
頼
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
の

取
り
組
み
】

埼
玉
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
平
成

２５
年
９
月
に
発
生
し
た
竜
巻
等
に
よ

り
、
越
谷
市
並
び
に
熊
谷
市
が
被
災

し
ま
し
た
。
平
成
２６
年
２
月
に
は
秩

父
地
域
を
中
心
と
し
た
百
年
に
１
度

と
い
わ
れ
て
い
る
降
雪
、
ま
た
、
こ

れ
に
伴
う
雪
崩
等
に
よ
り
、
ケ
ー
ブ

ル
が
度
々
切
断
さ
れ
る
と
い
っ
た
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
埼
玉
グ

ル
ー
プ
で
は
、
県
、
市
町
村
の
地
域

行
政
と
情
報
共
有
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
協
力
会
社
と
も
密
に
連
携
し

迅
速
な
対
応
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。Ｎ

Ｔ
Ｔ
埼
玉
グ
ル
ー
プ
は
、
各
自

治
体
等
で
行
っ
て
い
る
防
災
訓
練
や

９
都
県
市
で
毎
年
実
施
し
て
い
る
防

災
訓
練
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
大

規
模
災
害
に
備
え
た
災
害
対
応
力
の

強
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
の
電
話
事
業
開
始
か
ら
１
２

０
年
。
つ
な
が
ら
な
い
人
の
い
な
い

よ
う
に
。�
つ
な
ぐ
�
こ
と
に
全
力

を
挙
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
安
心
・

安
全
な
サ
ー
ビ
ス
を
お
客
様
に
ご
提

供
し
た
い
と
い
う
想
い
が
、
私
た
ち

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
は
し
っ
か
り
と
刻
み
こ

ま
れ
て
お
り
、
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、

お
客
様
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

つ
な
ぎ
続
け
て
き
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
決

し
て
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
よ
り
豊
か
で
安
心
・
安

全
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
を
支
え
る
た
め
に
、

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
何
が
で
き
る
か
」

を
こ
れ
か
ら
も
提
案
し
て
ま
い
り
ま

す
。常

に
時
代
の
先
を
見
据
え
、
新
た

な
価
値
を
創
造
す
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
は
、
光
で
�
今
�
と
�
未
来
�
を

繋
ぎ
ま
す
。

会員企業紹介

「「
つつ
なな
ぐぐ
」」
とと
いい
うう
社社
会会
的的

使使
命命
をを
全全
うう
すす
るる
たた
めめ
にに
東日本電信
電話株式会社

―１９―
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サ
ン
電
子
工
業
は
、
昭
和
六
〇

年
、
朝
香
純
男
社
長
が
三
三
歳
の

時
に
設
立
し
た
会
社
。
大
手
音
響

メ
ー
カ
ー
で
開
発
・
製
造
部
門
の

事
業
統
括
と
し
て
働
い
て
い
た
と

き
に
独
立
、
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
電
源

の
設
計
・
製
造
・
販
売
メ
ー
カ
ー

と
し
て
皆
野
町
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

当
時
は
テ
ー
ブ
ル
型
の
イ
ン
ベ

ー
ダ
ー
ゲ
ー
ム
や
ポ
ー
カ
ー
ゲ
ー

ム
な
ど
の
全
盛
期
で
、社
長
は「
こ

れ
か
ら
は
さ
ら
に
ゲ
ー
ム
業
界
は

成
長
す
る
」
と
予
見
し
、
独
自
に

テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
の
電
源
や
シ
ス

テ
ム
ボ
ー
ド
な
ど
を
開
発
、
そ
の

技
術
力
を
認
め
た
セ
ガ
な
ど
と
の

取
り
引
き
を
開
始
し
た
。

そ
の
後
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
ブ

ー
ム
も
相
ま
っ
て
売
上
を
順
調
に

伸
ば
し
、
テ
ー
ブ
ル
ゲ
ー
ム
か
ら

体
感
型
ゲ
ー
ム
機
が
全
盛
の
時
代

と
な
る
と
、
電
源
関
連
メ
ー
カ
ー

が
バ
ラ
バ
ラ
で
製
造
し
て
い
た
電

源
お
よ
び
周
辺
機
器
を
一
つ
に
ま

と
め
た
当
社
の
電
源
機
器
が
さ
ら

に
脚
光
を
浴
び
、
セ
ガ
を
は
じ
め

ゲ
ー
ム
機
メ
ー
カ
ー
各
社
か
ら
受

注
が
舞
い
込
ん
だ
。

業
務
拡
大
に
よ
り
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
機
器
等
で
順
調
に
売
上
を
伸
ば

し
、
平
成
十
八
年
頃
に
は
売
上
高

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。

し
か
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

の
影
響
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
携
帯
ゲ
ー
ム
の
普
及
に
よ
り
、

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
機
器
業
界
は

受
難
の
時
代
を
迎
え
、
周
辺
機
器

メ
ー
カ
ー
の
当
社
も
売
上
高
は
ピ

ー
ク
時
の
１
／
４
程
度
に
ま
で
落

ち
込
ん
だ
。
さ
ら
に
当
社
の
第
二

の
柱
、
パ
チ
ン
コ
、
パ
チ
ス
ロ
機

器
も
若
者
の
パ
チ
ン
コ
離
れ
な
ど

か
ら
頭
打
ち
状
態
と
な
り
、
新
た

な
分
野
に
参
入
し
な
け
れ
ば
生
き

残
り
が
で
き
な
い
時
代
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
社
長
が
考
え
た
の
が
、

老
人
介
護
施
設
向
け
の
リ
ハ
ビ
リ

サ
ポ
ー
ト
マ
シ
ン
。
九
州
大
学
と

の
産
学
連
携
に
よ
り
開
発
し
た
も

の
で
、
モ
グ
ラ
た
た
き
の
要
領
で

カ
エ
ル
を
叩
く
「
ハ
ン
マ
ー
フ
ロ

ッ
グ
」
や
、
足
で
蛇
を
蹴
飛
ば
す

「
ド
キ
ド
キ
へ
び
退
治
Ⅱ
」
な
ど
、

遊
び
な
が
ら
運
動
機
能
と
脳
機
能

を
活
性
化
さ
せ
る
ゲ
ー
ム
機
器
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
は
じ
め
各
種
メ
デ
ィ
ア

で
も
取
り
上
げ
、
二
〇
一
五
年
度

に
は
全
体
売
上
の
一
〇
％
を
目
指

す
。「
介
護
施
設
の
デ
モ
で
、
老

人
の
笑
顔
や
必
死
な
姿
を
見
た
と

き
に
や
り
が
い
を
感
じ
た
。
微
力

だ
が
、
自
分
の
作
っ
た
機
械
で
一

人
で
も
多
く
の
老
人
が
生
き
が
い

を
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
新
た
な
夢

を
語
る
。

さ
ら
に
、
九
月
に
出
荷
す
る
予

定
の
ス
ペ
イ
ン
向
け
の
カ
ジ
ノ
用

機
械
を
来
年
度
は
第
四
の
事
業
の

柱
に
据
え
て
新
展
開
を
図
る
。

南
埼
玉
郡
菖
蒲
町（
現
久
喜
市
）

で
有
限
会
社
遠
藤
運
輸
と
し
て
設

立
し
て
か
ら
五
一
年
、
現
在
で
は

一
三
〇
台
の
車
両
を
保
有
し
、
関

東
で
も
有
数
の
運
送
会
社
と
し
て

成
長
し
た
ト
ー
エ
イ
物
流
。
日
本

一
安
全
な
物
流
会
社
を
目
指
し
、

総
合
物
流
業
と
し
て
の
歩
み
を
進

め
て
い
る
。

遠
藤
長
俊
社
長
は
、
設
立
か
ら

四
代
目
の
社
長
で
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
の
時
代
に
就
任
し
て
か
ら

六
年
。
先
代
、
先
々
代
が
築
い
た

地
元
に
根
ざ
し
た
堅
実
経
営
と
社

員
を
大
切
に
す
る
心
は
引
継
ぎ
な

が
ら
、
激
変
の
時
代
に
生
き
残
る

た
め
の
様
々
な
改
革
を
進
め
て
い

る
。

具
体
的
に
は
、
運
送
、
倉
庫
、

梱
包
な
ど
を
一
貫
管
理
す
る
総
合

物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
ド
ラ
イ

バ
ー
を
中
心
と
し
た
社
員
教
育
。

コ
ス
ト
と
時
間
は
削
減
し
な
が
ら

よ
り
良
い
品
質
を
提
供
す
る
物
流

シ
ス
テ
ム
の
提
案
と
、
会
社
の
顔

と
も
い
う
べ
き
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の

教
育
に
よ
る
質
の
向
上
を
両
輪
と

し
て
お
客
様
の
満
足
を
目
指
し
て

い
る
。

そ
の
た
め
に
、「
プ
ラ
ス
ワ
ン

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

い
う
行
動
目
標
を
掲
げ
、
社
員
一

人
ひ
と
り
が
安
全
と
品
質
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
行
動
を

記
録
し
、
良
い
行
動
に
つ
い
て
は

全
社
で
水
平
展
開
さ
せ
、
標
準
化

さ
せ
る
と
と
も
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
お
客

様
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
策
と

し
て
、
全
一
八
営
業
所
の
合
同
会

議
で
、
お
客
様
が
感
動
す
る
レ
ベ

ル
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
事
例

を
全
社
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
、

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
策
を
積

み
上
げ
て
い
く
運
動
を
展
開
し
て

い
る
。

遠
藤
社
長
は
、「
お
客
様
と
従

業
員
の
両
方
の
満
足
が
な
け
れ
ば

企
業
は
成
長
し
な
い
。
こ
れ
を
実

践
し
て
い
く
た
め
に
は
、
従
業
員

が
生
き
生
き
と
目
標
を
も
っ
て
仕

事
を
す
る
こ
と
が
不
可
欠
」
と
語

り
、
さ
ら
に
、「
運
送
業
界
に
お

い
て
は
従
業
員
教
育
の
不
足
は
否

め
な
い
の
で
、
安
全
、
衛
生
、
品

質
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
様
々
な

教
育
に
参
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、

社
内
教
育
の
充
実
も
図
り
た
い
」

と
胸
を
張
り
、「
特
に
安
全
に
つ

い
て
は
徹
底
し
た
教
育
な
ど
に
よ

り
運
送
業
界
で
の
�
日
本
一
�
を

目
指
し
、
売
上
げ
目
標
一
〇
〇
億

円
と
と
も
に
達
成
し
た
い
」
と
自

身
の
目
標
を
掲
げ
た
。

なな話話題題 北北 中中 南南 西西

北
部
サ
ン
電
子
工
業
株
式
会
社

新
た
な
分
野
へ
の
挑
戦
を
続
け
る

〜
ゲ
ー
ム
機
か
ら
介
護
サ
ポ
ー
ト
ま
で
〜

中
部
ト
ー
エ
イ
物
流
株
式
会
社

「
日
本
一
安
全
な
物
流
会
社

を
目
指
す
」

DATA
会 社 名：サン電子工業株式会社
所 在 地：秩父市下吉田７７９６‐１
電 話：０４９４‐７７‐１６７０
Ｆ Ａ Ｘ：０４９４‐７７‐１８８９
Ｕ Ｒ Ｌ : http : //www.sundenshi.co.jp/
深谷工場：深谷市本田３０７７‐１ ℡０４８‐５７８‐２２００
設 立：昭和６０年７月
代 表 者：代表取締役社長 朝香純男
資 本 金：９，８００万円
従業員数：６３名
事業内容：スイッチング電源やアミューズメント機器、

リハビリサポートマシンの開発設計・製造・
販売

DATA
会 社 名：トーエイ物流㈱
所 在 地：久喜市菖蒲町三箇３７９
電 話：０４８０‐８５‐５３００
Ｆ Ａ Ｘ：０４８０‐８５‐５１４７
代 表 者：代表取締役社長 遠藤 長俊
設 立：昭和３８年２月
資 本 金：５，０００万円
従業員数：３７０名
事業内容：運送業、倉庫業、梱包事業、流通加工業、

自動車運送取扱事業、車両運行管理請負業、
物流関連作業請負業

関連会社：㈱トーエイアドバンス、トーエイパッケー
ジ㈱、トーエイ㈱

朝
香
純
男
代
表
取
締
役
社
長

（
リ
ハ
ビ
リ
サ
ポ
ー
ト
マ
シ
ン
を
前
に
）

深
谷
工
場
内
（
多
品
種

少
量
生
産
が
可
能
）

遠
藤
長
俊

代
表
取
締
役
社
長

白
岡
物
流
倉
庫

―２０―



																							
																							
																							

有
限
会
社
ト
ラ
ス
ト
・
グ
リ
ー

ン
は
、「
ト
ラ
ス
ト
」
信
用
・
信

頼
を
第
一
に
顧
客
の
こ
と
を
思
い
、

考
え
、「
グ
リ
ー
ン
」
緑
化
事
業

を
通
し
て
、
社
会
に
貢
献
し
て
い

く
企
業
を
目
指
し
て
い
る
と
、
若

き
経
営
者
、
須
賀
秀
樹
社
長
は
語

る
。そ

の
沿
革
は
、
現
社
長
の
祖
父

に
ま
で
遡
り
、
１
９
１
４
年
、
川

口
の
安
行
地
区
に
お
い
て
、
主
に

紅
白
の
梅
、
ツ
バ
キ
、
サ
ザ
ン
カ

な
ど
の
苗
木
・
植
木
の
生
産
を
始

め
る
。
５３
年
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、

ツ
ゲ
な
ど
の
色
々
な
種
類
の
苗
木

を
育
て
、
市
場
な
ど
に
出
荷
し
販

売
を
行
な
う
。
７４
年
に
須
賀
造
園

を
設
立
し
、
個
人
邸
の
庭
木
の
手

入
れ
、
庭
作
り
を
始
め
公
共
施
設
、

工
業
団
地
な
ど
の
緑
地
の
維
持
管

理
・
工
事
を
行
な
う
。
２
０
０
４

年
、
有
限
会
社
須
賀
造
園
と
し
て

法
人
化
。
０７
年
社
名
を
有
限
会
社

ト
ラ
ス
ト
・
グ
リ
ー
ン
に
改
名
し
、

現
在
に
至
る
。

当
社
は
、
顧
客
と
の
入
念
な
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
、
長
年
の
豊
富

な
緑
地
管
理
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ

で
、
様
々
な
要
望
に
合
わ
せ
た
計

画
書
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、

独
自
の
報
告
書
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
物
件
の
連
絡
事
項
・
注
意
事

項
や
要
望
を
細
か
く
社
内
で
管

理
・
共
有
し
、
作
業
全
て
の
段
階

を
資
料
と
し
て
提
出
し
、所
謂「
見

え
る
化
」
を
実
施
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
定
期
的
な
技
術
研
修

を
行
い
、
技
術
の
向
上
に
も
努
め

て
い
る
。
な
お
、
作
業
後
に
は
確

認
資
料
を
基
に
、
点
検
・
検
査
を

行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
上
、
現
場

で
の
危
険
予
知
活
動
も
徹
底
し
、

安
全
管
理
も
万
全
を
期
し
て
い
る
。

法
人
向
け
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
百

件
以
上
の
経
験
と
知
識
で
丁
寧
・

早
く
・
綺
麗
に
、
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、
季
節
に
合
わ
せ
た
剪
定
、
消

毒
、
植
栽
工
事
な
ど
の
ス
ポ
ッ
ト

提
案
が
で
き
、
多
く
の
植
木
の
種

類
が
揃
い
、
早
く
納
品
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
企
画
・

設
計
、
施
工
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ

ョ
ン
も
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
の

困
り
ご
と
に
対
応
し
て
い
る
。

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

者
向
け
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
緑
の
機

能
、
そ
の
価
値
を
高
め
る
に
は
計

画
的
な
緑
の
維
持
管
理
が
必
要
で

あ
り
、
緑
地
に
合
わ
せ
た
作
業
工

程
を
元
に
一
年
を
通
し
て
美
し
さ

を
提
供
し
て
い
る
。

個
人
向
け
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
庭

の
企
画
・
提
案
・
設
計
・
施
工
等
、

ま
た
、
年
に
数
回
定
期
的
に
手
入

れ
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
行
な
っ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
様
々
な
施
策
に
よ

り
、
造
園
業
、
緑
化
事
業
を
サ
ー

ビ
ス
業
と
し
て
確
立
し
て
い
る
。

世
界
的
な
調
査
機
関
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ

の
「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
調

査
」
で
川
木
建
設
株
式
会
社
は
、

ベ
ス
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

ベ
ス
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
と
は
、
こ

の
調
査
に
参
加
し
た
全
企
業
の
中

か
ら
、
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た

企
業
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
当

社
は
従
業
員
数
２５
名
〜
９９
名
部
門

で
十
二
位
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

米
国
で
は
、
こ
の
リ
ス
ト
に
名
を

連
ね
る
こ
と
が
、
一
流
企
業
の
証

と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。

鈴
木
健
二
社
長
は
、
ベ
ス
ト
カ

ン
パ
ニ
ー
に
選
出
さ
れ
た
理
由
を
、

あ
え
て
言
え
ば
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

一
つ
目
は
、
理
念
の
浸
透
で
あ

り
、
共
有
で
あ
る
。
仕
事
を
通
し

て
、
自
己
実
現
を
図
り
、
自
分
自

身
の
成
長
と
会
社
の
発
展
を
一
致

さ
せ
る
。
自
ら
行
動
し
、
自
ら
成

長
し
、
決
し
て
働
か
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
自
ら
働
く
こ
と
で

あ
る
。

二
つ
目
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
活
発
化
で
あ
り
、
役
職
の

上
下
、
業
務
の
縦
横
、
全
て
を
取

り
除
き
、「
ワ
イ
ガ
ヤ
風
土
」
を

も
っ
て
、
教
え
、
学
び
、
議
論
す

る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
三
つ
目
は
、
地
域
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
地
域
の

信
頼
を
も
と
に
地
域
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
を
挙
げ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
当
社
の
歴

史
に
も
刻
み
こ
ま
れ
て
お
り
、
明

治
二
年
の
創
業
以
来
、
地
域
と
共

に
歩
み
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
百
四
十
五
年
を
迎
え
た
。

そ
れ
は
、
木
材
業
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、「
最
高
の
建
設
サ
ー
ビ
ス

を
通
じ
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
」
と
い
う
揺
る
ぎ
な
い
理
念
の

も
と
、
総
合
建
築
業
へ
と
事
業
領

域
を
拡
大
し
、
現
在
で
は
建
設
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
土
地
活
用
、
木
造

住
宅
、
不
動
産
仲
介
の
四
つ
の
事

業
に
よ
り
、
街
づ
く
り
応
援
企
業

と
し
て
「
建
設
業
」
か
ら
顧
客
本

位
の
「
建
設
サ
ー
ビ
ス
業
」
へ
の

転
換
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
に
も

現
れ
て
い
る
。

理
念
経
営
は
、
当
社
の
根
本
で

あ
る
が
簡
単
に
で
き
た
も
の
で
は

な
い
。
鈴
木
社
長
が
就
任
し
た
時

は
、
会
社
の
経
営
も
経
済
状
況
も

ど
ん
底
で
、
何
時
経
営
が
破
綻
し

て
も
お
か
し
く
な
い
情
勢
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
三
年
間
、
本
当
に
死

に
物
狂
い
で
働
き
、
あ
ら
ゆ
る
苦

難
を
経
験
し
、
そ
こ
か
ら
、
多
く

の
こ
と
を
学
び
、
初
め
て
、
理
念

が
出
来
上
が
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、

理
念
が
は
じ
め
あ
り
き
で
、
仕
事

を
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
こ
が
、
当
社
の
理
念
が
、
絵

空
事
で
は
な
く
、
経
営
に
則
し
た

筋
金
入
り
の
も
の
で
あ
る
所
以
で

も
あ
る
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

南
部
有
限
会
社
ト
ラ
ス
ト
・
グ
リ
ー
ン

「
造
園
業
、緑
化
事
業
は

サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
」

「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
ベ
ス
ト

カ
ン
パ
ニ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
」

DATA

会社名：有限会社トラスト・グリーン

本 社：川口市長蔵１‐１３‐１４

代表者：代表取締役 須賀秀樹

設 立：２００４年６月２３日

認 可：造園業 埼玉県知事認可

電 話：０４８‐２９５‐６１６４

DATA

会 社 名：川木建設株式会社

本 社：川越市広栄町４‐１６

代 表 者：代表取締役社長 鈴木健二

創 業：明治２年５月

事業内容：総合建設・リニューアル事業・

土地活用・木造住宅・不動産売

買仲介事業等

電 話：０４９‐２４２‐２１１１㈹

西
部
川
木
建
設
株
式
会
社

鈴
木
健
二
社
長

須
賀
秀
樹
社
長

施
工
例

川
木
建
設
本
社

―２１―
























































































































































































































































































天然に存在する香気分子

により構成されている香

気特性についての基礎研

究が、産業界の応用につ

ながるように研究を進め

ている。

学歴・略歴

長谷川 登志夫

（はせがわ としお）

１９８３年東京大学大学院理

学系研究科有機化学専攻

修了。理学博士。埼玉大

学教養部教務職員、埼玉

大学理学部基礎化学科助

手を経て、０７年４月から

現職。専門は香料有機化

学、天然物化学。

私は、日本の伝統的な香気素材

である「お香の素材」を中心として、お茶などの

食品関係の素材の香気特性について、新規の解析

手法を提案し、研究を進めています。さらに、主

要香気成分の構造と匂いの関係の検討を通じて、

香気発現にとって重要な構造要因の解明の研究も

行っています。“匂い”の発現にとって重要な２

つの要素「匂い受容体」と「匂い分子」のうち、

分子に着目し、有機化学的な手法を駆使して、香

気特性の解明に取り組んでいます。私が研究対象

としている天然の香気素材の香気は、非常に多数

の香気物質の集合体により形成されています。そ

して、これらの匂い分子がお互いに影響し合って

素材の香気を複雑に変化させています。このため、

単に含有香気成分を分析するだけでは、その香気

発現にとっての鍵化合物を突き止めることは極め

て困難です。私は、主に２つの観点から、これら

素材の香気特性の解明を行っています。１つは、

同一の素材から異なった抽出法で得た抽出物の匂

いと含有成分の相対的な比較によって、違いを生

み出している香気成分をあぶりだすというもので

す。もう一つは、含有している匂い分子の相互作

用を考慮し、成分をいくつかの香気の特徴の異な

った成分群に分けて、これら成分群によってもと

の素材の香気特性を説明するというものです。具

体的な成分分析には、核磁気共鳴装置（NMR）、

匂い嗅ぎ装置そして質量分析装置を組み込んだガ

スクロマトグラフィー（GC-MSおよびGC-O）な

どの分析機器を組み合わせた手法を用いています。

この手法によって、白檀、スターアニスなどの素

材の香気特性を明らかにしてきました。さらに、

最近緑茶の緑茶らしさを与える抹茶様の香気が、

数種類の鎖状炭化水素の

アルデヒド体の集合によ

って作られていることを

突き止めました。現在そ

の他の香気素材について、

この新規に提案した手法

による香気特性の検討を

行っています。

１．低環境負荷機能材料の探索
２．生体適合性機能材料の探索

学歴・略歴
神島 謙二
（かみしま けんじ）
１９９４年 北海道大学理学部物
理学科卒業
１９９６年 東京大学大学院理学
系研究科物理学専攻修士課程
修了
１９９９年 東京大学大学院理学
系研究科物理学専攻博士課程
修了
１９９９年 理化学研究所基礎科
学特別研究員
２００１年 英国王立協会リサー
チフェロー（エジンバラ大学）
２００２年 科学技術振興事業団
博士研究員（東京都立大学）
２００３年 埼玉大学工学部機能
材料工学科助手
２００６年 埼玉大学大学院理工
学研究科助手
２００７年 埼玉大学大学院理工
学研究科助教
２０１２年 埼玉大学大学院理工
学研究科准教授
現在に至る

本研究室では「ありふれた」元
素から機能性材料を作ることを研究目標としてい
ます。ありふれた元素の特徴は、資源的に豊富で
安価で調達が容易であることです。
そこで、主に鉄系の酸化物を中心に機能性材料
を合成・探索しています。鉄も酸素も地球上の地
表付近に存在する割合（クラーク数）がそれぞれ
４番目、１番目に多い元素です。鉄の酸化物（赤
さび）を他の元素の酸化物と混ぜて焼き固めると
磁気を帯びたセラミックスになります。これは代
表的な実用磁石の一つで「フェライト」といいま
す。本研究室では鉄・酸素以外の元素を、カルシ
ウム（クラーク数５番目）やカリウム（同７番目）
などに変えた新規酸化物機能材料の作製を目指し
ています。
物質探索は、元素の種類とその組合せ方（化学
式、結晶構造、合成条件）で決まります。元素に
よってイオンの大きさ・取りうる電荷量・隣に来
る酸素イオンの数などが変わるからです。組合せ
方によっては目標とする物質が全く出来ないこと
もありますし、出来た場合でも磁石として強いか、
電気を通すか、などの機能性が大きく異なること

もあります。
ここで大事なのは組合せ方です。ありふれた元
素そのものの組合せ方、合成条件の組合せ方（温
度、圧力、ガス雰囲気、粉砕条件）を系統的に変
えて探索しています。組合せ方を変えても結果が
変わらないことも多いです。しかし、予想もしな
かったすばらしい結果が出ることもあります（こ
れを見逃さない注意力も大事です）。
このように組合せを探すのは広い意味で「考え
ること」の訓練になります。「アイデアというの
は既存の材料の新しい組合せである」というのは
アメリカ広告機構初代会長の
ジェームス W．ヤングの弁
です。専門性だけではなく一
般の頭脳労働者に必要なスキ
ルにも繋がるわけです。
本学で研究活動をしている
学生はそのようなトレーニン
グを積んだ上で社会へ飛び立
っています。引き続き本学へ
のご支援のほど、よろしくお
願い申し上げます。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

有機化学的手法による匂いの仕組みの解明
埼玉大学大学院理工学研究科 物質科学部門 長谷川 登志夫 准教授

「ありふれた」元素を用いた機能性材料探索
埼玉大学大学院理工学研究科 物質科学部門 神 島 謙 二 准教授

原料粉末をナノスケー
ルまで粉砕する装置
（９０Ｇ級・遊星ボール
ミル）

―２２―
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第１回技能五輪全国大会は、１９６３年５月に東京で開催され２８
回大会までは東京都・千葉県で開催されていました。２９回大会
は、中央職業能力開発協会と愛知県との共催で実施され、その
後各都道府県との共催により毎年、開催地を変える開催方式（地
方開催方式）が推進されています。
昨年度（２０１３年度）の５１回大会は、１１月２２日～２５日の４日間、
千葉県を中心に神奈川、千葉、静岡、長野の各県で開催されま
した。この大会では、「機械組み立て」、「メカトロニクス」、「自
動車板金」、「洋菓子」、「レストランサービス」、「ウエブデザイ
ン」など４０職種に２０歳以下（大会開催年度）の若年者１１２７名が
エントリーし、日々の訓練で得た技能を競い合いました。
本学の学生も左官、家具、建築大工、とび、造園の５職種に
チャレンジし大学生では初めての金メダルを「とび」職種で獲
得しました。さらに、「家具」職種では敢闘賞を受賞しました。
さて、この全国大会に参加するには、年齢制限もさることな
がら、県の予選を通過しなければなりません。埼玉県の予選は、
技能検定２級の課題を決められた時間内に制作し、成績の高得

点者が全国大会に選手として推薦されるというシステムになっ
ています。従って、学生達は、まず技能検定を受験すべく課外
学習で、各職種の初歩的な知識と技術・技能、さらに専門的な
レベルへと繰り返し練習して技術・技能を高めていきます。こ
れらの技能教育は、常勤の教員もさることながら、長い経験に
裏打ちされたハイレベルの技術・技能を持たれている非常勤の
先生方に依っています。
このように、本学では、専門的な知識と実務を融合したこれ
らのプロジェクトを本科の応用プロジェクトとして学生を支援
しています。
その結果、これらの実践的なプロジェクトを経験した多くの
学生は、自信を持って就職活動に臨み、自分の希望する企業様
に採用して頂いております。
今後とも、技術・技能の継続を確かなものとし地域の活性化
のために、若年者の技能教育の重要性を確認しつつ、高度の専
門能力と創造性を兼ね備えた人材を育成することが、本学の社
会的な役割であると考えております。

製造学科では、本学設立当初から実務
的なものづくり実践型の授業として「創
造プロジェクト」を開講しています。こ

の授業は３年次第３、第４学期を通して、学生自らが発案した
「もの」づくりを開発プロジェクトとして実施することで、実
社会における製品開発の流れを理解しプロジェクトの運営を学
ぶと共に、他の授業科目で修得したプロジェクト各段階におけ
る技術を、総合的に磨き上げるものです。
授業では５名程度の受講生からなるチーム単位でプロジェク
トを計画し実施します。ニーズや技術シーズ、産業財産権等の
調査に基づく企画からスタートし、仕様の設定、設計、工程計
画、調達、製作と検査、更には製品評価までを、製品開発実務
に準じた形で行います。各チームは、企画書、要求仕様書、設
計書など、実務上当然要求されるドキュメントの提出が義務付
けられ、チームとしての成績評価に用いられます。また、学生
一人一人はプロジェクトチームのメンバーとしての活動記録を
残すことが要求され、個人としての成績が評価されます。学生
はこれらのドキュメントや記録を、就職活動での自己 PRに有
効なポートフォリオ作成にも活用できます。
担当教員は、プロジェクトの各段階が実務に近いレベルで円
滑に進行するよう、随時面談し監督・指導します。また、すべ

ての教員がそれぞれの専門分野の技術アドバイザーとして、学
生の質問や相談に対応しています。
製造学科の学生は、構造や機構を考えたり、加工や組み立て
の実践などは上手くこなしていますが、開発の意味や意義、技
術やコスト面での実現可能性を踏まえた企画立案や、製品とし
ての信頼性と品質を考えた設計、設計仕様に合う調達品の選定
などは苦労しているようです。
授業の最後には成果報告会も実施し、学生のプレゼンテーシ
ョン力を向上させるとともに、学内外の方から評価を受けるこ
とで、技術者としての意識を高めています。
この授業は、学生からの評判も良く教育効果が高い上に、毎
年の開発成
果がさいた
ま企業家協
議会学生論
文賞で表彰
されるなど、
社会的にも
高く評価さ
れています。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

技能五輪と若年者の技能教育
建設学科 赤 松 明 教授

赤松 明（あかまつ あきら）教授 農学博士（東京大学）、職業能力開発総合大学校助教授を経て２００６年からものつくり大学
教授、現在に至る。専門：木材加工学、感性工学（連絡先得：０４８‐５６４‐３８５３／akamatsu@iot.ac.jp

製品開発実務力を育成する授業「創造プロジェクト」
製造学科 龍 前 三 郎 教授

龍前 三郎（りゅうまえ さぶろう）教授、工学博士 東京工業大学卒、同大学院理工学研究科、情報理工学研究科勤務、経済
企画庁経済研究所客員研究員、明治大学兼任講師。２００２年ものつくり大学着任。日本生体医工学会、日本人間工学会などの会員
（連絡先：０４８‐５６４‐３８３９／ryumae@iot.ac.jp）

２０１２年度 優秀開発「折り紙式
ランチキット」の開発

２０１３年度 報告会での発表「倍
回しドライバー」の開発

―２３―



平
成
二
五
年
度
で
三
一
年
目
と
な
る

労
働
法
・
社
会
保
険
な
ど
の
実
務
知
識

を
解
説
す
る
「
人
事
・
労
務
・
総
務
・

庶
務
・
現
場
管
理
者
な
ど
の
担
当
者
実

務
講
座
」
を
、
二
月
二
〇
日
、
二
月
二

六
日
、
三
月
五
日
、
三
月
一
二
日
の
四

講
に
亘
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

会
議
室
で
開
催
し
、
延
べ
四
二
名
の
方

が
受
講
し
た
。

各
講
義
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

■
第
一
講

二
月
二
〇
日
�

「
労
働
法
・
労
務
管
理
の
実
務
知
識
Ⅰ
」

主
な
講
義
内
容：

労
働
時
間
、
休
日
、

休
暇
、
休
憩
、
管
理
監
督
者
、
時
間
外

労
働
、
休
日
労
働
、
深
夜
労
働
、
過
労

死
、
過
労
自
殺
な
ど

講
師：

外
井
浩
志
弁
護
士
（
外
井
Ｔ

Ｏ
Ｉ
法
律
事
務
所
）

■
第
二
講

二
月
二
六
日
�

「
労
働
法
・
労
務
管
理
の
実
務
知
識
Ⅱ
」

主
な
講
義
内
容：

人
事
異
動
（
出
向
、

転
籍
を
含
む
）、
労
働
者
派
遣
法
、
懲

戒
処
分
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど

講
師：

浦
辺
英
明
弁
護
士
（
外
井
Ｔ

Ｏ
Ｉ
法
律
事
務
所
）

■
第
三
講

三
月
五
日
�

「
労
働
法
・
労
務
管
理
の
実
務
知
識
Ⅲ
」

主
な
講
義
内
容：

休
職
、
退
職
、
解
雇
、

定
年
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
改
正
、

パ
ー
ト
労
働
法
、
労
働
契
約
法
改
正
な

ど
講
師：

草
開
文
緒
弁
護
士
（
外
井
Ｔ

Ｏ
Ｉ
法
律
事
務
所
）

■
第
四
講

三
月
一
二
日
�

「
社
会
保
険
・
労
働
保
険
の
実
務
ポ
イ

ン
ト
」
主
な
講
義
内
容：

社
会
保
険
・

労
働
保
険
と
は
、
対
象
者
、
資
格
取
得

手
続
き
、
保
険
料
控
除
の
注
意
点
、
退

職
時
手
続
き
、
保
険
料
決
定
・
給
付
手

続
き
、
労
災
発
生
時
の
手
続
き
な
ど

講
師：

李
怜
香
社
会
保
険
労
務
士

（
李
社
会
保
険
労
務
士
事
務

所
代
表
）

□
ご
参
加
企
業
（
順
不
同
）

関
東
化
学
㈱
、
ク
ノ
ー
ル
ブ
レ
ム
ゼ
鉄

道
シ
ス
テ
ム
ジ
ャ
パ
ン
㈱
、
日
本
地
工

㈱
、
も
し
も
ん
㈱
、
㈱
第
一
住
宅
、
坂

戸
ガ
ス
㈱
、
ジ
ェ
コ
ー
㈱
、
三
井
精
機

工
業
㈱
、
古
河
薬
品
工
業
㈱
、
富
士
電

機
機
器
制
御
㈱
、
武
蔵
貨
物
自
動
車
㈱
、

ク
ノ
ー
ル
ブ
レ
ム
ゼ
商
用
車
シ
ス
テ
ム

ジ
ャ
パ
ン
㈱
、
東
京
通
商
㈱
、
武
州
ガ

ス
㈱
、
埼
玉
日
産
自
動
車
㈱
、
日
本
畜

産
興
業
㈱

今
年
度
で
三
回
目
と
な
る
中
堅
リ
ー

ダ
ー
研
修
を
二
月
二
十
七
日
�
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
九
〇
一
研
修
室
に
お
い
て
終

日
で
開
催
し
、
一
四
名
が
参
加
し
た
。

講
師
は
、
中
小
企
業
大
学
校
の
講
師

を
は
じ
め
、
全
国
の
公
的
中
小
企
業
支

援
等
で
も
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
関
す
る
講

演
・
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
、
経

営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
も
あ
る
安
田
芳

樹
㈱
Ｍ
Ｅ
Ｌ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取

締
役
会
長
。

こ
の
研
修
は
、
①
次
の
ス
テ
ッ
プ
を

目
指
す
リ
ー
ダ
ー
が
マ
ス
タ
ー
す
べ
き

こ
と
。
②
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
る

リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
理
解
す
る
。
こ
と

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
参
加
者
が
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
り
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
討
議
、
発
表
形
式
で
進
め
て
い
く
。

普
段
は
あ
ま
り
接
す
る
こ
と
の
な
い
他

社
の
方
と
の
異
業
種
交
流
と
い
う
意
味

合
い
も
持
た
せ
て
い
る
。

研
修
の
主
な
内
容

一
、結
果
を
出
す「
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
」

を
確
認
す
る

二
、中
堅
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る「
基

本
的
な
知
識
や
ス
キ
ル
」を
習
得
す
る

三
、
部
下
・
後
輩
を
育
て
チ
ー
ム
を
元

気
に
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
つ
い

て
い
き
た
い
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と

を
目
指
す

午
前
中
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
役
割
発
揮
の
た
め

の
三
つ
の
行
動
習
慣
、
仕
事
管
理
と
時

間
管
理
な
ど
を
学
び
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
実
習
で
は
、
話
し
手
と
聴
き
手

の
二
人
ペ
ア
に
な
り
、「
無
視
、
無
反

応
な
聞
き
方
」、「
積
極
的
傾
聴
」
の
ギ

ャ
ッ
プ
に
よ
る
話
し
手
の
感
情
を
体
験

し
、
そ
の
後
、
ノ
ン
バ
ー
バ
ル
（
非
言

語
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
可
能
性

を
引
き
出
す
質
問
の
ス
キ
ル
な
ど
に
つ

い
て
も
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
を
交
え
な

が
ら
学
ん
だ
。

午
後
は
つ
い
て
い
き
た
い
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
た
め
の
ス
キ
ル
、
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
ス
タ
イ
ル
診
断
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
の
コ
ツ
な
ど
を
学
び
、
さ
ら

に
コ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い
て
の
理
論
や
必

要
性
を
学
び
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ

り
そ
れ
を
実
践
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
、
上
司
と
部
下
に
よ
る
身
近
な

会
話
例
の
問
題
点
と
不
適
切
な
対
応
を

事
例
と
し
て
、好
ま
し
い
会
話（
指
導
）

の
あ
り
方
を
話
し
合
い
発
表
し
、
最
後

に
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
の
考
え
方
と
上

司
へ
の
報
告
例
な
ど
を
実
践
。

「
デ
キ
ル
人
の
特
徴
は
長
期
に
わ
た

っ
て
業
績
を
あ
げ
続
け
る
こ
と
で
、
成

果
を
あ
げ
て
い
る
人
と
あ
げ
て
い
な
い

人
の
違
い
は
、当
た
り
前
の
基
本
作
業
・

行
動
を
継
続
し
て
実
行
し
て
い
る
か
ど

う
か
で
あ
る
」
と
ま
と
め
た
。

中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修

「
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
リ
ー
ダ
ー

の
ル
ー
ル
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

労
働
法
・
社
会
保
険

担
当
者
実
務
講
座
を
開
催

第４講 李怜香社会保険労務士

第１講 外井浩志弁護士

第２講 浦辺英明弁護士

第３講 草開文緒弁護士

中堅リーダー研修
安田芳樹講師
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七

労
働
者
の
損
害

賠
償
す
べ
き

金
額
を
め
ぐ
っ
て

８

従
業
員
へ
の
高
額
・
高
率
の

損
害
や
求
償
が
認
め
ら
れ
た

例
（
そ
の
１
）

前
稿
ま
で
は
、
従
業
員
が
会
社
に
対

し
て
主
と
し
て
自
己
の
注
意
義
務
違
反

に
よ
る
交
通
事
故
に
よ
っ
て
会
社
に
損

害
を
か
け
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
会
社

が
従
業
員
に
損
害
賠
償
を
求
め
た
り
、

求
償
を
し
た
と
す
る
例
を
中
心
に
し
て

検
討
し
て
き
た
。

こ
の
労
働
者
に
対
す
る
使
用
者
か
ら

の
損
害
賠
償
や
求
償
権
の
行
使
に
つ
い

て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の

類
型
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
第
一
の
類
型
は
、
労
働

者
が
直
接
使
用
者
に
損
害
を
与
え
た
場

合
に
お
け
る
、
使
用
者
の
労
働
者
の
使

用
者
に
対
す
る
債
務
不
履
行
又
は
不
法

行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
で
あ
る
。
そ

し
て
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠

償
請
求
権
が
発
生
す
る
た
め
に
は
、
債

務
不
履
行
の
事
実
、
労
働
者
の
責
に
帰

す
べ
き
事
由
（
故
意
・
過
失
又
は
信
義

則
上
こ
れ
と
同
視
す
べ
き
事
由
）、
損

害
の
発
生
、
債
務
不
履
行
と
損
害
と
の

間
の
因
果
関
係
の
存
在
が
要
件
と
さ
れ

る
。ま

た
、
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠

償
請
求
権
は
、
労
働
者
の
故
意
・
過
失
、

権
利
侵
害
、
損
害
の
発
生
、
不
法
行
為

と
損
害
と
の
間
の
因
果
関
係
な
ど
を
要

件
と
し
て
発
生
す
る
。
理
論
的
に
は
、

債
務
不
履
行
又
は
不
法
行
為
の
い
ず
れ

の
構
成
に
よ
っ
て
も
、
労
働
者
は
、
故

意
は
も
と
よ
り
重
過
失
そ
し
て
軽
過
失

に
つ
い
て
も
、
使
用
者
に
過
失
相
殺
が

適
用
さ
れ
る
場
合
は
別
と
し
て
（
民
法

四
一
八
条
、
七
二
二
条
二
項
）、
使
用

者
に
対
し
て
完
全
な
損
害
賠
償
責
任
を

負
う
こ
と
に
な
る
が
、
従
業
員
の
地
位
、

業
務
内
容
、
そ
の
他
諸
般
の
事
情
を
考

慮
し
て
、
そ
の
金
額
は
減
額
さ
れ
る
の

が
通
常
で
あ
る
。

第
二
の
類
型
は
、
交
通
事
故
の
よ
う

に
労
働
者
が
第
三
者
に
損
害
を
与
え
た

場
合
、
労
働
者
の
第
三
者
に
対
す
る
不

法
行
為
責
任
と
使
用
者
が
民
法
七
一
五

条
（
使
用
者
責
任
）
に
基
づ
き
第
三
者

に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
し
た
場
合

の
求
償
で
あ
る
。
民
法
七
一
五
条
は
使

用
者
の
免
責
事
由
を
規
定
し
て
い
る
が
、

判
例
は
選
任
・
監
督
に
つ
い
て
の
相
当

の
注
意
に
関
わ
る
使
用
者
の
主
張
を
ほ

と
ん
ど
認
め
ず
、
使
用
者
責
任
が
一
般

的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
使

用
者
が
第
三
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
責

任
を
負
い
、
第
三
者
に
支
払
っ
た
賠
償

額
を
労
働
者
に
対
し
て
求
償
し
う
る

（
民
法
七
一
五
条
三
項
）。
こ
の
場
合

も
諸
般
の
事
情
が
考
慮
さ
れ
、
求
償
金

額
は
減
額
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

今
回
か
ら
は
、
使
用
者
よ
り
労
働
者

へ
の
高
額
な
損
害
賠
償
や
求
償
が
認
め

ら
れ
た
判
例
に
つ
い
て
、
検
討
し
紹
介

す
る
。

�
本
人
に
損
害
額
の
七
割
約
一
億
円
、

身
元
保
証
人
に
四
割
約
四
千
万
円
の

高
額
な
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
た
事

例本
件
は
、
従
業
員
に
対
し
て
、
会
社

に
与
え
た
損
害
の
う
ち
七
割
の
約
一
億

円
の
損
害
賠
償
が
認
め
ら
れ
、
身
元
保

証
人
に
対
し
四
割
の
約
四
千
万
円
を
超

え
る
損
害
賠
償
を
本
人
と
連
帯
し
て
支

払
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
高
額
賠
償
の

ケ
ー
ス
で
あ
る
（
東
京
地
裁
判
決
、
平

四
・
三
・
二
三
、
ワ
ー
ル
ド
証
券
事
件
、

労
判
六
一
八
号
四
二
頁
）。
こ
の
事
案

に
は
、
身
元
保
証
人
の
責
任
が
詳
し
く

論
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
点
も
検

討
す
る
。

事
案
は
、
証
券
会
社
の
歩
合
外
務
員

が
会
社
の
業
務
命
令
に
違
反
し
て
客
か

ら
の
株
式
買
い
付
け
注
文
を
受
け
て
こ

れ
を
執
行
し
た
た
め
、
当
該
客
か
ら
の

支
払
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
買
い
付
け

代
金
及
び
手
数
料
に
相
当
す
る
額
の
受

け
た
損
害
（
約
一
億
五
千
万
円
）
を
本

人
に
対
し
て
は
歩
合
外
務
員
契
約
に
基

づ
き
、
二
名
の
身
元
保
証
人
に
対
し
て

は
、
身
元
保
証
契
約
に
基
づ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
損
害
の
賠
償
を
求
め
た
も
の
で
あ

る
。

〔
従
業
員
の
業
務
命
令
違
反
に
よ
る
多

額
の
損
失
の
発
生
〕

事
案
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
原
告
会
社
の

専
務
が
、
当
該
従
業
員
に
対
し
、
Ｋ
社

株
は
、
当
時
、
株
価
が
短
期
間
に
急
騰

し
た
後
に
下
落
し
始
め
た
ば
か
り
の
不

安
定
な
状
態
に
あ
り
、
反
動
で
株
価
が

急
落
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
危
険
な
株

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、

Ｔ
物
産
名
義
の
注
文
の
代
金
合
計
が
約

六
億
円
と
な
る
大
量
の
買
い
付
け
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、「
Ｔ
物
産
か
ら
の
注

文
は
、
本
件
内
金
一
億
五
千
万
が
入
金

さ
れ
る
ま
で
は
新
た
に
受
け
て
は
な
ら

な
い
。」
旨
の
業
務
命
令
を
出
し
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
人
は
、
業
務

命
令
違
反
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
な
が

ら
、
三
〇
万
株
の
買
い
付
け
注
文
を
口

頭
に
よ
る
電
出
し
の
方
法
に
よ
り
、
代

金
三
億
九
千
万
円
に
て
買
い
付
け
執
行

し
た
。

し
か
し
、
対
象
の
Ｋ
社
株
に
つ
い
て

の
買
い
付
け
代
金
（
本
件
代
金
）
が
、

そ
の
受
渡
期
日
を
経
過
し
て
も
支
払
わ

れ
な
か
っ
た
の
で
、
会
社
は
、
本
件
代

金
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
株

価
が
下
落
し
た
場
合
に
対
応
す
る
た
め

の
策
と
し
て
、
自
己
勘
定
に
よ
る
空
売

り
（
証
券
会
社
が
自
己
の
保
有
し
て
い

な
い
株
式
を
売
却
す
る
こ
と
）、
反
対

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
〇
五
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
１９
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�
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売
買
、
ク
ロ
ス
売
買
等
を
行
っ
た
結
果
、

最
終
的
損
失
は
一
億
四
七
六
五
万
円
余

と
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
の
経
緯
に
鑑
み
、

「
以
上
の
事
実
に
よ
れ
ば
、
被
告
従
業

員
は
、
会
社
と
の
本
件
歩
合
外
務
員
契

約
に
よ
り
、
会
社
の
営
業
員
と
し
て
上

司
の
指
示
に
従
っ
て
業
務
を
遂
行
す
べ

き
義
務
を
負
っ
て
お
り
、
上
司
で
あ
る

Ｍ
か
ら
、
本
件
内
金
の
支
払
が
あ
る
ま

で
は
Ｔ
物
産
名
義
で
の
Ｋ
社
株
の
買
い

付
け
注
文
を
新
た
に
受
け
て
は
な
ら
な

い
旨
の
本
件
業
務
命
令
を
受
け
て
、
そ

の
内
容
を
了
解
し
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
業
務
命
令
に
違
反
す
る
こ
と
を

認
識
し
な
が
ら
新
た
な
注
文
を
受
注
し

て
こ
れ
を
執
行
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
。
よ
っ
て
、
被
告
本
人
に
は
業
務
命

令
違
反
が
あ
る
。」
と
判
示
し
た
。

〔
会
社
側
の
過
失
に
よ
る
相
殺
〕

そ
し
て
、
会
社
か
ら
本
人
へ
の
本
件

損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、
会
社
に
お
い

て
も
、「
本
件
業
務
命
令
を
徹
底
す
る

た
め
に
は
、
こ
れ
を
被
告
本
人
に
伝
達

す
る
の
み
で
な
く
、
新
規
の
注
文
を
受

け
な
い
よ
う
に
顧
客
口
座
を
閉
鎖
し
、

そ
れ
が
不
可
能
で
あ
っ
て
も
、
他
の
部

門
に
対
し
て
も
本
件
業
務
命
令
を
周
知

さ
せ
て
お
く
な
ど
の
態
勢
を
取
る
べ
き

注
意
義
務
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
の

が
相
当
で
あ
る
と
こ
ろ
、
前
記
に
認
定

し
た
事
実
に
よ
れ
ば
、
被
告
本
人
の
本

件
注
文
の
買
い
付
け
執
行
は
口
頭
の
電

出
し
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
に
、
株
式

部
に
お
い
て
右
注
文
が
本
件
業
務
命
令

違
反
で
あ
る
こ
と
が
看
過
さ
れ
、
株
式

部
か
ら
右
注
文
が
取
引
場
へ
通
さ
れ
て

執
行
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、

会
社
が
前
記
損
害
を
被
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
会
社
に
も
過
失
が
あ
っ
た
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
割
合
は

三
割
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
被
告
本
人
の
負
担

す
べ
き
損
害
額
は
算
出
し
た
原
告
の
損

害
額
に
つ
い
て
原
告
会
社
の
過
失
を
斟

酌
す
る
と
、
一
億
三
三
六
万
五
一
五
円

と
な
る
。」
と
し
た
。

〔
身
元
保
証
人
の
多
額
の
賠
償
の
負
担

の
問
題
〕

本
件
判
例
の
特
徴
は
、
二
名
の
身
元

保
証
人
に
対
し
て
も
、
本
人
と
連
帯
し

て
損
害
額
の
四
割
、
四
一
三
四
万
余
の

多
額
の
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
を
認

め
た
点
で
あ
る
。
以
下
ポ
イ
ン
ト
毎
に

検
討
す
る
。

①
一
年
の
雇
用
契
約
な
の
に
五
年
の
身

元
保
証
は
？

本
件
で
は
、「
本
件
身
元
保
証
書
に

は
、『
身
元
本
人
が
万
一
、
過
失
又
は

懈
怠
に
よ
っ
て
貴
社
に
損
害
を
及
ぼ
し

そ
の
義
務
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
場
合
に
は
、
私
共
が
連
帯
し
て
履

行
の
責
に
任
じ
貴
社
の
お
指
示
に
従
っ

て
弁
償
い
た
し
ま
す
。』、『
こ
の
身
元

保
証
の
期
間
は
本
証
差
入
れ
の
日
（
昭

和
五
九
年
一
〇
月
一
日
）
か
ら
満
五
ヶ

年
と
い
た
し
ま
す
。』（
数
字
以
外
は
不

動
文
字
）
と
の
記
載
が
あ
る
。」。
と
こ

ろ
で
、
本
人
と
会
社
と
の
歩
合
外
務
員

契
約
は
一
年
で
あ
り
、
本
人
と
の
契
約

期
間
の
一
年
を
経
過
し
た
ら
、
例
え
本

人
と
の
契
約
が
更
新
さ
れ
て
も
、
雇
用

契
約
は
一
応
、
期
間
満
了
で
終
了
す
る

の
で
、
身
元
保
証
契
約
の
方
も
主
契
約

の
付
従
性
に
従
い
終
了
す
る
の
で
は
な

い
か
と
の
点
が
争
わ
れ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、「
身

元
保
証
人
で
あ
る
被
告
Ａ
及
び
同
Ｂ
は
、

主
債
務
者
た
る
被
告
甲
と
原
告
会
社
と

の
間
の
昭
和
五
九
年
一
〇
月
一
日
付
け

歩
合
外
務
員
契
約
が
（
一
年
後
の
）
期

間
満
了
に
よ
り
終
了
し
た
か
ら
、
身
元

保
証
人
の
債
務
も
保
証
債
務
の
付
従
性

に
よ
り
終
了
し
た
旨
の
主
張
を
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
歩
合
外
務
員
契
約
は

数
年
ご
と
に
更
新
さ
れ
な
が
ら
継
続
し

て
い
く
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
昭
和
五

九
年
一
〇
月
一
日
付
け
の
歩
合
外
務
員

契
約
が
期
間
を
一
年
と
す
る
も
の
で
あ

る
の
に
、
右
同
日
付
け
の
本
件
身
元
保

証
契
約
の
身
元
保
証
期
間
が
五
年
と
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
本
件
保

証
契
約
は
、
歩
合
外
務
員
契
約
が
更
新

さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
右
保
証
期

間
中
は
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て

い
た
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
被
告
Ａ
及
び
同
Ｂ
の
右
主

張
も
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

と
判
示
し
た
。

そ
こ
で
、
例
え
本
契
約
の
雇
用
契
約

が
一
年
の
期
間
の
定
め
の
あ
る
も
の
で

も
更
新
さ
れ
た
場
合
に
は
、
身
元
保
証

契
約
は
継
続
（
五
年
間
）
す
る
こ
と
に

な
る
。

②
無
料
で
か
つ
友
人
関
係
か
ら
の
身
元

保
証
人
で
も
多
額
の
負
担
を
負
う
か
？

本
件
で
多
額
の
損
害
賠
償
を
認
め
ら

れ
た
身
元
保
証
人
に
つ
い
て
、
本
人
で

あ
る
「
被
告
甲
は
、
被
告
Ａ
及
び
同
Ｂ

と
は
長
年
に
わ
た
る
親
し
い
友
人
で
あ

っ
た
の
で
、
身
元
保
証
人
に
な
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
依
頼
し
た
。
そ
こ
で
、
被

告
Ａ
及
び
同
Ｂ
は
、
被
告
甲
の
身
元
保

証
人
と
な
る
こ
と
を
承
諾
し
、
本
件
身

元
保
証
書
へ
の
署
名
押
印
し
た
。
な
お
、

被
告
Ａ
及
び
同
Ｂ
は
、
身
元
保
証
人
と

な
る
に
つ
き
、
被
告
甲
か
ら
謝
礼
を
受

領
す
る
等
は
し
な
か
っ
た
。」
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
身
元
保
証
人
と
な

る
こ
と
を
承
知
し
て
、
署
名
押
印
し
た

以
上
、
身
元
保
証
法
に
よ
る
責
任
を
負

う
と
し
て
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
判
示

し
た
。

「
以
上
の
事
実
に
よ
る
と
、
被
告
Ａ

及
び
同
Ｂ
は
、
被
告
甲
か
ら
、
被
告
甲

が
原
告
と
の
歩
合
外
務
員
契
約
を
更
新

す
る
に
当
た
り
、
身
元
保
証
人
と
な
る

こ
と
を
依
頼
さ
れ
て
本
件
身
元
保
証
書

に
署
名
押
印
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か

ら
、
被
告
Ａ
及
び
同
Ｂ
は
、
右
本
件
身

元
保
証
書
に
署
名
押
印
し
た
こ
と
に
よ

り
、
身
元
保
証
法
に
い
う
と
こ
ろ
の
身

元
保
証
人
と
し
て
、
被
告
甲
が
原
告
に

対
し
て
負
担
す
べ
き
損
害
賠
償
責
任
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
被
告
甲
と
連
帯
し

て
責
任
を
負
う
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。」こ

の
よ
う
に
、
例
え
友
人
関
係
か
ら

心
情
的
に
拒
否
で
き
ず
、
引
き
受
け
た

も
の
で
あ
っ
て
も
、
会
社
と
の
間
で
身

元
保
証
法
に
定
め
る
保
証
契
約
を
し
た

以
上
、
身
元
保
証
の
動
機
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
契
約
上
の
責
任

は
免
れ
な
い
。
た
だ
し
、
同
法
第
五
条

に
定
め
る
「
保
証
責
任
の
範
囲
」
に
つ

い
て
の
「
裁
判
所
ハ
身
元
保
証
人
ノ
損

害
賠
償
ノ
責
任
及
其
ノ
金
額
ヲ
定
ム
ル

ニ
付
被
用
者
ノ
監
督
ニ
関
ス
ル
使
用
者

ノ
過
失
ノ
有
無
、
身
元
保
証
人
ガ
身
元

―２６―



保
証
ヲ
為
ス
ニ
至
リ
タ
ル
事
由
及
之
ヲ

為
ス
ニ
当
リ
用
ヰ
タ
ル
注
意
ノ
程
度
、

被
用
者
ノ
任
務
又
ハ
身
上
ノ
変
化
其
ノ

他
一
切
ノ
事
情
ヲ
斟
酌
ス
」
と
の
適
用

は
受
け
る
。

③
人
情
か
ら
の
身
元
保
証
人
と
会
社
に

よ
る
保
証
人
へ
の
業
務
の
危
険
性
等

の
説
明
の
な
い
問
題

身
元
保
証
契
約
は
、
会
社
と
身
元
保

証
人
と
の
間
の
直
接
の
契
約
で
あ
る
か

ら
、
雇
用
主
で
あ
る
会
社
と
し
て
は
、

身
元
保
証
人
に
な
る
条
件
等
、
そ
の
契

約
関
係
上
の
履
行
義
務
が
果
た
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
注
意

義
務
が
あ
る
（
図
表
参
照
）。
し
か
し
、

一
般
に
は
あ
ま
り
こ
の
点
に
重
点
が
置

か
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
の
も
社
会
的
事

実
で
あ
る
。

本
件
の
場
合
も
、「
原
告
会
社
に
お

い
て
は
、
身
元
保
証
人
の
条
件
と
し
て
、

持
ち
家
が
あ
る
こ
と
及
び
中
流
以
上
の

収
入
が
あ
る
こ
と
が
大
体
の
基
準
と
し

て
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
つ
い

て
、
身
元
保
証
人
と
な
ろ
う
と
す
る
者

に
面
接
す
る
等
の
調
査
は
せ
ず
、
歩
合

外
務
員
を
し
て
身
元
保
証
人
か
ら
身
元

保
証
書
に
署
名
押
印
を
受
け
さ
せ
て
、

そ
の
提
出
を
受
け
、
そ
の
際
に
歩
合
外

務
員
に
対
し
て
身
元
保
証
人
の
勤
務
先

等
の
確
認
を
す
る
程
度
で
あ
っ
た
。」

と
い
う
事
実
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
身
元
保
証
法
は
、
前
述
の

と
お
り
、
両
者
の
一
切
の
事
情
を
斟
酌

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
こ
の
点
に
つ
い

て
、「
認
定
し
た
事
実
を
総
合
検
討
す

る
と
、
被
告
Ａ
及
び
同
Ｂ
は
、
被
告
甲

の
長
年
の
友
人
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
か

ら
被
告
甲
の
身
元
保
証
人
と
な
る
こ
と

に
し
た
の
で
あ
る
が
、
原
告
に
お
い
て

は
、
歩
合
外
務
員
の
直
属
の
上
司
に
お

い
て
も
歩
合
外
務
員
に
ど
の
よ
う
な
身

元
保
証
人
が
つ
い
て
い
る
か
を
的
確
に

把
握
し
て
い
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
、

ま
た
、
原
告
に
お
け
る
身
元
保
証
契
約

の
方
法
、
身
元
保
証
書
の
提
出
方
法
、

身
元
保
証
人
の
信
用
力
・
財
力
等
の
調

査
方
法
等
が
前
記
の
と
お
り
の
程
度
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
照
ら
せ
ば
、
原
告

に
お
い
て
は
、
被
告
甲
の
業
務
が
原
告

に
多
大
な
損
害
を
及
ぼ
す
危
険
性
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
身
元
保
証
を
そ

れ
ほ
ど
重
視
し
て
い
た
形
跡
は
見
ら
れ

ず
、
そ
れ
ゆ
え
身
元
保
証
人
た
る
被
告

Ａ
及
び
同
Ｂ
に
対
し
て
も
、
被
告
甲
の

業
務
の
危
険
性
に
照
ら
し
て
、
身
元
保

証
の
重
要
性
と
責
任
の
重
大
性
に
つ
い

て
十
分
な
説
明
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
右

の
よ
う
な
事
情
に
加
え
、
本
件
損
害
の

発
生
に
は
前
示
の
と
お
り
原
告
に
お
い

て
も
過
失
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
本
件

損
害
額
に
は
相
場
の
変
動
と
い
う
不
確

定
な
事
情
が
加
味
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
の
他
本
件
に
あ
ら
わ
れ
た
一
切
の
事

情
を
斟
酌
す
る
と
、
被
告
甲
を
身
元
保

証
し
た
被
告
Ａ
及
び
同
Ｂ
の
損
害
賠
償

責
任
は
、
身
元
保
証
法
第
五
条
を
適
用

し
て
、
損
害
の
公
平
な
分
担
と
い
う
観

点
か
ら
、
被
告
甲
の
負
担
す
べ
き
損
害

額
の
四
割
に
減
額
す
る
の
が
相
当
で
あ

り
、
被
告
Ａ
及
び
同
Ｂ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

被
告
甲
と
連
帯
し
て
、
本
件
損
害
額
の

う
ち
、
四
一
三
四
万
四
二
〇
六
円
の
限

度
に
お
い
て
損
害
賠
償
の
義
務
が
あ
る

と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判

示
し
た
。

労
働
契
約
に
つ
い
て
は
、「
人
的
支
配
か

ら
契
約
へ
」
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
お
り
、

戦
前
の
人
間
的
、
家
族
的
関
係
に
よ
る
徒
弟
、

使
用
人
的
な
も
の
か
ら
、
対
等
な
立
場
に
立

っ
た
契
約
関
係
に
移
行
し
、
従
っ
て
労
働
契

約
法
は
合
意
の
み
に
よ
っ
て
労
働
契
約
は
成

立
す
る
と
定
め
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
高
裁
は
、
こ
の
流
れ

に
逆
行
し
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
安
全
配
慮

義
務
に
つ
い
て
は
、
契
約
主
義
で
は
な
く
、

家
族
的
配
慮
義
務
を
求
め
る
と
い
う
判
決
を

続
け
て
い
る
。

本
来
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

国
会
に
上
提
中
の
安
衛
法

改
正
案
で
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
契
約
主
義
に
立
っ

た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
尊
重
の

立
場
か
ら
、
事
業
者
へ
は

本
人
の
同
意
に
よ
る
検
査

結
果
の
提
供
や
、
そ
の
同
意
に
基
づ
く
医
師

の
意
見
を
聴
い
た
上
で
の
作
業
転
換
等
の
措

置
を
定
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
の
最
高
裁
判
決
に
よ
れ

ば
、
原
審
判
決
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
対
応

は
本
人
の
申
告
に
よ
る
べ
き
で
、
神
経
科
へ

の
通
院
、
病
名
、
神
経
症
対
応
処
方
等
の
情

報
を
上
司
や
産
業
医
等
に
申
告
し
な
か
っ
た

こ
と
が
、
使
用
者
に
本
人
の
う
つ
病
の
発
症

の
回
避
や
発
症
後
の
増
悪
を
防
止
す
る
措
置

を
執
る
機
会
を
失
わ
せ
る
一
因
と
な
っ
た
と

し
、
本
人
か
ら
の
損
害
賠
償
請
求
に
つ
き
二

割
の
過
失
相
殺
と
し
た
原
審（
平
二
三
・
二
・

二
三
東
京
高
裁
判
決
）
判
示
を
次
の
と
お
り

破
棄
し
た
。

す
な
わ
ち
、
労
働
者
の
自
ら
の
精
神
的
健

康
（
い
わ
ゆ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
）
は
、
自

己
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
属
す
る
情
報
で
、
人

事
考
課
等
に
影
響
し
得
る
事
項
の
た
め
、
通

常
は
職
場
に
お
い
て
秘
匿
し
て
就
労
を
継
続

し
よ
う
と
想
定
さ
れ
る
性
質
の
情
報
な
の
で
、

使
用
者
は
、
労
働
者
か
ら
の
申
告
が
な
く
て

も
、
そ
の
健
康
に
関
わ
る
労
働
環
境
等
に
十

分
な
注
意
を
払
う
べ
き
安
全
配
慮
義
務
を
負

う
と
し
た
。
そ
し
て
、
過
重
な
業
務
が
続
く

中
で
そ
の
体
調
の
悪
化
が
看
取
さ
れ
る
場
合

に
は
、
労
働
者
本
人
か
ら
の
積
極
的
な
申
告

が
期
待
し
難
い
の
で
、
そ
の
申
出
が
な
く
て

も
必
要
に
応
じ
て
そ
の
業
務
を
軽
減
す
る
な

ど
労
働
者
の
心
身
の
健
康
へ
の
配
慮
に
努
め

る
必
要
が
あ
り
、
体
調
不
良
で
一
週
間
以
上

の
日
数
の
欠
勤
を
繰
り
返
し
、
重
要
会
議
を

欠
席
し
た
り
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
健
康
状
態
が
過
重
な
業
務
に
よ
っ
て
生

じ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
得
る
べ
き
で
、
状

態
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
に
会
社
は
（
本
人
の

申
出
が
な
く
て
も
）
業
務
の
軽
減
を
す
る
な

ど
の
措
置
を
執
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
し
て
こ

の
過
失
相
殺
を
否
定
し
た
（
平
二
六
・
三
・

二
四
最
高
裁
二
小
判
決
）。

ま
た
、
地
裁
の
判
決
で
は
、
本
人
の
病
識

が
な
く
、
使
用
者
の
指
示
に
従
わ
な
い
長
期

欠
勤
を
不
当
と
し
て
解
雇
を
相
当
と
し
た
。

し
か
し
、
最
高
裁
は
こ
の
判
決
を
覆
し
て
、

精
神
的
な
不
調
の
た
め
に
欠
勤
を
続
け
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
労
働
者
に
対
し
て
は
、
本

人
の
病
識
が
な
く
自
発
的
な
受
診
を
拒
否
し

て
い
る
場
合
で
も
、
使
用
者
は
、
そ
の
欠
勤

の
原
因
や
経
緯
に
鑑
み
、
受
診
命
令
を
な
し

精
神
科
医
に
よ
る
健
康
診
断
を
実
施
す
る
な

ど
し
た
上
で
、
そ
の
診
断
結
果
等
に
応
じ
て
、

必
要
な
治
療
を
勧
め
、
休
職
等
の
処
分
を
検

討
し
、
そ
の
後
の
経
過
を
見
る
な
ど
の
対
応

を
採
る
べ
き
で
あ
る
（
平
二
四
・
四
・
二
七

最
高
裁
二
小
判
決
）
と
判
決
し
た
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

家
族
的
配
慮
義
務

弁
護
士

安
西

�
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平
成
２６
年
度
産
業
労
働
部

主
要
施
策

機
動
力
の
あ
る
地
方
が
主
体
的
に
地

域
の
産
業
や
雇
用
を
創
出
し
て
い
く

「
通
商
産
業
政
策
の
地
方
分
権
化
」
を

一
段
と
加
速
し
、
経
済
再
生
に
向
け
た

取
組
を
強
化
す
る
。

ま
ず
、
次
世
代
産
業
・
先
端
産
業
の

分
野
に
参
入
す
る
県
内
企
業
へ
の
支
援

体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
研
究
開
発
か

ら
事
業
化
ま
で
一
貫
し
て
支
援
す
る

「
先
端
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

重
点
的
に
取
り
組
む
。
先
端
技
術
の
シ

ー
ズ
の
発
掘
か
ら
、
事
業
化
、
産
業
集

積
に
向
け
た
様
々
な
場
面
で
全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
目
利
き
や
技
術
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
新
分
野
に
挑
戦
す
る

中
小
企
業
を
支
援
し
て
い
く
。

県
内
企
業
の
海
外
展
開
支
援
も
強
化

す
る
。
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
の
タ
イ
・
バ

ン
コ
ク
へ
の
拡
大
、
現
地
進
出
企
業
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
・
拡
充
を
進

め
て
い
く
。

ま
た
、
昨
今
の
低
い
市
場
金
利
の
水

準
を
踏
ま
え
、
金
融
機
関
と
の
連
携
の

も
と
融
資
利
率
を
引
き
下
げ
る
。
さ
ら

に
、
融
資
期
間
別
の
利
率
を
新
た
に
設

定
し
短
期
の
利
率
を
一
段
と
引
き
下
げ
、

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
。

県
内
へ
の
人
の
誘
導
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
推
進
し
、
北
陸
新
幹
線
開
業
や
圏

央
道
開
通
に
合
わ
せ
た
観
光
需
要
の
取

り
込
み
を
目
指
す
。

埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、五
、〇

〇
〇
社
の
企
業
ト

ッ
プ
に
対
し
女
性

の
活
躍
推
進
を
働

き
か
け
る
な
ど
、

県
内
企
業
へ
の
更

な
る
浸
透
を
図
る
。

雇
用
対
策
で
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
特

区
を
活
用
し
た

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

浦
和
・
就
業
支
援

サ
テ
ラ
イ
ト
」
に

お
い
て
、
相
談
か

ら
就
職
ま
で
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
の
支

援
を
一
層
充
実
す

る
。
さ
ら
に
、
県

内
企
業
と
求
職
者

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

強
化
す
る
た
め
、

人
材
確
保
支
援
員

を
配
置
し
て
企
業
を
訪
問
し
、
求
人
を

拡
大
す
る
。
若
者
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

県
内
経
済
団
体
や
私
学
団
体
と
連
携
し

た
大
規
模
な
就
活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実

施
す
る
。

主
な
新
規
事
業
及
び
重
要
施
策

（

）
内
は
平
成
２６
年
度
の
予
算
額

（
単
位
�
千
円
）

１

次
世
代
産
業
・
先
端
産
業
の
支
援

①
先
端
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進

（
九
四
五
、一
一
二
）

専
門
家
の
助
言
を
得
な
が
ら
開
発

テ
ー
マ
を
設
定
す
る
「
先
端
産
業
研

究
サ
ロ
ン
」
の
設
置
、
ナ
ノ
カ
ー
ボ

ン
、
蓄
電
池
な
ど
成
長
分
野
の
実
用

化
に
向
け
た
研
究
開
発
に
対
す
る
助

成
、
市
場
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
医
療

機
器
、
航
空
・
宇
宙
産
業
な
ど
に
お

け
る
製
品
開
発
の
支
援
等

２

県
内
企
業
の
海
外
展
開
支
援

①
中
小
企
業
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

支
援

（
一
九
九
、八
五
二
）

上
海
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
、
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク（
ベ
ト
ナ
ム
・

タ
イ
）
の
運
営
、
ア
セ
ア
ン
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
の
た
め
の
現
地
進
出
県
内
企

業
等
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

及
び
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
推
進

等

３

女
性
が
い
き
い
き
と
輝
く
社
会
の

構
築
（
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
）

①
企
業
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
推
進

事
業

（
八
、七
九
〇
）

五
、〇
〇
〇
社
の
企
業
ト
ッ
プ
に

対
す
る
女
性
の
活
躍
推
進
の
働
き
か

け
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
す
る
な

ど
企
業
の
自
主
的
な
取
組
を
支
援

②
女
性
視
点
に
よ
る
産
業
創
出
人
材

育
成
事
業

（
二
五
、六
四
二
）

女
性
の
生
活
者
視
点
を
生
か
せ
る

家
事
代
行
、
放
課
後
保
育
も
兼
ね
た

教
育
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
講
座
等
の
実

施③
キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し
た
在
宅
就
業

支
援
事
業

（
四
三
、九
六
九
）

子
育
て
等
の
た
め
外
で
働
く
こ
と

が
困
難
な
女
性
に
対
し
、
デ
ー
タ
入

力
、
経
理
代
行
な
ど
の
在
宅
就
業
支

援
セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施

④
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
事
業

（
一
八
、六
二
九
）

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
電
車
（
ウ
ー
マ
ノ
ミ

ク
ス
・
ト
レ
イ
ン
）
の
運
行
や
女
性

へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
募
集
な
ど

女
性
の
活
躍
を
応
援
す
る
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
の
創
出

４

が
ん
ば
る
中
小
企
業
の
支
援

①
小
規
模
事
業
経
営
支
援
推
進
費

（
二
、八
六
四
、三
四
七
）

商
工
会
議
所
、
商
工
会
が
行
う
小

規
模
事
業
者
に
対
す
る
経
営
改
善
普

及
事
業
へ
の
助
成
、
地
域
経
済
活
性

化
に
つ
な
が
る
広
域
的
な
事
業
へ
の

助
成
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う

売
上
減
少
緩
和
や
新
規
立
地
企
業
と

の
交
流
等
に
よ
る
地
域
産
業
の
売
上

拡
大
を
図
る
事
業
へ
の
助
成

②
地
域
商
業
強
化
対
策
事
業

（
三
六
、四
九
八
）

地
域
商
業
に
お
い
て
指
導
的
な
役

割
を
果
た
す
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
、
街
バ
ル
等
の
集
客
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
た
商
店
街
再
生
へ
の
支
援
、
国

の
補
助
事
業
等
を
活
用
し
た
「
全
県

一
斉
商
店
街
ま
つ
り
」
へ
の
支
援

③
中
小
企
業
制
度
融
資
事
業
費

（
三
、〇
一
七
、三
六
八
）

融
資
利
率
の
最
大
０
・
３
％
引
き

下
げ
と
融
資
期
間
別
の
融
資
利
率
の

導
入
に
よ
り
短
い
期
間
の
融
資
利
率

を
引
き
下
げ
中
小
企
業
の
資
金
繰
り

を
支
援

５

産
業
集
積
の
推
進

①
企
業
誘
致
の
推
進

（
一
、六
四
六
、六
二
二
）

市
町
村
と
連
携
し
た
企
業
立
地
の

促
進
及
び
立
地
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
の
拡
大
、
関
西
地
区
企
業
と

の
交
流
会
の
開
催
、
県
内
立
地
企
業

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
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産業労働部一般会計予算 ＊県の一般会計予算に占める部の事業予算の割合

伸び率

△５．７％

―

平成２５年度

３１，０７７，７２６千円

１．９％

平成２６年度

２９，３１４，６７４千円

１．７％

区 分

予算総額

一般会計構成比＊

コバトン

―２８―



平
成
２５
年
度
埼
玉
県
就
労

実
態
調
査
結
果

の
再
投
資
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
産
業

用
地
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
県
内
に
立

地
す
る
企
業
に
対
す
る
不
動
産
取
得

税
相
当
額
の
助
成
等

②
西
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施

設
整
備
事
業
費

（
六
、三
九
九
、七
九
五
）

産
業
の
振
興
と
地
域
住
民
の
活

動
・
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
複
合

拠
点
施
設
を
川
越
市
と
共
同
で
整
備

（
工
期
Ｈ
２４
・
１２
〜
Ｈ
２７
・
１
）

６

魅
力
あ
る
観
光
の
推
進

①
埼
玉
の
酒
め
ぐ
り
推
進
事
業

（
四
、四
五
〇
）

新
た
な
客
層
を
県
内
に
誘
引
す
る

と
と
も
に
、「
酒
ど
こ
ろ
・
埼
玉
」

の
イ
メ
ー
ジ
醸
成
に
よ
る
地
酒
消
費

量
の
拡
大
を
図
る
た
め
観
光
資
源
と

し
て
の
酒
蔵
等
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施

②
「
北
陸
新
幹
線
開
業
・
圏
央
道
開

通
記
念
」
よ
う
こ
そ
埼
玉
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
業

（
一
四
、六
四
〇
）

平
成
２６
年
度
中
の
北
陸
新
幹
線
の

開
業
及
び
圏
央
道
の
開
通
を
契
機
に
、

北
陸
方
面
や
神
奈
川
県
方
面
か
ら
の

観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施

③
「W

elcom
e
To
SA
ITA
M
A

」

推
進
事
業

（
一
六
、八
六
五
）

東
京
五
輪
開
催
に
向
け
て
埼
玉
県

へ
外
国
人
観
光
客
を
誘
致
す
る
た
め
、

姉
妹
州
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
（
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
な
ど
海
外
現
地
で

埼
玉
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に

「
指
さ
し
観
光
案
内
集
」
の
作
成
な

ど
県
内
の
受
入
体
制
整
備
を
強
化

④
県
産
品
販
売
・
拡
大
・
ブ
ラ
ン
ド

化
推
進
事
業

（
一
七
、七
四
九
）

県
産
品
販
売
の
中
核
的
な
役
割
を

担
う
物
産
観
光
協
会
の
会
員
拡
大
及

び
新
商
品
の
企
画
・
開
発
・
販
売
を

図
る
と
と
も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
販
売
を
強
化

７

雇
用
の
安
心

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
特
区
等
に
よ
る
マ

ッ
チ
ン
グ
の
強
化

（
一
八
六
、九
六
五
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
特
区
を
活
用
し
て

設
置
し
た
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和
・

就
業
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト
」
に
お
け
る

相
談
か
ら
職
業
紹
介
ま
で
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
支
援
、
県
の
持
つ
企
業
情
報
を

活
用
し
た
求
人
開
拓
を
実
施

②
若
者
正
規
雇
用
化
拡
大
事
業

（
三
四
一
、六
二
一
）

県
内
経
済
団
体
や
私
学
団
体
と
連

携
し
た
学
生
と
県
内
中
小
企
業
の
マ

ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、
自
力
で
の
正

規
就
労
が
困
難
な
若
者
三
〇
〇
名
を

対
象
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
研
修
と

現
場
実
習
を
組
み
合
わ
せ
た
支
援
を

実
施

③
障
害
者
の
就
労
支
援
の
強
化

（
一
六
一
、六
九
六
）

障
害
者
雇
用
開
拓
員
に
よ
る
企
業

へ
の
雇
用
の
要
請
、
障
害
者
雇
用
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
雇
用
方
法

の
提
案
か
ら
採
用
ま
で
の
支
援
、
精

神
障
害
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
精

神
保
健
福
祉
士
の
チ
ー
ム
に
よ
る
受

入
企
業
の
開
拓
と
就
業
環
境
の
整
備

④
職
業
訓
練
の
充
実

（
二
、二
七
五
、〇
〇
八
）

新
規
学
卒
者
・
求
職
者
を
対
象
と

す
る
職
業
訓
練
及
び
在
職
者
を
対
象

と
す
る
技
能
講
習
を
実
施
し
て
、
も

の
づ
く
り
分
野
や
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
介
護
分
野
な
ど
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
人
材
を
育
成
、
就
職
未

内
定
学
生
等
に
短
期
の
職
業
訓
練
を

実
施
（
一
一
、二
六
五
人
）

⑤
も
の
づ
く
り
現
場
の
後
継
者
育
成

事
業

（
三
二
、一
七
五
）

建
設
業
界
の
若
手
技
術
者
の
技
能

向
上
を
図
る
た
め
の
「
も
の
づ
く
り

基
礎
講
座
」
等
の
実
施
、
建
設
業
界

へ
の
若
年
者
の
就
職
を
促
進
す
る
た

め
の
企
業
実
習
等
の
実
施

８

時
代
に
応
え
未
来
を
拓
く
人
材
育
成

①
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

（
一
六
、三
九
五
）

県
内
中
小
企
業
に
対
し
若
手
社
員

の
海
外
企
業
等
へ
の
派
遣
研
修
費
用

の
助
成
、
県
内
企
業
の
海
外
拠
点
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
要
す
る
費

用
の
助
成
（
二
〇
人
）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
１
５
）

―
県
内
中
小
企
業
の
「
正
社
員
」
の
割

合
６７
・
９
％
、
大
企
業
よ
り
７
ポ
イ
ン

ト
高
い
―

県
は
、
平
成
２５
年
７
月
３１
日
現
在
の

県
内
事
業
所
の
就
労
実
態
に
関
す
る
調

査
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ

の
調
査
で
は
、
正
規
・
非
正
規
労
働
者

の
雇
用
状
況
、
非
正
規
労
働
者
の
活
用
、

高
年
齢
者
の
継
続
雇
用
、
仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
の
４
つ
を
柱
に
、
中
小
企

業
と
大
企
業
の
比
較
を
行
い
ま
し
た
。

�
調
査
の
概
要

①
調
査
対
象
事
業
所

県
内
１
、５
０

０
事
業
所

（
内
訳
�
中
小
企
業
１
、３
３
０
、
大

企
業
１
７
０
）

②
回
答
事
業
所
数
８
０
１

（
内
訳
�
中
小
企
業
６
６
９
、
大
企
業

１
３
２
）

③
回
収
率
５３
・
４
％

④
調
査
方
法

調
査
票
に
よ
る
郵
送
調

査
�
調
査
結
果
の
主
な
特
徴

①
正
規
・
非
正
規
労
働
者
の
雇
用
状
況

・
中
小
企
業
の
「
正
社
員
」
の
割
合
は

６７
・
９
％
。
大
企
業
の
６０
・
９
％
よ

り
７
ポ
イ
ン
ト
高
い
。

・「
非
正
規
労
働
者
」の
割
合
は
中
小
企

業
は
３２
・
１
％
、大
企
業
は
３９
・
１
％
。

②
非
正
規
労
働
者
の
活
用

・
中
小
企
業
の
フ
ル
タ
イ
ム
パ
ー
ト
の

平
均
勤
続
年
数
は「
５
年
超
」が
５６
・

７
％
。
大
企
業
は
５３
・
３
％
。

・
中
小
企
業
で
正
社
員
に
登
用（
転
換
）

す
る
制
度
・
慣
行
が
あ
る
事
業
所
の

う
ち
、
登
用
（
転
換
）
実
績
が
あ
る

事
業
所
の
割
合
は
６２
・
８
％
。
大
企

業
は
６７
・
３
％
。

な
お
、
フ
ル
タ
イ
ム
パ
ー
ト
を
正
社

員
へ
登
用
（
転
用
）
す
る
制
度
・
慣
行

が
あ
る
中
小
企
業
の
割
合
は
５６
・
９
％

で
、
半
数
以
上
の
事
業
所
で
正
社
員
へ

の
登
用
の
道
が
開
か
れ
て
い
る
。

③
高
年
齢
者
の
継
続
雇
用

・
中
小
企
業
で
高
年
齢
者
継
続
雇
用
制

度
で
雇
用
し
て
い
る
「
正
社
員
」
の

割
合
は
２６
・
２
％
。
大
企
業
の
１０
・

６
％
の
約
２
・
５
倍
。

④
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援

・
中
小
企
業
で
の
育
児
の
た
め
の
短
時

間
勤
務
制
度
の
利
用
率
は
女
性
６２
・

７
％
。大
企
業
の
利
用
率
は
６９
・
４
％
。

※
報
告
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く

だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
page/shuroujittaichousa.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

総
務
・
労
働
団
体
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
１
５
）

―２９―
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平成２５年度 不当労働行為事件の概要

審査実施回数
（２５年度）

計

６
�

８
�

６
�

７
�

３
�

１
�

２
�

２
�

―
（―）

３５

和
解

５
�

０
	

４



４



２
�

―
（―）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

１５

審
問

１
�

１
�

―
（―）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

―
（―）

２

調
査

０
�

７
�

２
�

３
�

１
�

１
�

２
�

２
�

―
（―）

１８

審査状況
［終結状況］
（経過日数）

関与和解
（２６．１．２０）
【処理日数

６７８日】

審問中
次回②審問

（４３３日）

取下げ
（２５．１１．２８）
【処理日数

３０３日】

関与和解
（２５．１０．３０）
【処理日数

１７７日】

取下げ
（２５．１１．１３）
【処理日数

１２２日】

調査中
次回②調査

（１４４日）

調査中
次回③調査

（１３２日）

調査中
次回③調査

（１０９日）

調査中
次回①調査

（１日）

年度計

第１回
調査期日
（第１回調
査期日ま
での日数）

２４．４．２０
（３８日）

２５．２．２６
（３５日）

２５．３．１３
（４３日）

２５．６．２７
（５２日）

２５．９．４
（４２日）

２５．１２．２
４

（４７日）

２６．１．２１
（６３日）

２６．２．７
（５７日）

―
（―）

（注）審査実施回数の上段は平成２５年度、下段（ ）内は、前年度実施回数を含む通算実施回数である。
なお、事件名が反転しているものは終結した事件である。

企業
規模

１５０人

４０８人

１４人

１２０人

６人

９００人

２３１人

８２２人

７０人

業種

教育

教育

自動車
修理業

建設管
理業

飲食
サービス業

製造業

製造業

教育

教育

被申立人

学校法人Ａ

学校法人Ｂ

有限会社Ｃ

株式会社Ｄ

Ｅ

株式会社Ｆ

Ｇ株式会社

学校法人Ｈ

学校法人Ｉ

加盟
上部
団体

全労連

全労連

全労連

全労連

全労連

無所属

全労連

無所属

全労連

申立
人別

組合

組合

組合

組合

組合

組合

組合

組合

組合

申立人

埼玉県私立学校
教職員組合連合

①Ｂ高等学校
教職員組合

②埼玉県私立学校
教職員組合連合

③東京公務公共
一般労働組合

全労連・埼玉ユ
ニオン

Ｄ学校
校務員労働
組合

全労連・埼玉ユ
ニオン川口支部

全国一般
埼京ユニオン

①全日本金属情報機
器労働組合
②全日本金属情報機
器労働組合埼玉地
方本部
③全日本金属情報機
器労働組合Ｇ支部

Ｈ勤労者
労働組合

①埼玉県私立
学校教職員組合連合
②Ｉ高等学校教職員
組合

該当
号

１，２

２

２

１．３

２

２

１．３

２

１．２

請求する
救済内容

①不利益取
扱撤回

②誠実団体
交渉

団体交渉
応諾

団体交渉
応諾

①雇止め撤
回

②文書交付・
掲示

団体交渉
応諾

団体交渉
応諾

①解雇撤回
②原職復帰
③文書交付・
掲示

誠実団体
交渉

①処分撤回
②誠実団体
交渉

申立年
月日

２４．３．１４

２５．１．２３

２５．１．３０

２５．５．７

２５．７．２５

２５．１１．８

２５．１１．２０

２５．１２．１３

２６．３．３１

事件
名

A

B

C

D

E

F

G

H

I

事件
番号

２４－１

２５－１

２５－２

２５－３

２５－４

２５－５

２５－６

２５－７

２６－１

№

１

２

３

４

５

６

７

８

９

表１ 不当労働行為取扱状況

２５年度

３
６

９

２
０

２

０
０
０
０

４

５

２４年度

２
５

７

１
１

１

０
１
０
０

４

３

２３年度

３
２

５

０
０

２

０
１
０
０

３

２

年度区分
前 年 度 繰 越
新 規 申 立 て

計

取 下 げ
自 主 和 解

関 与 和 解

全 部 救 済
一 部 救 済
棄 却
却 下

計

次年度繰越（係属中）

取
下
・
和
解

命
令
・
決
定

取
扱
件
数

終

結

件

数

【概況】

・不当労働行為事件の取扱件数は、増加傾向にある。
・申立人の加盟上部団体は、全労連系が多い。
・被申立人の業種は、教育及び製造業が多い。
・請求する救済内容は、団体交渉応諾、誠実団体交渉
が多い。

平成２５年度 不当労働行為事件取扱状況

平成２６年３月３１日現在

―３０―



平成２５年度 調整事件の概要

終結区分

打切り
主張対立

解決
合意書締結

解決
自主解決

打切り 被申請
者あっせん拒否

解決
合意書締結

解決
合意書締結

打切り 被申請
者あっせん拒否

打切り 被
申請者あっ
せん拒否

解決
合意書締結

打切り 主張対立

（係属中）

打切り 被申請
者あっせん拒否

解決
合意書締結

打切り
被申請者あ
っせん拒否

解決 合意書締結

解決 合意書締結

取下げ

（係属中）

（係属中）

（係属中）

調整
回数

３回

３回

１回

０回

２回

３回

０回

０回

２回

２回

０回

２回

０回

３回

１回

０回

所要
日数

１５６日

１２７日

９１日

１６日

５７日

６５日

２５日

２０日

７０日

６７日

２０日

１１６日

１３日

９９日

６７日

６１日

終結
年月日

２５．４．３０

２５．４．３

２５．５．２２

２５．５．３１

２５．８．８

２５．８．２７

２５．７．２２

２５．７．２２

２５．９．１９

２５．９．２６

２５．８．１２

２５．１２．２６

２５．９．３０

２６．２．１３

２６．２．２０

２６．３．７

調整事項

１ パワハラの謝
罪

２ 慰謝料の支払

１ 団交促進
２ 退職金、未払

残業代、パワ
ハラ慰謝料
等の支払

１ 良好な労使
関係の修復

２ 高齢期雇用
制度の交渉
促進

１ 雇用の終了

１ 身分の回復
２ 賃下げの是正
３ 連合会との

協議への参加

１ 確認内容の
完全実施

２ 責任の明確
化と謝罪

３ 経費の支払

１ 団交促進

１ 団交促進
２ 定年制に関わら

ず雇用の継続

１ 賃上げ
２ 団交促進

１ 団交促進

１ その他賃金
に関するも
の（賃金体
系の変更）

１ 諸手当（時
間外手当）

１ 団交促進
２ 賃金
３ 継続雇用

１ 団交促進
２ 労災補償問

題の解決

１ 団交促進

１ 団交促進

１ 解雇（懲戒
処分の撤回、
次年度契約
の更新）

１ 年末一時金
の査定基準
の提示

２ 団交促進

１ 人員整理
２ その他の経

営・人事
３ 団交促進

１ 団交促進

申請
年月日

２４．１１．２６

２４．１１．２８

２５．２．２１

２５．５．１６

２５．６．１３

２５．６．２４

２５．６．２８

２５．７．３

２５．７．１２

２５．７．２２

２５．７．２３

２５．７．２４

２５．９．２

２５．９．１８

２５．１１．７

２５．１２．１６

２６．１．６

２６．１．２０

２６．２．１９

２６．３．１４

加盟
上部団体

無所属

全労連

全労連

全労連

連合

全労連

連合

全労連

なし

全労連

全労連

連合

全労連

なし

全労連

全労連

なし

全労連

全労連

全労連

申請者
区分

労

労

労

使

労

労

労

労

労

労

労

労

労

労

労

労

労

労

労

労

従業
員数

８

９０

１，６２１

９

２０

３，７００

２３２

６１０

４２

７０

１，０５０

１００

１９

９０２

２００

７０

３０

４０

６００

４５

社内
組合員数

１

１

１２３

１

５

５６

１０

９

７

１１

２５

１

４

０

２５

１１

１

２２

１５

２４

組合
員数

３３０

８３０

１２３

２

８

４９７

１０

９３

３３０

１１

１９３

１１０

５

３３０

２５

１１

３３０

４４

７１

２４

業種

その他の
サービス業

食料品製造業

地方公務

介護事業

機械加工業

上下水道施設
管理業

教育、学習
支援業

その他の
サービス業

コンクリート
製品製造業

教育、学習支援業

地方公務

介護事業

児童福祉事業

特殊車両
製造業

介護事業

教育、学習支援業

機械器具
卸売業

サービス業

持ち帰り・
配達飲食
サービス業

自動車小売業

所在地

さいた
ま市

戸田市

入間市

川口市

川口市

戸田市

さいた
ま市

川口市

伊奈町

毛呂山町

ふじみ
野市

さいた
ま市

戸田市

上尾市

さいたま市

毛呂山町

さいた
ま市

吉川市

川口市

本庄市

調整区分

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

あっせん

事件
番号

２４－１３

２４－１４

２５－０２

２５－０４

２５－０５

２５－０６

２５－０７

２５－０８

２５－０９

２５－１０

２５－１１

２５－１２

２５－１３

２５－１４

２５－１５

２５－１６

２６－０１

２６－０２

２６－０３

２６－０４

№

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

（平成２６年３月３１日現在）
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表２ 取扱件数 単位：件

２５年度

３

１７

２０

２４年度

３

１５

１８

２３年度

２

１３

１５

項 目

前 年 度 繰 越

新 規 申 請

計

取

扱

件

数

表３ 組合の加盟上部団体別件数

２５年度

３�
１３�
０�
４�

２０�
〔�内は新規申請事件に係る件数で、内数〕

２４年度

３�
８�
０�
７�

１８�

２３年度

３�
６	
０�
６	

１５


区 分

連 合

全 労 連

全 労 協

無 所 属

計

平成２５年度 調整事件取扱状況

表５ 調整事項別件数

２５年度

１�
１�
３�
１�
０�
４�
１０�

０�
０�
２
２
１３�
６�
２３�

３３�
〔�内は新規申請事件に係る件数で、内数。〕
※一つの事件で複数の調整項目があるため、取扱件数とは一致しない。

２４年度

０�
１�
１�
３�
０�
３
８�

１�
２�
４�
３�
１３�
１０�
３３�

４１�

２３年度

２
２
２
１�
６	
１１�
２４�

１�
２
３
１�
７�
４�
１８�

４２�

区 分

ａ 賃 上 げ

ｂ 賃 金 減 額

ｃ 一 時 金

ｄ 退 職 金

ｅ 労働時間・休日休暇

ｆ そ の 他

小 計

ｇ 組 合 活 動

ｈ 労 働 協 約

ｉ 解雇・雇止め

ｊ その他の経営・人事

ｋ 団 交 促 進

ｌ そ の 他

小 計

計

経

済

的

事

項

非

経

済

的

事

項

表４ 業種別件数

２５年度

０�
４�
１�
０�
０�
０�
０�
２
０�
４�
７�
３�
４�
２�

２０�
〔�内は新規申請事件に係る件数で、内数。〕

２４年度

０�
４�
０�
２�
２�
０�
０�
０�
１�
１�
８�
５�
３�
２

１８�

２３年度

２
４�
０�
３�
１�
２
０�
０�
０�
１�
３�
２
１�
２�

１５


区 分

建 設 業
製 造 業
電気・ガス・水道業
運 輸 ・ 通 信 業
道路旅客運送業
道路貨物運送業
そ の 他

卸 売 ・ 小 売 業
金 融 ・ 保 険 業
医 療 、 福 祉
サ ー ビ ス 業
教 育
上記以外のサービス業

公 務

計

終結件数（前年度繰越分を含む）

２５年度
８
７
０
１

１６
５３．３

４
※解決率＝解決件数／（解決件数＋打切り・不調件数）×１００

２４年度
８
５
０
２

１５
６１．５

３

２３年度
６
６
０
０

１２
５０．０

３

項 目
解 決
打 切 り ・ 不 調
不 開 始
取 下 げ

計
解 決 率 （ ％ ）

次 年 度 繰 越

終

結

件

数

【概況】

・調整事件の取扱件数は、増加傾向にある。
・調整事件の解決率は、５０～６０％台で推移している。
・組合の加盟上部団体は、各年度とも全労連系の組合が大きな割合を占めている。
・業種では、教育をはじめとするサービス業及び製造業の他、２５年度は医療、福祉の占める割合が高い。
・あっせんの調整事項は、団体交渉促進をはじめとする非経済的事項の割合が高い。
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経
団
連
・
環
境
対
策
推
進
財

団
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
わ
が

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化

政
策
を
考
え
る
」
を
共
催

―
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
や

温
暖
化
対
策
な
ど
望
ま
し

い
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討

経
団
連
と
環
境
対
策
推
進
財
団
は

３
月
２６
日
、
東
京
・
大
手
町
の
経
団

連
会
館
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
わ
が

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
政
策
を

考
え
る
」
を
共
催
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

の
決
定
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

や
２
０
２
０
年
以
降
の
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
目
標
に
関
す
る
議
論
が
本
格

化
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
望
ま
し
い
政
策
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
で
、
環
境
対
策
推

進
財
団
の
椋
田
哲
史
理
事
長
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
し
て
は
「
安
全

性
の
確
保
を
大
前
提
に
、安
全
保
障
・

経
済
性
・
環
境
適
合
性
の
い
わ
ゆ
る

『
Ｓ
＋
３
Ｅ
』
の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス

を
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
」
と
強

調
す
る
と
と
も
に
、
安
全
性
の
確
保

を
大
前
提
に
原
子
力
発
電
所
の
再
稼

働
の
プ
ロ
セ
ス
を
加
速
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
温
暖
化

対
策
に
関
し
て
は
、
経
団
連
は
低
炭

素
社
会
実
行
計
画
の
推
進
を
通
じ
、

国
内
の
事
業
活
動
で
の
削
減
に
加
え
、

途
上
国
支
援
等
の
国
際
貢
献
や
革
新

的
技
術
の
開
発
に
も
注
力
す
る
と
表

明
し
た
。

■
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
検
討
に
あ

た
っ
て
必
要
な
視
点

続
い
て
、
来
賓
３
名
か
ら
講
演
が

行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ

ー
経
済
研
究
所
の
豊
田
正
和
理
事
長

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
決
定

に
お
い
て
は
「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」
に
加
え

て
「
Ｍ
（
マ
ク
ロ
経
済
）」
が
重
要

で
あ
る
と
指
摘
し
、
２
０
３
０
年
の

原
子
力
の
割
合
を
２０
〜
２５
％
と
し
た

過
去
の
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査

会
の
選
択
肢
（
１２
年
６
月
２４
日
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
選
択
肢
の
原

案
に
つ
い
て
」
の
選
択
肢
３
）
に
近

い
も
の
が
望
ま
し
い
と
述
べ
た
。

次
に
、
慶
應
義
塾
大
学
の
野
村
浩

二
准
教
授
が
、
節
電
や
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
努
力
の
重
要
性
を
認
め
つ
つ
も
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
検
討
す
る

際
に
は
、
省
エ
ネ
目
標
が
達
成
さ
れ

ず
、
想
定
よ
り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

が
大
き
く
な
っ
て
も
安
定
供
給
が
可

能
と
な
る
よ
う
な
供
給
構
造
を
構
築

す
べ
き
と
指
摘
し
た
。

最
後
に
講
演
を
行
っ
た
地
球
環
境

産
業
技
術
研
究
機
構（
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
）の

秋
元
圭
吾
シ
ス
テ
ム
研
究
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
は
、「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」の
視
点
と

定
量
的
な
分
析
を
踏
ま
え
、
２
０
３

０
年
の
原
子
力
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
比
率
は
共
に
２０
〜
２５
％
程
度
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
は
０５
年

比
約
１５
％
減
を
目
安
と
し
て
示
し
た
。

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

続
い
て
、
常
葉
大
学
の
山
本
隆
三

教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。
ま
ず
政
府
の
施
策
に
つ
い
て
、

野
村
氏
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
固
定
価
格
買
取
制
度
が
、
太
陽

光
パ
ネ
ル
市
場
の
競
争
を
阻
害
し
て

価
格
の
低
下
を
阻
ん
で
い
る
と
の
指

摘
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
原
子
力
発
電
に
関
し
て
は
、

豊
田
氏
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ス
リ
ー

マ
イ
ル
、
ロ
シ
ア
で
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
の
事
故
が
あ
っ
た
も
の
の
、
今

で
は
国
民
の
信
頼
を
取
り
戻
し
て
い

る
こ
と
に
言
及
し
、
日
本
も
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏
ま
え

て
、
し
っ
か
り
と
安
全
面
で
の
対
応

を
行
う
こ
と
で
国
民
の
支
持
を
得
て

い
く
べ
き
だ
と
述
べ
た
。

温
暖
化
対
策
に
関
し
て
は
、
秋
元

氏
か
ら
、
日
本
で
は
省
エ
ネ
法
や
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
基
準
と
と
も
に
、
経

団
連
の
自
主
行
動
計
画
が
成
果
を
上

げ
て
き
た
と
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

道
州
制
推
進
基
本
法
の
早
期

制
定
を
建
議

－
経
団
連
な
ど
経
済
１０
団
体

の
連
名
で

経
団
連
（
米
倉
弘
昌
会
長
）
の
畔

柳
信
雄
副
会
長
・
道
州
制
推
進
委
員

長
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
界
の
代
表

者
は
４
月
７
日
、
自
由
民
主
党
の
高

市
早
苗
政
調
会
長
、
細
田
博
之
幹
事

長
代
行
、
今
村
雅
弘
道
州
制
推
進
本

部
長
を
訪
問
し
、
自
民
党
に
お
け
る

道
州
制
推
進
基
本
法
案
の
議
論
の
加

速
と
同
法
案
の
早
期
国
会
上
程
を
強

く
求
め
た
。

経
済
界
で
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て

成
長
を
確
固
た
る
も
の
と
し
、
地
域

の
潜
在
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
究

極
の
統
治
制
度
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

道
州
制
の
実
現
を
強
く
訴
え
て
き
た
。

自
民
党
の
道
州
制
推
進
本
部
に
お
い

て
同
法
案
の
議
論
が
再
開
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
３
月
３１
日
、
経
団
連
、

日
本
商
工
会
議
所
、
経
済
同
友
会
な

ど
経
済
１０
団
体
の
連
名
に
よ
り
「
道

州
制
推
進
基
本
法
の
早
期
制
定
を
求

め
る
」
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
今

回
の
訪
問
は
そ
の
建
議
の
一
環
。

建
議
を
受
け
て
、
高
市
政
調
会
長
、

細
田
幹
事
長
代
行
、
今
村
本
部
長
か

ら
は
「
要
請
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
。

議
論
を
煮
詰
め
て
い
き
た
い
」
旨
発

言
が
あ
っ
た
。

経
団
連
で
は
、
同
法
案
の
今
通
常

国
会
へ
の
上
程
な
ら
び
に
早
期
成
立

に
向
け
て
、
経
済
団
体
な
ど
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
働
き
か

け
て
い
く
。

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
の
到

来
、
激
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の

な
か
、
わ
が
国
は
競
争
力
を
強
化
し
、

将
来
に
わ
た
り
成
長
を
実
現
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
各
地
域
が
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
味
を
活
か
し
た
よ
り
機

動
的
な
地
域
経
営
を
自
ら
の
権
限
と

責
任
で
行
う
道
を
拓
く
と
と
も
に
、

都
道
府
県
の
枠
を
超
え
た
広
域
的
な

地
域
づ
く
り
に
よ
り
、
そ
の
力
を
最

大
限
発
揮
で
き
る
新
た
な
国
の
形
―

道
州
制
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

道
州
制
推
進
基
本
法
を
速
や
か
に

成
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
新
し
い
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
国
の
統
治
構
造
の
創

造
に
向
け
て
、
国
民
の
合
意
と
協
力

を
得
る
た
め
の
極
め
て
重
要
な
ス
テ

ッ
プ
で
あ
り
、
第
４６
回
衆
議
院
選
挙
、

第
２３
回
参
議
院
選
挙
等
に
お
け
る
与

野
党
の
公
約
で
も
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
経
済
界
は
、
２
０
１
４

年
通
常
国
会
に
お
け
る
道
州
制
推
進

基
本
法
の
成
立
と
道
州
制
の
一
日
も

早
い
実
現
を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、

国
民
的
な
議
論
の
喚
起
や
機
運
醸
成

等
を
通
じ
て
最
大
限
協
力
す
る
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど
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大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業

学
生
受
入
の
お
願
い

☆
全
研
修
日
程

二
〇
一
四
年
七
月
〜
十
月

◆
事
前
研
修

第
一
回：

七
月
二
十
八
日
�

第
二
回：

八
月
二
十
五
日
�

第
三
回：

九
月
八
日
�

◆
洋
上
・
島
内
研
修
（
予
定
）

九
月
二
十
七
日
�
〜
十
月
二
日
�

◆
フ
ォ
ロ
ー
研
修

十
月
下
旬
（
予
定
）

◆
通
信
教
育

六
月
〜
九
月

☆
定

員

五
十
名

☆
対

象

職
場
リ
ー
ダ
ー
、
リ
ー

ダ
ー
候
補

☆
使
用
客
船

お
が
さ
わ
ら
丸
（
六
、

七
〇
〇
ト
ン
）

☆
参
加
費

一
九
八
、
〇
〇
〇
円

洋
上
研
修
の
主
な
狙
い

◇
真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
体
験
的
に

学
ぶ

◇
実
践
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス

キ
ル
を
高
め
る

◇
自
己
革
新
を
始
動
す
る
き
っ
か
け
を

提
供
す
る

第
三
十
五
次

小
笠
原
「
き
づ
き
・

ふ
り
か
え
り
」
洋
上
研
修
の
参
加
者
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

今
次
で
三
十
五
回
目
を
迎
え
た

歴
史
あ
る
こ
の
研
修
は
、
一
貫
し

て
職
場
リ
ー
ダ
ー
育
成
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
で
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
構
築
し
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
中
心
の
体
験
・
自
己
参
画

型
の
研
修
で
す
。

東
京
竹
芝
か
ら
約
一
、
〇
〇
〇

�
離
れ
た
小
笠
原
を
往
復
す
る
六

日
間
航
路
で
の
船
内
洋
上
研
修
や

島
内
で
の
体
験
型
研
修
を
メ
イ
ン

に
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
基
本
を
通
信
教
育
や
事

前
研
修
で
学
び
、
さ
ら
に
フ
ォ
ロ
ー
研

修
で
成
果
や
課
題
を
ふ
り
か
え
る
こ
と

で
、
職
場
で
の
実
践
に
活
か
せ
る
ヒ
ン

ト
を
つ
か
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

様
々
な
環
境
の
変
化
が
激
し
い
今
だ

か
ら
こ
そ
、
企
業
に
も
個
人
に
も
変
化

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
研
修
は
、
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
基
本
を
し
っ
か
り
学

び
つ
つ
、「
き
づ
き
・
ふ
り
か
え
り
」

を
通
し
て
、
次
の
一
歩
に
つ
な
が
る
た

め
の
き
っ
か
け
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

本
研
修
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

参
加
者
の
ご
派
遣
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
洋
上
研
修
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、

左
記
に
お
願
い
し
ま
す
。

☆
問
合
せ
先

電
話
〇
四
八
―
六
四
七
―
四
一
〇
〇

担
当

宮
田
、
町
田

学
生
が
在
学
中
に
実
社
会
で
就
業
体

験
を
行
う
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
。

平
成
二
六
年
度
も
埼
玉
県
の
事
業「
埼

玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進

事
業
」
の
推
進
団
体
と
し
て
本
会
は
そ

の
普
及
・
拡
大
に
向
け
て
の
活
動
を
展

開
い
た
し
ま
す
。
平
成
二
五
年
度
は
夏

季
を
中
心
に
約
二
三
八
名
の
学
生
が
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
も
、
会
員
企
業
を
は
じ
め
学
生
を

受
入
い
た
だ
い
た
企
業
・
団
体
等
の
ご

協
力
に
よ
る
も
の
で
、感
謝
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
六
年
度
も
引
き
続
き
大
学
生

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
普
及
・
拡
大
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
次
代

を
担
う
人
材
の
育
成
に
資
す
る
こ
の

「
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事

業
」
に
お
け
る
学
生
の
受
入
に
是
非
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
六
年
度

「
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
事
業
」
に
つ
い
て

□
埼
玉
県
（
産
業
労
働
部
産
業
人
材
育

成
課
）
委
託
事
業

□
実
施
推
進
団
体：

埼
玉
県
経
営
者
協
会

□
対
象
学
生：

大
学
、短
期
大
学
、大
学
院

□
実
施
日
数：

夏
休
み
を
中
心
に
一
週

間
〜
二
週
間
程
度

□
事
業
実
施
期
間：

平
成
二
六
年
四
月

一
日
〜
一
二
月
三
一
日（
九
カ
月
間
）

■
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
効
果

学
生
が
社
会
や
企
業
な
ど
の
実
情
を

知
る
こ
と
に
よ
り
、

①
就
業
意
識
を
高
め
る

②
職
業
選
択
を
促
進
す
る

③
就
職
時
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ

④
就
職
後
の
定
着
化
を
高
め
る

な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

■
受
入
先
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト

①
自
社
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機

会
と
な
り
、広
く
社
会
に
開
か
れ

た
企
業
姿
勢
が
認
め
ら
れ
ま
す

②
受
入
に
よ
り
、学
生
の
感
性
、視
点
、

専
門
能
力
な
ど
を
活
用
で
き
、職

場
を
活
性
化
す
る
ヒ
ン
ト
が
生
ま

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

③
学
生
を
指
導
す
る
若
手
社
員
や
職

員
の
成
長
が
期
待
で
き
ま
す

④
実
施
学
生
を
採
用
す
る
可
能
性
や

大
学
と
の
交
流
機
会
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
へ

と
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま

す
。

⑤
県
内
大
学
を
は
じ
め
、
首
都
圏
を

一
〇
〇
校
以
上
の
主
要
大
学
が
こ

の
事
業
に
登
録
し
て
お
り
ま
す
。

□
お
問
合
わ
せ
□

参
加
登
録
方
法
、
実
施
方
法
な
ど
の

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.saitam

a-internship.jp

埼
玉
県
経
営
者
協
会

イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
事
務
局
（
宮
田
、
上
田
、
小
笠
原
、

小
島
）

電
話
�
〇
四
八
―
六
四
七
―
四
一
〇
〇

世
界
自
然
遺
産
「
小
笠
原
」
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
を
！

第
三
十
五
次
小
笠
原「
き
づ
き
・
ふ
り
か
え
り
」

洋
上
研
修
参
加
者
募
集

船内での発表

第３４次小笠原洋上研修 集合写真

―３４―
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四
月
一
日
〜
五
月
一
四
日

◆
四
・
二

新
入
社
員
研
修
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
八

第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
一
四

理
事
会
・
幹
事
会

（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
四
・
一
五

第
一
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
一
七

第
一
回
介
護
ビ
ジ

ネ
ス
研
究
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
四
・
一
七

第
一
回
人
事
労
務

委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
二
二

第
二
回
特
別
セ
ミ

ナ
ー（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
二
四

県
産
業
労
働
部
主

要
施
策
説
明
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
五
・
一
四

定
時
総
会
（
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
）

★
第
二
回
人
事
労
務
委
員
会

日
時

五
月
二
六
日
�
一
三
時
三
〇

分
〜
一
六
時
四
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
○
三
・

四
〇
四

内
容

働
き
が
い
の
あ
る
会
社
の
作

り
方
（
基
礎
編
）

講
師

Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
ト
レ
ー
ナ
ー
、
米

国C
C
E
,
inc.

認
定G

C
D
F

‐
Japan

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー

福
田
浩
司
氏

▼
桜
も
満
開
と
な
り
、
今
年
の
入
社
式
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
て
最
高
で
し
た
。
こ
の
時
期
は
恒

例
の
選
抜
高
校
野
球
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
昨

年
は
浦
和
学
院
の
優
勝
で
埼
玉
も
沸
き

立
っ
て
い
た
と
思
い
出
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
も
恒
例
に
な
っ
て
い

る
「
新
入
社
員
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
」
が
、

日
本
生
産
性
本
部
か
ら
発
表
さ
れ
た
。

平
成
二
十
六
年
度
新
入
社
員
の
タ
イ
プ

を
、『
自
動
ブ
レ
ー
キ
型
』
と
。

「
そ
の
心
は
、
知
識
が
豊
富
で
、
敏

感
で
あ
る
。
そ
し
て
、
就
職
活
動
も
手

堅
く
進
め
、
そ
こ
そ
こ
の
内
定
を
得
る

と
、
壁
に
ぶ
つ
か
る
前
に
、
活
動
を
終

了
さ
せ
て
し
ま
う
新
入
社
員
の
特
徴
か

ら
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

企
業
や
学
校
の
就
職
、
採
用
関
係
者

の
話
な
ど
か
ら
、
そ
の
年
の
新
入
社
員

の
特
徴
に
つ
い
て
発
表
す
る
こ
の
調
査
。

自
動
ブ
レ
ー
キ
型
新
入
社
員
と
は
、
安

全
運
転
の
傾
向
が
あ
り
、
人
を
傷
つ
け

な
い
安
心
感
は
あ
る
も
の
の
、
ど
こ
か

馬
力
不
足
、
自
在
に
運
転
で
き
る
よ
う

に
な
る
に
は
、
さ
ら
な
る
指
導
や
育
成
が
必
要

だ
と
し
て
い
る
。

小
生
の
友
人
か
ら
は
こ
ん
な
コ
メ
ン
ト
が

「
新
入
社
員
の
タ
イ
プ
が
自
動
ブ
レ
ー
キ
型
で

は
、
馬
力
不
足
で
、
将
来
、
企
業
を
支
え
る
力

に
な
れ
る
か
ど
う
か
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
採

用
の
目
は
、
益
々
、
海
外
の
優
秀
で
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
な
人
材
を
求
め
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
」
と
。

▼
ま
た
、
入
社
式
な
ど
で
は
「
会
社
の
経
営
方

針
」
な
ど
も
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
果

た
し
て
ど
こ
ま
で
社
員
に
浸
透
す
る
か
、
大
き

な
疑
問
を
い
つ
も
感
じ
て
い
る
。
特
に
新
入
社

員
は
人
生
の
大
き
な
過
渡
期
を
迎
え
、「
自
立
」

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
会
社
か
ら
の
方
針
の
押

付
け
や
説
得
な
ど
を
警
戒
し
て
受
け
止
め
る
と

い
う
人
間
特
有
の
感
覚
も
逆
に
強
い
は
ず
だ
。

こ
れ
か
ら
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
（
押
付
け
）
で
は

な
く
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
「
社
員
は
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
、
方
針
な
ど
に
沿
っ
た
行
動
を
し
て

く
れ
る
か
？
」
と
、
議
論
を
全

社
レ
ベ
ル
で
行
っ
て
み
る
こ
と

が
大
切
と
考
え
る
。

自
分
の
行
動
規
範
が
会
社
方

針
と
結
び
付
い
た
時
に
、
初
め

て
会
社
方
針
に
基
づ
い
た
行
動

が
誕
生
す
る
の
で
は
な
い
か
、

と
思
っ
て
い
る
が
…
。

▼
話
は
変
わ
る
が
、
四
月
か
ら

は
消
費
税
の
ア
ッ
プ
を
は
じ
め

諸
物
価
も
値
あ
が
り
を
見
せ
、

生
活
費
も
増
加
す
る
よ
う
だ
が
、

果
た
し
て
中
小
零
細
企
業
の
昇

給
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
？

業
種
に
よ
っ
て
も
異
な
る
と
思

う
が
。

Ｔ
Ｖ
で
宇
宙
か
ら
み
た
地
球

を
考
え
る
報
道
が
さ
れ
て
い
た

が
、
地
球
の
温
暖
化
で
大
変
な

事
態
が
将
来
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

一
般
庶
民
が
出
来
る
こ
と
は
、
せ
め
て
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
を
出
来
る
限
り
少
な
く
す
る
事
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

首
都
圏
な
ど
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
が

大
き
い
が
、
夜
の
街
路
灯
な
ど
は
防
犯
上
問
題

が
生
じ
る
が
、
繁
華
街
の
ネ
オ
ン
な
ど
は
出
来

る
限
り
早
い
時
間
に
消
し
て
、
消
費
量
を
下
げ

る
こ
と
も
考
慮
し
て
い
く
こ
と
が
絶
対
に
必
要

と
思
う
が
い
か
が
だ
ろ
う
か
？

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

第１９９回

ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！
エッセイスト 和 宮 英 之

告 知 版

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー

情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門

―３５―



★
第
一
回
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

日
時

五
月
二
九
日
�
一
四
時
〜
一
六
時

三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
一
・
四
〇

二

内
容

農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造

プ
ラ
ン
の
概
要
・
埼
玉
県
の
農
業

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
策
の
概
要

講
師

関
東
農
政
局
・
埼
玉
県
農
林
部
農

業
政
策
課
課
長

篠
崎
豊
氏

★
第
三
回
人
事
労
務
委
員
会

日
時

六
月
九
日
�
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
四
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇

四

内
容

働
き
が
い
の
あ
る
会
社
の
作
り
方

（
実
践
編
）

講
師

Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
ト
レ
ー
ナ
ー
、
米
国

C
C
E
,
inc.

認
定G

C
D
F‐
Japan

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

福
田

浩
司
氏

★
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

六
月
一
一
日
�
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇

四

内
容

経
営
ト
ッ
プ
の
目
線
で
取
り
組
む

コ
ス
ト
削
減
〜
所
管
部
署
任
せ
で

は
な
く
全
社
最
適
の
視
点
を
入
れ

た
コ
ス
ト
削
減
の
重
要
性

講
師

㈱
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
代
表

取
締
役

石
井
純
夫
氏

★
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
会

日
時

六
月
一
三
日
�

会
場

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
・
豊
岡

コ
ー
ス

★
第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

六
月
一
六
日
�
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇

四

内
容

ア
ッ
プ
ル
、そ
し
て
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ジ
ョ
ブ
ズ
の
経
営
に
学
ぶ

講
師

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

社
会
研

究
部
上
席
研
究
員

百
嶋
徹
氏

★
第
一
回
労
働
セ
ミ
ナ
ー

日
時

六
月
二
〇
日
�
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

内
容

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
人
事
労
務
担

当
者
の
た
め
の
労
働
法
基
礎
知
識

Ⅰ

講
師

法
政
大
学
講
師

山
本
圭
子
氏

★
第
二
回
労
働
セ
ミ
ナ
ー

日
時

六
月
二
五
日
�
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

新
都
心
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

内
容

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
人
事
労
務
担

当
者
の
た
め
の
労
働
法
基
礎
知
識

Ⅱ

講
師

法
政
大
学
講
師

山
本
圭
子
氏

★
第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

七
月
三
日
�
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇

四

内
容

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
や
っ
て
く
る
〜

共
通
番
号
制
度
の
実
務
イ
ン
パ
ク

ト
と
対
応
策

講
師

㈱
富
士
通
総
研
経
済
研
究
所
主
席

研
究
員

榎
並
利
博
氏

★
第
四
二
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

日
時

七
月
六
日
�
九
時
〜
一
五
時

会
場

北
本
市
解
脱
錬
心
館

内
容

個
人
戦（
男
女
別
）、団
体
戦

審
判

公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
剣
道
連
盟

及
び
同
北
部
支
部

★
第
三
二
期
労
働
法
担
当
者
実
務
講
座
全

四
講

日
時

七
月
八
日
�
、
七
月
一
四
日
�
、

七
月
二
二
日
�
、
七
月
二
九
日
�

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
〇
二
、
九
〇

一

内
容

労
働
法
の
担
当
者
実
務
講
座

講
師

外
井
法
律
事
務
所
弁
護
士

★
第
三
五
次
小
笠
原
洋
上
研
修
第
一
回
集

合
研
修

日
時

七
月
二
八
日
�
九
時
三
〇
分
〜
一

六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
九
〇
六

内
容

開
講
式
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

個
人
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
発
表
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
講
義
、
通
信
教
育
の

す
す
め
方

講
師

研
修
講
師

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

ア
イ
デ
ッ
ク
ス
社
会
保
険
労
務
士
法
人

代
表

吉
成

正
四

春
日
部
市
大
沼
二
―
六
二
―
二
〇

電
話
〇
四
八
―
七
三
三
―
〇
四
〇
一

（
資
）
九
百
五
十
万
円

（
従
）
九
名

社
会
保
険
労
務
士
業

㈲
共
和
エ
レ
ッ
ク

代
表
取
締
役

永
島

明

川
越
市
上
寺
山
一
五
八
―
三

電
話
〇
四
九
―
二
二
七
―
八
三
一
三

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
二
三
名

電
気
、空
調
設
備
設
計
施
工
、介
護
事
業

㈱
ク
リ
タ
エ
イ
ム
デ
リ
カ

代
表
取
締
役
社
長

栗
田

美
和
子

越
谷
市
大
沢
三
二
七
一

電
話
〇
四
八
―
九
六
〇
―
五
一
五
一

（
資
）
九
千
万
円

（
従
）
二
六
〇
名

製
麺
業
（
調
理
麺
、
調
理
済
み
レ
ン
ジ

商
品
、
惣
菜
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